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◆　プロローグ　◆







　五年ぶりに降おり立つ、ライオードの港。

　甲かん板ぱんに出た銀ぎん髪ぱつの青年を迎むかえたのは、強く降る雨だった。

　年としの頃ころは二十歳はたち程ほど、整った顔立ちは、見る者に柔やわらかな印象を与あたえる。

　手に携たずさえるのは、先が細長くなった、変わった形の鞄かばん。

　その中には商売道具である楽器が入っている。

「あの日も――こんな天気だったかな」

　空を見上げ、呟つぶやく。あの日、このオフィンバンド島を出た日。

　どんよりとした灰色の雲は、未だ晴れぬ心の内を投とう影えいしているかのようだ。

「懐なつかしい？」

　横に並んで来るのは、濃こい茶ちや色の髪かみをした、背の高い美女。

　青年は、曖あい昧まいな笑え顔がおを返す。

「どうかな。あの子と会えれば、そういう気持ちになるかも知れないけどね」

「妹さんね。今どこにいるかは、分からないのよね？」

「うん。置いて――出て来ちゃったからね。もし会えたら謝あやまらなきゃ」

　顔を曇くもらせる青年に、女性は労わるような口調になる。

「時間に余よ裕ゆうが無いわけじゃないし、捜すのもいいんじゃないかしら？」

「そうだね。でも――まずはいつも通り、やる事をやらないとね。さぁ行こう」

　言って歩き出す青年に、女性は黙だまって頷うなずき、後をついて行った。







◆　第一章　任命式　◆







　ファスラーン王国領、オフィンバンド島。その最大の都市、ライオード。

　旧王国時代は王都であった街の、旧王城であり現総そう督とく府ふ。

　その片かた隅すみに、総督府内とその周辺の市街地の警備に当たる兵隊達たちの詰つめ所しよがある。

　元は倉庫であったのを、改装、拡張した簡素な造りである。

　入り口から、二つ程ほど扉とびらを抜ぬけて辿たどり着つく一室。

　そこは窓から差し込む、夕刻特有の茜あかね色いろの光に満たされていた。

　そんな風景の中で、男は書類に目を落としている。

　それなりに背が高く、それなりに目鼻立ちが整っている。

　短めにした赤茶けた髪にも、それなりに清潔感がある。

　が、その瞳ひとみは度を過ぎた気だるさを醸かもし出だしており、それが部分部分の好印象をぶち壊こわしにしていた。男の名はリオス・レンファーム。ファスラーン王国軍所属。階級は大たい尉い。

　今は着席した机に片かた肘ひじをついた、だらしのない姿勢である。

　書類の内容に目を通し終わると、机の上に転がしていたペンを取り、サイン。

　それを左手側の書類の束の上に載のせ、息を吐はくように言う。

「あーだりぃ」

　そして右手側の書類の束の一番上を取り上げ、また目を通す。

　見終わる。ペンを取る。サイン。そして一声。

「あーだりぃ」

　また次の書類を処理。ここまでずっと片肘をついたままである。

「あー……」

「あのー」

　と、近くの机に座すわっていた人物から声がかかる。

「あん？　何だ？」

　そちらに目を向けると、長い銀髪の美人が座っている。

　やや端はしが下がった切れ長の瞳は柔らかく知的な雰ふん囲い気きを纏まとい、顔立ちや体形等外から見える部分には、非の打ち所どころがない。

　だが話すと口調は変わっているし、性格も捉とらえ所がない事を、リオスは知っていた。

　歳としはこちらより一つ上で、二十歳はたちなのだそうだ。

「さっきから書類一枚ごとにだるいだるいって言うの、やめて貰もらえませんか？　こっちまで何だかげんなりしちゃいますよお」

　銀髪の美女――ミレイユは、困った顔でそう続けた。

「おう、分かった」

　リオスはそう返事をして、姿勢を変えないまま次の書類を処理した。

「あーめんどくせえ」

「それも同じですよお。やめて下さい」

「ちっ……」

　即そく座ざに否定され、リオスは舌打ちした。

　何故なぜこんな事をしているかと言うと、周辺警備の責任者を任されたからである。

　他国には治安維い持じのための専門組織を持つ所もあるが、ファスラーンでは治安維持も軍の業務に含ふくまれる。

　それでも普ふ段だんは、軍の中でもそれ専門の者達が実務を行うのだが、一月前の反乱騒さわぎが収束した後、ライオードの街は警備が普段より厳重になっている。

　あの争乱では、旧王国時代のオフィンバンド島を取とり戻もどさんとする独立派が、ファスラーンによる統治を是ぜとする恭きよう順じゆん派を迫はく害がいした。

　結果としてそれは、隣りん国ごくルキアやそれに協力したキルマールによる扇せん動どうだったのだが、それでも恭順派の住民が大勢殺された事実には変わりがない。

　揺ゆり戻しで、恭順派勢力から独立派勢力への攻こう撃げきが激しくなることは、十分に予想される。それを防ぐために、警備を強化しているのだ。

　増員分を手当てするため、駆かり出された者の内の一人。それが今の自分だった。

　現在臨時に総督府の指揮を執とる、バーナード大たい佐さ、直々の命である。

　曰いわく、お前も敵と戦う以外の事を経験しておけ、との事だった。

　そしてその補ほ佐さのため、本来バーナードの副官であるミレイユを付けてくれた。

　バーナード・レンファーム大佐はリオスの叔父おじであり、亡なくなった前総そう督とくの弟だ。

　リオスの事を思っての命令なのだろうが、実際やる事と言えば見回りに出た部下達の報告書に目を通し、それを承しよう認にんする書類仕事。見回りの計画立案。何か事件があった場合に指示をする事、そしてその顛てん末まつを纏める書類作成。と、要は殆ほとんど机仕事である。

　その上これはこれで忙いそがしく、本当は行いたい精霊操者エヴオルターとしての訓練も碌ろくに行えないのだ。やる気がないわけではないが、これでは体がなまってしまう。

　恨うらみ言ごとの一つや二つ、口から出ても仕方がないではないか。

　苛いら々いらしながら、また次の書類を取る。市中見回りの報告書である。

　記き載さい者しやの氏名は、フィリア・ミランス。

　内容は一行。『みんないつも通りで、よかったと思う』。

「何がだあのアホが……」

　がたん、と椅い子すを立つ。

「またフィリアちゃんですかあ？」

「ああ、あいついくら言ってもふざけた報告書上げやがる」

　この業務を始めてから暫しばらくの内は、まだフィリアなりの努力は見られる報告書だった。

　が、最近は慣れてきて気が緩ゆるんでいるのか、適当な事この上ない。

　直るまで何度でも、文句を言ってやらねばなるまい。それも上官としての務めだ。

　丁度フィリア達の班は、そろそろ見回りを終えて休きゆう憩けいに戻って来る頃だ。

　報告書を携えたまま、部屋を出た。

　そこは結構広い空間で、兵員用の備品置き場兼けん休息所である。

　木製の長なが椅い子すとテーブルの組み合わせが、四対程ほど陣じん取どっていた。

「あーちくしょう、ムカつく！」

　部屋の逆側の扉とびらが、声と共に勢いよく開く。

　声の主は、丁度リオスのお目当ての相手だった。

　鮮あざやかな色合いの金きん髪ぱつは、首の後ろで無造作に束ねられ、それが揺れると小動物の尻尾しつぽのよう。空色の瞳は大きく、睫まつ毛げも長い。顔立ちも整っている。

　が、雰囲気にはある種の険というか凛り々りしさがあり、一見すると美しい少年なのか、さっぱりした少女なのか、判断に迷う。そして着ている軍服は、男性用である。

　だが、これでも少女なのである。間ま違ちがいなく。

「仕方ないよ。とにかくちゃんと報告して……」

　とフィリアを宥なだめるのは、肩かたまでの黒い髪に同じ色の目をした女兵士だ。

　愛あい嬌きようのある顔立ちをしており、制服の袖そでの丈たけは余る程ほどなのに、胸の所はかなり窮きゆう屈くつそうで、押おし込まれているといった様相である。

「でもさあアリエッタ。ウンディーネが使えてれば、捕つかまえられただろ？」

　フィリアはアリエッタにそう返しつつ、軍ぐん帽ぼうを脱ぬいで手近なテーブルの上に放ほうる。

　そして不ふ機き嫌げんそうに、椅子に腰こし掛かける。

「まあそうかも知れないけど」

「ったく、あのだるいだるい野や郎ろうがケチ臭くさいせいでさ」

　フィリアはこっちが目に入っていないのか、そんな事を言う。

　リオスはすたすたと、そちらに近づく。

「あ、リオス」

　アリエッタが気付き、声を出す。

「げ……」

　ばつの悪そうな表情になるフィリア。その頭上から、リオスの拳げん骨こつが落ちた。

「いってぇ！　何すんだよ！」

　リオスは睨にらんでくるフィリアに、容よう赦しやなく凄すごむ。

「ったりめーだコラ！　偉えらそうに人様の悪口こいてる暇ひまがあんなら、報告書の一つくらいまともに書いてみやがれこのアホが！　ちったぁアリエッタを見倣えっての！」

　アリエッタの報告書はいつもきちんと要点を押さえ、分かりやすく書かれている。

　実際の職務遂すい行こう能力は怪あやしいが、書類のやり取りの上では優ゆう秀しゆうな部下だ。

「ふん。アリエッタがちゃんと書いてるんだから、オレはあれでもいいだろ」

　フィリアは悪びれず、ちょっと拗すねたように言った。

　見回りの編成では、フィリアとアリエッタは大体一いつ緒しよに行動させるようにしている。

　そのためアリエッタの報告書だけ見れば、フィリアのものは見なくても、それ程問題があるわけでは無い。が、だからと言って甘あまやかしては、フィリアのためにならない。

　人を育てるには、二通りの方法がある。すなわち、褒ほめて伸のばすか叩たたいて伸ばすかだ。

　そして、リオスは圧あつ倒とう的てきに後者だった。

「よくねえから言ってんだろうが！　とにかく、書き直してもう一回持って来い」

「うっせーなあ、分かったよ」

　フィリアは渋しぶ々しぶといった様子で、書類を受け取った。

「そんな事よりさあ、聞いてくれよ！」

「あん？」

「さっきさ、店から果物盗んでった奴やつがいたんだよ！」

「へえ。んでどうした？」

「追おい掛かけたんだけど、逃にげられちゃったんだよ！　銃じゆう撃うつのもあれだったし……でも、ウンディーネがあれば魔ま法ほうで寝ねかせて捕まえられたんだぞ！」

「……だから？」

「精せい霊れい装そう甲こうを使わせろ」

「ダメだ」

　リオスがにべもなく言い放つと、フィリアは怒おこって頬ほおをむくれさせる。

「何でだよ!?　使えるんだからいいじゃねーか！」

　まるで、駄だ々だをこねる子供である。

　と言うよりまだ十五歳で子供なのだから、駄々をこねる子供そのものなのだが。

「あーうるせえうるせえ。お前は正規の精霊操者じゃねーんだから、当たり前だろ。こないだは緊きん急きゆう事態だったから、使わせてやっただけだ」

「んじゃ精霊操者になるにはどうすりゃいいんだよ？」

「上官から申しん請せい出だして貰わねーとダメだな」

「上官って誰だれだよ？」

「まあ、俺おれだな」

「じゃあ今すぐそれ出してくれ！」

「ダメだな」

「何で!?」

「ただ使えるだけのバカに持たせるようなもんじゃねーって事だ」

「何だよ、それ！　じゃあどうすればいいんだよ!?」

　フィリアはなおも食い下がろうとするが、リオスに取り合う気はなかった。

「知るか、自分で考えろ。それよりさっさと昨日の直しと今日の報告書上げろよ。そしたら帰っていい」

　そう切り捨てて、自分の作業場に引き返す。

　殺風景な室内の光景と、物言わぬ書類の束が再びリオスを迎える。

　ミレイユは席に着いて書類処理を続けていたが、こちらが部屋に入ると手を止めた。

「私は、フィリアちゃんに精霊装甲を持たせてあげてもいいと思いますけどねえ」

　聞こえていたのか。いや、わざわざ聞き耳を立てていたのかも知れない。

　どうでもいい会話だったので、特に文句はないが。

「素質は凄いですし、多少お馬ば鹿かさんでも、それを補って余りあるんじゃないですか？」

「余計にダメだ。馬鹿にとんでもねえ刃は物もの持たせりゃ、自分で自分を切っちまう」

「そんなに心しん配ぱいしなくても、大だい丈じよう夫ぶだと思いますよお」

　くすくすと、ミレイユは微び笑しようする。

「うるせえな。さっさと仕事すんぞ」

　リオスは素っ気なく応じ、再び書類に目を通そうとする。

「それより、聞きましたか？　さっき本土からの知らせが届いたそうですよ」

「へえ？　随ずい分ぶん長い事こっちを放置してくれたもんだ」

　本土の方はここ一月の間、領内に侵しん入にゆうして来たルキア軍の対応に手て一いつ杯ぱいだった。

　この島に対しては、バーナード大佐が臨時に総督を代行する事を追つい認にんすると知らせを寄よ越こした後、正式な指示が無かったのだ。

　現在は国境の外までルキア軍を追い返し、お互たがいの大軍が国境を挟はさんで睨み合あっているらしい。小康状態というやつだ。時間が経たてば国境付近に動員されるお互いの軍勢が少しずつ減り、普段の警けい戒かい態勢に戻って行くのだろう。

「で、内容は？　新しい総督が決まったとかか？」

「ですです。バーナード大佐が正式に昇しよう格かくされるんですって」

「ふうん……まあ順当か。けど叔お父じさんも大変だな」

「ふふふ。胃が痛いっておっしゃってましたよお」

「意外と他人に気ぃ遣つかう人だからなあ。あのごっつい見た目に似合わず」

「でも、こっちも忙しくなりますよ。任命式の警備も任されるでしょうし、お祝い事ですから、街にも普段より人が集まって来るでしょうしねえ」

「……任命式は、国王陛下は病気だし代理だな――何にせよお偉いさんが来る訳だ。何かあったら全部責任者の俺のせい、と。あーめんどくせえ……」

　今よりも更さらに仕事が増えるのだ。それもとんでもなく責任重大な。

「まあまあ、喜ばしい事なんですから。それに任命式に来られるのはラーン王子らしいですよお？」

　ラーン王子。ラーン・ラグナバード。

　ファスラーン王国第二王子で、王位継けい承しよう権けんは三位の立場にある。

「げ……あいつかよ」

「大佐が言ってましたけど、リオスさんは王子とお友達なんでしょう？　そんなに気を遣わなくて済むんじゃないですかあ？」

　確かに、昔ラーン王子が国王のオフィンバンド島視察に同行して来た事があり、その際妹と共に遊び相手を務めた事がある。また、何の偶ぐう然ぜんか士官学校時代も同期だった。

「まあ友達かは知らんが、顔見知りではあるな……つーか余計めんどくせえ」

「はあ？　何か問題でも？」

　小首を傾かしげるミレイユ。

「ああ、あいつの相手は疲つかれるんだよ。お前も覚かく悟ごしといた方がいいぞ」

　そう警告して、リオスは仕事を再開した。




　やがて外も完全に暗くなり、室内を満たす灯あかりは自然のものではなく、備え付けのランプのものになる。

　一足早く作業を終えたミレイユは先に帰って行き、入いれ替かわりに夜間の警備担当の者がやって来る。その人員への引ひき継つぎを済ませ、リオスの一日の仕事は終しゆう了りようだ。

　リオスは詰つめ所しよを出て、総督府に併へい設せつされた訓練場に向かった。

　すっかり夜の顔になった空は、網あみ目めのように細かい、光の文様に覆おおわれていた。

　リュミエール大結界。世界の全すべての空を包つつんでいると言われる煌きらめきだ。

　この光の下では、あらゆる生き物が魔マ力ナの働きを抑よく制せいされる。

　それは、地上を支配していた魔法文明を主役から引きずりおろした。

　今はその代わりに生まれた銃じゆうや大たい砲ほう等とうの火器、蒸気機関等の動力が文明の主役にある。

　そして、リオスは広い場所に出る。ここが目的地だ。

　訓練場と言っても特別な施し設せつがあるわけでは無く、要は柵さくに囲まれただけの広場だ。

　自分の他には誰もおらず、貸切だった。ひとしきり体をほぐし、呼吸を整える。

　左右の腕うでには赤と灰色、それぞれの抗こう結けつ界かい紋もん章しように包まれた腕うで輪わが装着されている。

　精せい霊れい銀の腕輪。非展開エヴオルト時の、精霊装甲の姿だ。

　この世界で唯ゆい一いつ、魔法の行使を可能とする手段である。

　これには精霊が封ふう入にゆうされており、こちらの魔力に合わせて精霊は力を発揮する。

　赤がサラマンデル。火の下級精霊。灰色がオーグル。土の中級精霊である。

　先日の戦いで両方とも壊してしまったが、新しいものを支給して貰った。

「よし……」

　腕輪と密着している手首下のあたりに、体内の魔力の流れを収束させる。

　そして号令。

「『二重展開ツイン・エヴオルト』！」

　活性化した精霊銀がリオスの全身を覆い、鎧よろいとして展開する。

　装そう甲こう表面の抗結界紋章の色は、赤と灰が半々。

　サラマンデルの尾おとオーグルの鉄角の両方が、特とく徴ちようとして現れている。

　二体分同時の展開であるため魔力の消しよう耗もうは激しいが、その分装甲の強度は上がり、同時に二つの精霊の魔法を発動させる事も可能になる。

　性質の違ちがう魔力を同時に放出する事は、通常は出来ないとされている。

　複数属性の精霊装甲を操あやつれる者でも、同時に展開できる精霊装甲は一つだ。

　だがごく稀まれに、その枷かせに縛しばられない者がいる。

　それは『異種同時展開能力者マルチエヴオルター』と呼ばれ、先天的な特異体質であると解かい釈しやくされている。自分もそのうちの一人だった。

　装甲を展開すると、リオスは両手を叩き合わせ、オーグルの『鉈なた』の印とサラマンデルの『弾たま』の印を切った。そして締しめにもう一度手を合わせ、魔法の発動を精霊に通知。

　すると眼前に現われたのは、身みの丈たけ程ほどもある分厚い刃は。反りのある、凶きよう悪あくな形状だ。

　巨きよ人じんの鉈。『鉈』の魔法で生み出される巨剣けんである。それが炎ほのおを身に纏っていた。

　サラマンデルが操る焔ほのおの力と、オーグルが操る鉄の力が混ざり合った姿である。

　地面に刺ささったそれを抜き、リオスは稽けい古こを始めた。

　剣の腕と魔力と、同時に磨みがくにはこれが手っ取り早いのだ。

　剣けん術じゆつの型を軽く確かく認にんした後、すぐに相手がいる事を想定した実戦の稽古に移る。

　想定する相手は、あの男――キルマールだ。

　戦った結果として自分は生き、キルマールは死んだ。

　が、勝負では負けていた。フィリアの狙そ撃げきが無ければ、死ぬのは自分の方だった。

　今の自分には、守りたいものが出来た。

　守りたいものを守る。そう一口に言っても、実じつ践せんの仕方は人それぞれだろう。

　金銭的に面めん倒どうを見るという事かも知れないし、精神的に支えるという事かも知れない。

　自分の場合は、自分のように歪ゆがまず、まっすぐに成長して行くのを見守るという事だ。

　誰にも恥はじず。後こう悔かいをせず。そんな生き方が出来るように。

　そのために必要な事は何でもする。

　もしまたキルマールのような脅きよう威いが迫せまって来ても、今度こそ己おのれの力で守り抜く。

　そういう覚悟をした以上、遊んでいる暇は無い。自分はまだまだ力不足なのだから。

　寸すん暇かを惜おしんで、力を高める努力をしなければならない。

　何度も何度も巨人の鉈を振ふり、やがて魔力が底をつく。

　装甲も解除され、リオスは動きを止めて一息ついた。

　額に滲にじむ汗あせを拭ふきながら、自然と感想が口に出る。

「何か、時間が伸びてるような気がするな……」

　時間というのはつまり、魔力が持続する時間である。

　大体いつも同じ内容の稽古であるから、魔力の消費量は同じようなものである。

　持続時間が伸びるという事は、魔力の量が増えて来ていると言っていい。

　それに何度も巨人の鉈を振っているうちに、一つ気がついた事があった。

　刀身に絡からみつく炎の端に、わずかだが青白く変色している部分があったのだ。

　炎が青白く、高温になる。つまり魔法の威い力りよくが向上したという意味だ。

　これは魔力の質が上がったという事になる。

　全体的に、精霊操者としての能力が上がって来ている。そう結論せざるを得ない。

　結構な事であるが、疑問を感じなくもない。

　これまでも、かなり鍛きたえてきたつもりなのだ。なぜ急にそうなるのか。

　思い当たるのは、自分の心の持ちようが変わったという事だ。

　守りたいものが出来た。継ぎたい遺志がある。その存在は、これまでにはなかった。

　魔力は人間が内に秘ひめる、目に見えない力だ。

　同じく目に見えない、心や精神と言ったものの影えい響きようが出るのかもしれない。

「俺も結構現金な奴だって事だな」

　面映い気分になりながら、リオスは訓練を再開した。

　尽つきた魔力は暫く戻らないため、持って来た剣を生身で振る事になる。

　そして魔力が回復してきたら、また二重展開をしつつ巨人の鉈を振る。

　それを何度も繰くり返かえし、リオスの夜は更ふけて行く。

　ようやく寝ね床どこに就くのは、空が白み始める頃ころだ。

　一ひと眠ねむりして起きればまた、書類と闘う時間がやって来るのである。




　翌日からは任命式に伴ともなう種々の警備の段取りも入り、更に仕事が増した。

　夜よる遅おそくなってようやく作業を終え、リオスは総そう督とく府ふ内にある武器庫に向かった。精霊装甲の在庫を確認するためである。

　そこには精霊装甲も保管されており、先の反乱騒ぎで元げん凶きようとなった闇やみの上級精霊ペリュトンの精霊装甲も、今はここに安置されている。

　上級精霊を宿した精霊装甲ともなると、その存在は貴重である。いずれ本土に返送する事になるのだろうが、今はまだその指示は無い。この武器庫の警備もリオスの管かん轄かつ内ないになるため、さっさと本土に返送してしまいたいのが本音だ。頭痛の種は無い方がいい。

　もし誰かに悪用されるような事になれば、またとんでもない事になる。

　とはいえ誰にでも扱あつかえるようなものでもないので、取り越こし苦ぐ労ろうなのかもしれないが。

　武器庫の建屋の前には夜間警備の者が立っており、リオスは一声かけて中に入った。

　そして気がつく。何か物音がした。

「？　誰かいんのか？」

「あ、リオス。どうしたの？」

　頭上から声が降ふってきた。

　見上げると立ち並ぶ背の高い棚たなに架かかる梯子はしごの上の方に、アリエッタの姿があった。

　手に何かを抱かかえた危あやうい姿勢で、こっちを振り返り愛あい想そ良く笑え顔がお。

　その拍ひよう子しに梯子の均きん衡こうが崩くずれ、ぐらりと傾かたむいた。

「！　きゃあっ！」

　アリエッタの体が、梯子の上から滑すべり落おちる。

「うおっ!?」

　咄とつ嗟さに反応し、受け止めようと試みた。

　それは成功して、アリエッタは腕の中に飛び込んで来る。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、うん……平気、ありがとう」

　そう言うアリエッタの顔が、上気して真っ赤になっていた。

「？」

　一いつ瞬しゆん疑問に思い、そしてすぐに理解した。自分の右手が、思い切りアリエッタの胸を掴つかんでいた。呆あきれるくらいに豊満なそれは、指の形に合わせてむにゅりと変形している。

　慌あわてて受け止めたので、何故なぜかそうなっていたのだ。

「す、すまん……」

　すぐに手を離はなし、アリエッタを立たせる。

「ううん……落っこちたわたしが悪いし。それに……そ、そんなに嫌いやじゃないから……」

　後半が蚊かの鳴くような声で、リオスには聞こえなかった。

「ん？　なんつった？」

「な、なんでもない！」

　恥ずかしそうに顔を逸そらし、落ちたものを拾い始めるアリエッタ。

　リオスもそれを手伝うが、何となく気まずい空気である。

　それを振り払はらうため、リオスは一つ咳せき払ばらいをし、尋たずねた。

「……で、こんなとこで何やってたんだ？」

　今日のアリエッタは武器庫の警備担当の番だったが、それは昼の事である。

　既すでに夜の担当の者が警備に就いている。

「あ、うん。この中結構埃ほこりがたまってたから、掃そう除じしようかなって。精霊装甲の中にいる精せい霊れい達たちも、その方が気持ちいいと思って」

　つまり、自主的に残って働いていたという事だ。

「へえ、感心だな。ご苦労さん」

　フィリアにもこの姿勢を見倣わせたいものである。

「あの馬鹿もお前みたいにちゃんとしてりゃなあ」

「フィリアの事？　でもちゃんとやってるよ？」

「ほお？　馬鹿みたいな報告書しか書かねえから分かんねえんだよ、どんな感じだ？」

「街の見回りの時とか、凄いよ。すぐに店の人とかの顔覚えて、仲良くなっちゃうの。だから見回りしてると食べ物とか色々貰もらえて……」

「いや、モノ食いながら見回りしてんなよお前等ら」
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　緊きん張ちよう感の欠片かけらもないではないか。

　けれど、それは街の住民といい関係を築けているという事でもあるのだろうか？

　少なくとも、敵意を向けられるよりは良さそうではある。

「ねえ、何かここに用があったの？」

「ん？　ちょっとな。精霊装甲の在庫が知りたくてよ」

「あ、わたし分かるよ。何を探してるの？」

「おお、中級精霊で属性が火のやつって、何かあるか？」

「えっと……確か無いかな。中級精霊で余ってるのは、ユニコーンだけだよ」

　それは光の属性の精霊だ。力の象しよう徴ちようは浄じよう化かである。

　残念ながら、リオスには扱えないであろう。

「そっか、なら仕方ねえな」

　ここの所魔力が増して来ているので、もしかしたらサラマンデル以上の力を持つ火の精霊も扱えるかも知れないと思ったのだが。試ためせないのならば諦あきらめるしかない。

「島の他ほかの部隊に、余りがあるか聞いてみる？　だったら、知らせを出だしておくけど」

「そうだな、頼たのむ」

「うん。任せて」

　アリエッタはそう言って、笑顔を見せた。




◆◇◆




　その晩、仕事を終えたミレイユは夜の大通りを歩いていた。

　いつもは総督府近くの宿舎に真まっ直すぐに帰り、併設された食堂で夕食を摂とるのだが、たまには違う味が欲ほしくなる事もある。

　それにちょっとお酒も飲みたい気分だった。食堂では酒を出してはくれないのである。

　だから帰る道を変えて、大通りに出て来た。

　ちょくちょく行っている酒場が、大通りの片かた隅すみにあるのだ。

　新総そう督とく誕生という慶けい事じを三日後に控ひかえ、ライオードの街はにわかに活気だっていた。

　式典やそれに伴う祭りを見物しに来る客に、そういった者達たちを相手にしようとする商売人。それらが集まって来て、普ふ段だんより人の数が多い。

　先の騒そう乱らんによる影かげも、鳴りを潜ひそめてしまったようだ。

　少なくとも表面上は、そう見える。それはそれで、結構な事だ。

　空元気でも、取とり繕つくろうだけの余よ裕ゆうが出て来たという事なのだから。

　大通りの真ん中あたりで、脇わき道みちにそれてしばし。

　目指す場所に近づくにつれ、音楽の演奏が耳に入る。

　あの酒場にはホールの隅すみにステージがあり、時々生演奏を聴きく事が出来るのだ。

　音楽を聴くのは好きだ。懐なつかしい気分になる。

　家族が音楽をかじっており、小さい頃からよく聴いて育って来たから。

　店に入ると、空いている席はあったものの、普段より明らかに客の数が多かった。

「今日、混こんでますねえ」

　注文を取りに来た男の店員に、ミレイユは愛想良く話はなし掛ける。

「ええ、あの二人のおかげで。最近、評判なんですよ」

　店員の視線が向いた先は、片隅のステージ。

　そこに立つのは、やや露ろ出しゆつの多い服に身を包んだ、目鼻立ちのくっきりとした美人。

　歳としはこちらより少し上だろう。軽快な音楽に合わせ、激しく身を揺ゆらし、踊おどっている。

　肌はだに滲んだ汗がより彼かの女じよの艶なまめかしさを引き立て、見る物を惹ひきつけていた。

「へぇ……綺き麗れいな人ですねえ」

「お客さんも負けてませんよ」

「あら、ありがとうございます」

　愛想を返しながら、音楽を奏かなでている人間にも目を向ける。

　そしてそこで、ミレイユの視線は釘くぎ付づけになった。

　自分と同じ年とし頃ごろの、青年である。

　銀色の短い髪かみに、線の細い体つき。どこか儚はかなげな、柔やわらかい雰ふん囲い気き。

　顔立ちには、まだ少年であった頃の面おも影かげがはっきりと残る。

　その面影は、ミレイユにとってはとても大切な、忘れ得ぬものであった。

「えっ……!?」

　まず目を疑い、擦こする。でも、見えるものは変わらない。

　頬ほおを抓つねる。痛い。動どう悸きが激しくなる。口の中が渇かわく。

　懐かしさと嬉うれしさがこみ上げて来て、視界が潤うるんできた。

　五年も前に自分の前から姿を消してしまい、それ以来ずっと会いたいと思っていた。

　丁度曲が終わり、青年は演奏していたギターの手を止める。

　いてもたってもいられなくて、ミレイユは席を立って青年の方に駆かけ寄よった。

　そして大きな声で、呼よび掛かける。

「兄さんっ！　兄さんですよね！」

　青年は吃驚びつくりしたようにこちらを見て、そして更に驚おどろきに目を丸くする。

「ミ、ミレイユ……!?　ミレイユなのかい？」

「はい！　レイス兄さん！　会いたかったですよぉ……」

　ミレイユは兄の首に抱だきついて、強く力を込めた。

「ミレイユ……僕ぼくもだよ。綺麗になったね……見み違ちがえたよ」

「レイス。次、どうするの？」

　踊っていた女性が近寄って来て、困ったように尋ねる。

「あ、ルーシエ。ごめんよ、つい」

「ごめんなさい。邪じや魔ましちゃって……続けて下さい兄さん」

「そ、そうだね。ミレイユ、もうすぐで終わるからちょっと待っててね」

　はい。と答え、ミレイユは席に戻もどった。

　レイスの演奏を聴きながら食べる料理やお酒は、普段より格別に美味おいしかった。

　懐かしくて微笑ほほえましくて、時が戻ったようである。

　ルーシエと呼ばれていた踊り子この女性は、歌も歌えるらしく、その美声がレイスの奏でる音色と混ざり合って、ミレイユだけでなく、他の観客達も虜とりこになってしまった。

　やがて全ての演目を終えてステージを降りる彼かれらを、沢たく山さんの拍はく手しゆが見送っていた。

　そして兄――レイスはルーシエを伴って、ミレイユの席にやって来る。

「お待たせ、ミレイユ。僕らの演奏、どうだった？」

「二人とも凄すごく良かったです！　私感動しちゃいました！」

「そう。良かったよ、気に入ってくれて」

　レイスは柔らかい笑顔を見せ、席に着く。

「妹さん……？　なのよね？」

　そして同じく席に着こうとする相方が、そう尋ねる。

「はい！　双ふた子ごの妹で、ミレイユと言います。兄がいつもお世話になっております」

「ええ、よろしく。ルーシエよ」

　落ち着いた物もの腰ごしながらも、人好きのする笑顔でルーシエは応える。

「ミレイユ。ルーシエは僕の相棒でね、一いつ緒しよに色々な所を回ってるんだよ」

「あら、それだけ？」

　からかうように、ルーシエは口を挟む。それでミレイユは察した。

「あ、恋こい人びとさんなんですか？」

「私はそう認にん識しきしてるんだけど、どうなの？　レイス？」

「ええと……ま、間ま違ちがいありません」

　困ったような弱気な表情で、レイスは頬を掻かく。

　何だか微笑ましいやりとりである。

　気弱な所がある兄と、肝きもが据すわっていそうなルーシエはお似合いだと思えた。

　そして、ふと思い出した事がある。

　新総督の任命式の夜、総督府では祝いの宴えんが設けられるのだが、その余興を任せる人間がまだ決まっていないらしいのだ。この二人に任せるのはどうだろう。

「あの、兄さん、ルーシエさん――」

　ミレイユはそう言って、話を切り出した。




◆◇◆




「……だりい……勘かん弁べんしてくれ、もう」

　宴えん席せきの隅っこに出ると、リオスは心の底からそう絞しぼり出した。

　任命式はつつがなく終了し、その後の市民へのお披ひ露ろ目め――パレードにも大きな問題は無かった。現在は総督府内大広間での夜宴に入ったところだ。

　乳白色の石造りの空間は、鮮あざやかな色の絨じゆう毯たんやカーテンに彩いろどられ、豪ごう勢せいな料理が載のったテーブルがいくつも並び、美味おいしそうな匂においを充じゆう満まんさせている。

　新総督であるバーナードをはじめ、国王の名代のラーン王子、オフィンバンド島の高級行政官。ファスラーンの国教である聖女教の司祭や、大商人に大地主等々――多方面の有力者達が一堂に会する、警備をする者にとっては最後の踏ふん張ばり所である。

　その上新総督の血けつ縁えんでもある自分は、時々バーナードに呼びつけられ、お偉えらい方へ挨あい拶さつする事も強要される。今もそれを行って来た。

　相当に、面めん倒どう臭くさい。せめて警備か挨拶回りかどちらか一つにして欲しいものである。

「お疲つかれですねえ。大だい丈じよう夫ぶですかあ？」

　警備態勢の見回りを名目に、バーナードの側から逃にげて来たリオスを、ミレイユが見つけて近寄ってきた。いつもと変わらぬ、柔らかい笑えみである。

「……お前は全然平気そうだな」

「ええ。兄さん達の晴れ舞ぶ台たいでもありますから、嬉しくなっちゃって」

「ああ――」

　丁度広間の中央では、銀ぎん髪ぱつの青年と濃こい茶ちや色の髪をした女性の二人組が、青年の楽器の演奏に合わせ、踊りを披ひ露ろうしていた。

　青年の方は、ミレイユに顔立ちがよく似ている。宴席の前に紹しよう介かいしてもらったが、彼はレイスと言って、ミレイユの双子の兄なのだそうだ。

　女性の方はルーシエと言ったか、彼女の踊りの動きは軽快でいて色っぽく、とても華はながある。会場のざわめきが段々と彼女の動きに魅み了りようされて、静かになって行く。

「大したもんだなあ、お前の兄貴達」

　素す直なおな感想を漏もらすと、ミレイユは嬉しそうに笑う。

「ですよねえ。ここは有力者の方が沢山いらっしゃいますから、誰だれかの目に留とまればいいなあって。何処どこかのお抱えになんて話もあれば、ずっとこの島にいられるでしょうし」

「なるほどな。顔を売る絶好の機会ってわけだ」

「ええ。すいません、身内びいきしちゃって」

　彼かれ等らが今夜の舞台に立っているのは、ミレイユが強く推すい薦せんしたからである。身内びいきと言えばその通りなのだが、これだけの腕うでならば文句も出ないだろう。

「まぁその位いいだろ。でも――何でお前等五年も会ってなかったんだ？」

　兄きよう妹だい仲なかが悪いというわけでもないだろう。むしろ良さそうに見えたのだが。

　尋ねると、ミレイユの表情が少し曇くもった。

「ちょっと色々あって……兄さんは島から出て行って行方ゆくえも分からなかったんです」

「そっか、悪い事聞いたな。すまん」

　これ以上は、止めておこう。

「いいえ、気にしないで下さい」

「んじゃせっかくだしゆっくり見てろよ。俺おれはサボッてる奴やつがいねえか見て来る」

「私も行きますよお。兄さん達が頑がん張ばってるんですから、私も私のやる事をしないと」

　そう答えるミレイユを伴って、会場の外側を歩いて行く。

　すると軍服に身を包つつんだ、二人組の兵士の姿が目に入る。

　一方は男性用の制服で首の後ろで束ねた金きん髪ぱつ。もう一方は女性用制服に肩かたまでの黒くろ髪かみ。

　フィリアとアリエッタだ。何やらアリエッタがフィリアを止めている様子である。

　近寄ってもこっちが目に入っていないようで、話の内容が聞こえてくる。

「フィリア、まずいよ。駄だ目めだって！」

「ちょっとくらいいいじゃねーか。いっぱいあるんだからどうせ余るって！　こっちは朝から晩までこき使われて、腹減ってんだよ！」

　フィリアはアリエッタを振り払って宴席のテーブルに忍しのび寄ると、空いている皿に手早く骨付きの鶏とり肉にくや魚、海老えび等の料理を盛る。

　レイスとルーシエに注目している出席者達は、誰もそれを気に留めない。

　してやったりと戻って来る所を、リオスは腕うで組ぐみして待ち構えていた。

　自分がどんな顔をしているのは分からないが、傍にいるアリエッタは脅おびえてごくっと息を呑のんでいるし、ミレイユも苦く笑しようしている風ふ情ぜいだった。

「……！」

　フィリアはこっちを見ると、顔に緊張感を漲みなぎらせる。

「……今すぐ戻して来い、このアホが」

「も、戻せばぶん殴なぐられなかったりするのか？」

「さぁな。とにかく話はそいつを戻して来てからだ」

　リオスが言うと、フィリアは表情を硬かたくしたまま二、三歩と後あと退ずさりする。

　そして意を決したように、骨付きの鶏肉を掴み上あげた。

「どうせぶん殴られるんなら、オレは食う！」

「あっ！　コラてめえ！」

　リオスはそれを阻そ止ししようと飛び出し、揉もみ合あいになる。

　フィリアの手から料理の入った皿がすっぽ抜ぬけて、飛んだ。

　そしてその皿は、こっちに近寄って来ていた人物の顔を、見事に直ちよく撃げきした。

「げっ……！　スンマセ――って何だお前かよ」

　リオスは頭を下げようとして、止めた。

「いや……俺相手だったら謝あやまらないとか、ちょっとひどくない？」
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　その相手はそう言うものの、けろっとした軽い口調である。

　料理についたソースや油で顔を汚よごしているのは、明るい栗くり色いろの髪を、少し長くした美男子である。背の高さはこちらと同じ位。歳も同じだ。

　ラーン・ラグナバード。ファスラーン王国第二王子である。

「いや、わりいな。ウチのバカのせいで」

　残った鶏肉に必死にかぶりついているフィリアの頭に拳げん骨こつを落としつつ、答える。

「リッちゃんはいっつも俺に冷たいんだからさあ。今日だって全然挨拶にも来てくれないし……何年ぶりだってのに寂さびしいんですけど」

「知るかよ、俺ぁ忙いそがしいんだ。つーかその呼び方止めろ」

「なんでよ？　可愛かわいいじゃん。ねえ？　そこの綺麗なお姉さん」

　と、ミレイユに顔を向け、尋ねる。

「は、はぁ……そうですねえ」

　ミレイユも流石さすがに国の王子を前にすると緊張気味、かつその妙みような雰囲気に戸と惑まどっている様子でもある。

「あの、それよりこれでお顔を拭ふいて下さい」

「おお、優やさしいっ！　ありがとー！」

　ラーンはミレイユが差し出したハンカチを、嬉しそうに受け取る。

　手早く顔を拭くと、洗って返すねと言って懐ふところに。

「ねえねえリッちゃん、一人で可愛い子達に囲まれてないで、俺にも紹介してよ？」

「ああ、今のがミレイユで――こっちがアリエッタだ」

　リオスがアリエッタに水を向けると、アリエッタは緊張気味に頭を下げる。

「は、初めまして」

「あ、そんな緊張しなくていいからね。リッちゃんを見倣って、遠えん慮りよなしでよろしく」

　ラーンはへらへらと、アリエッタに笑顔を向ける。

「ま、こんなのに緊張しても無む駄だだからな。損するだけだぞ」

「いや、リッちゃんはもうちょっと友達としての親愛の情を見せてくれてもいいと思うのよ？　ボクとしては」

「知るか。んで最後に、こいつがフィリアだ」

「よろしくっ！」

　フィリアはまるで無ぶ遠えん慮りよに、元気よく挨拶する。鶏肉を頬ほお張ばりながら。

「へぇ……」

　ラーンは、物もの珍めずらしそうな顔をした。

「これでも女だ、一応」

　補足。するとフィリアが睨にらんで来るが、リオスは無視した。

「いや、別に間違えないよ？　明らかに女の子っしょ、匂においで分かるし」

「……そういう判断の仕方すんのはお前だけだ」

　フィリアもちょっと気味悪がって、一歩後退りしているではないか。

「まま、とにかくあんま王子とか気にしないでねー。お嬢じようさん方」

　笑え顔がおで言いつつ、ラーンはミレイユとアリエッタの間に近寄り――ごく自然な動作で二人のお尻しりを撫なでた。

　二人は吃驚して、きゃっと悲鳴を上げて飛び上がる。

　ラーンは、昔からこういう事をよくする。曰いわく、相手の緊張をほぐすための王族の知ち恵えらしいが、何の事は無い。要は女好きで助すけ平べえなだけである。

　むしろ、王族の立場を悪用しているように見えなくもない。王子が相手では、ミレイユもアリエッタも強くは怒おこれないだろう。が、フィリアだけは違ちがっていた。

　ラーンが勢いに乗ってフィリアのお尻も撫でると、フィリアはその腕を掴んでグイッと引っ張る。たたらを踏んだラーンの顔が、フィリアの正面に。

「この野や郎ろうっ！」

　怒いかりの声と共に、フィリアの放った拳こぶしがラーンの顔面にめり込んだ。

「どおっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げて倒たおれるラーン。ミレイユとアリエッタが物もの凄すごく慌あわて出す。

「わあああっ!?　フィ、フィリアちゃん!?　何て事するんですかあ！」

「そ、そうだよフィリア！　王子様だよ！」

「誰だろうが、変態ぶん殴って何が悪いんだよ」

　悪びれず、言い放つフィリア。

「ま、今回ばっかりはフィリアが正しいぜ」

　リオスはフィリアの肩を持った。倒れたラーンの腹を踏みつけながら。

「リ、リオスさんまで何やってるんですかあ!?」

「いいんだよ、こいつにはこれで。なぁオイ？」

　下を睨みつけるが、ラーンは気にした様子もない。

「ああ、リッちゃんの親愛の情って、いっつも痛いよねえ。懐かしいなあ」

「……ったくお前は変わんねえなあ。つーかリッちゃんって言うなって言ってんだろ」

　相変わらず相手をしていると、疲れる。

「リッちゃんは変わったねえ、表情が明るくなったよ。いい事あった？」

「……ねえよ。キルマールの野郎にボコボコにされて散々だったぜ」

「あー。大変だったらしいね。でも最終的には勝ってんだから、流石さすが流石」

「たまたまだ。勝負に負けて試合だけ勝った感じだな」

「なんのなんの。強い奴が勝つんじゃなく、勝った奴が強いってね」

「あのー……いい加減立って話されたらどうですかあ？」

　ミレイユが見かねた様子で声を掛けて来る。

「ああ――」

　そろそろ解放してやろうか、と思った矢先、背後から怒りの声。

「ちょっとあなた！　ラーン王子に何て事してますの!?」

　声の響ひびきは、少女のそれである。

　見ると、背は小さく、年としの頃ころはフィリアと変わらない程度。

　紫むらさきがかった艶つやの、不思議な色合いの長い黒髪。それを頭の左右の高い所で束ね、垂らしている。気き丈じようさが表に出た大きな瞳ひとみに、良い造りの顔立ち。

　それらもなかなかのものだが、何より目を引くのが耳だ。

　人の物ではなく動物の――恐おそらく猫ねこのそれであり、白くふさふさしている。

　それに腰こしの後ろからは同じく白の尻尾しつぽも見えており、今はぴんと立っていた。

　獣人パンサー。魔ま法ほう文明時代に生み出だされた種族で、人間と犬や猫ねこ等の動物を掛け合わせた存在だ。普ふ通つうの人間に比べ、嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくに優すぐれており、魔ま力りよくも高い傾けい向こうにある。魔法文明時代には、高い能力が単純に便利であるのと、外見的な装そう飾しよく性せいにより好んでこの種族になる者も多かったとされる。魔法文明が終わりを迎むかえた後には、迫はく害がいや忌き避ひの対象とされてしまう地域もあり、現在では数を減らしているが、ファスラーンでは獣人を差別しないため、それなりに見かける事もある。

　それも本土の場合は、という但ただし書がきがついてしまうのだが。

　この島では異人種を迫害してきた文化的背景から、あまり姿を見ることは無い。

　彼女が着ている服はリオス達の軍服と形は似ているが、色が白を基調としており、装そう飾しよく的てきな刺し繍しゆうが所々に施ほどこされている。

　これは、ファスラーン王国軍の中でも、国教である聖女教会の関連施し設せつや、各地の魔法文明遺い跡せきの警護を専門とする、聖堂守備隊テンプルガードの制服である。

「答えなさい！　何を――って、ああああっ！」

　獣人の少女は、振ふり返かえったこっちの顔を見ると、いきなり素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ん？」

「リオス様！　リオス様でございましょう!?　紅くれない剣けん鬼きの！」

　物凄く目を輝かがやかせ、ふさふさの耳と尻尾を盛んに動かす。

「あ、ああ。そうだけどよ」

　多少戸惑いつつ、リオスは応じた。

　いきなりこんなにも嬉しそうに、様づけで呼ばれる覚えなど無かったからだ。

「わたくし、星天祭でのあなたの試合ぶりを見て以来、ずっと憧あこがれておりましたの！」

「ああ……あれか」

　星天祭。それは、ファスラーンで最も重要な祭事の事を指す。

　ファスラーンの国教、聖女教は旧世代の文明――すなわち魔法文明の時代を終しゆう焉えんに導いた聖女リュミエールを信しん奉ぽうする宗教である。

　彼女が命と引ひき換かえに張った、世界規模で魔力の働きを抑よく制せいする結界――リュミエール大結界は、それまでの文明を消し去り、魔力の強さが人の貴き賤せんを分けた時代は終わりを告げた。その事によって解放された当時の下層階級の人間達たちは、リュミエールに感謝し、崇あがめ奉たてまつった。それが聖女教の始まりである。自分が見たわけでは無いので、あくまでそう教えられたという事だが。

　その聖女教にとって、リュミエール大結界はリュミエール自身とも言える、神聖な存在であり、年に一度、大結界が有り続ける事への感謝を表す星天祭が執とり行おこなわれる。
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　その星天祭の日、王都では各地から選せん抜ばつされた精霊操者による御ご前ぜん試合が催もよおされる事が通例になっている。そしてそこで優勝した者は、国王から称しよう号ごうを賜たまわる事が出来る。

　リオスが賜った名前は、紅剣鬼だった。あのキルマールの場合は闇やみの翼つばさである。

「あの、よろしければ握あく手しゆさせて頂けませんか!?」

　勢いに圧されるまま、片手を差し出す。向こうはそれを、両手でぎゅっと握にぎった。

　柔らかい感かん触しよくが伝わって来て、ちょっとだけ緊きん張ちようする。

「あっ！　そういえばわたくし、名前も言っておりませんでしたわ。申し訳ありません、舞まい上がってしまって……」

　こっちの手を握ったまま、聖堂守備隊の少女は恥はじ入いったように言い出す。

　それから、遅おくればせながら――と前置きして、

「マリアンデール・マーレーと申します。見ての通り、聖堂守備隊の所属ですわ。今回はラーン王子の護衛も兼かねて、出向して参りましたの。どうぞよろしく」

「ああ、よろしく」

　と応じつつ、名前が出たラーンの事を思い出す。

　ラーンは踏まれたままの姿勢で、寂しそうにしていた。

「ねえねえ、もう立ってもいい？　いい？」

「いや、勝手に立ちゃあいいだろうが」

　足をどける。

「何か邪魔しちゃ悪いかなあってさ」

「そもそも、何をなさってましたの？」

　マリアンデールはこっちの手を放はなさないまま、きょとんと首を捻ひねる。

「いや、こいつがあいつのケツ触さわるもんだから、とっちめてただけだ」

　ラーンと仏ぶつ頂ちよう面づらのフィリアを交こう互ごに見つつ、答える。

　すると、マリアンデールは、面食らったようだ。

「ラ、ラーン王子……とうとう男性にまで手を出すようになりましたの!?」

　顔を引きつらせるその反応に、リオスはちょっと笑いを洩もらした。

　と、フィリアにきつく足を踏まれた。結構痛い。

「おいコラ！　オレは女だぞっ！　間違えんな！」

　気分を害したフィリアが、獣人の少女に食くって掛かかる。

「あ、あら？　てっきり男性かと」

「獣人って鼻も利きくんだろ!?　匂いとかでわかんねーのかよ！　このバカ猫！」

　フィリアの態度に、今度は向こうの方が気分を害した様子だ。

「まあ!?　失礼な方ですわね！　そんながさつな物言いをなさるなんて！　育ちの悪さが言動に滲にじみ出でてますわ！」

「知るか！　お前、馴なれ馴れしいんだよ。何がリオス様だ、さっさと離れろ！」

　フィリアはこちらの手を握ったままのマリアンデールの手を、無理やり引き剥す。

「ああっ!?　せっかくリオス様と握手していましたのに！　何であなたに邪じや魔まされなくてはいけませんの!?　止める権利がおありなんですの!?」

「はあ？　権利？」

「そうですわ。奥おく様さまや恋人だというなら、そう言う権利もあるでしょう。わたくしには、とてもあなたがそういう方だとは思えませんけれど？　ねえリオス様？」

「当たり前だ」

　と答えると、再びフィリアに足を踏まれた。

　マリアンデールは勝かち誇ほこったような表情で、フィリアに告げる。

「ほら見なさい！　あなたは、女性としての魅み力りよくに欠けてるんですわ。だから、男性に間違えられるんです！」

　びしり、とフィリアの平らな胸むな元もとを指差す。

「うるさい！　これは布でぎゅーってやってるからで、ちょっとはあるもん！」

　そう抗こう弁べんするフィリアだが、本人の弁の通り、あるのは本当にちょっとである。

　対するマリアンデールは、小さくは無い。取り立てて大きいというわけでもないが。

「お前だって、自じ慢まんできる程じゃねえだろ！　これ見ても、調子乗ってられんのか！」

　と、アリエッタの腕を引っ張って、前面に押おし出す。

「え、えっと……」

　戸惑っているアリエッタだが、その胸は立派の一言である。マリアンデールは怯ひるむ。

「うぐ……わ、わたくしはあなたに言ってるんですの！　その方は関係ないでしょう」

「アリエッタ！　調子乗んなって言ってやれ！」

「い、いや、喧けん嘩かしないで、仲良くしようよ」

「ちがーう！　大体お前もさっき嫌いやそうな顔してただろ！」

「！　し、してないもん！」

　ぶんぶんと首を振る。

「……」

　居い心地ごこちが悪いので、リオスは一歩引き、少女達と距きよ離りを取った。

　そこにミレイユが近寄って来て、こっそり耳打ちして来る。

「フィリアちゃん、ちょっと変わりましたよねえ？　女の子扱あつかいされないと怒るなんて。いい事ですよねぇ？　リオスさん？」

「……いや、だからってあんな安い喧嘩してどーすんだよ」

　呆あきれて指を差すその先で、ラーンがマリアンデールを宥なだめる。

「まあまあマリーちゃん。落ち着いて落ち着いて」

　リオスも続いて、フィリアをたしなめる。

「フィリアも止めろ。そもそもお前が女らしくないのは事実だからな、認めとけ」

「何だよそれ、お前どっちの味方なんだよ!?」

　知るか、と言って受け流す。そして、マリアンデールにとりなしておく。

「悪いな、ウチのが変な因いん縁ねんつけて」

「いいえ。ですが、無能な部下を付けられて大変ですわね。御ご苦く労ろうなさるでしょう」

　と、ちらりとフィリアに視線を向ける。

「お前も無能だよ。男と女も見分けられないボンクラ猫のくせに」

「！　許しませんわ！　そこに直りなさい！　根こん性じようを叩たたき直なおして差し上げます！」

　マリアンデールは右の袖そでを捲まくり、さっと身構えた。

　顕あらわになった腕の部分には、黒い抗こう結けつ界かい紋もん章しように覆おおわれた精せい霊れい銀の腕うで輪わ。精霊操者だ。

「まーまーまー！　マリーちゃん！」

「フィリア、お前も止めとけ！」

　流石さすがに精せい霊れい装そう甲こうを持ち出して暴れられたらかなわない。

　リオスとラーンは慌てて止める。

「……分かりました。許す代わりに、一つお願いを聞いて下さるかしら」

　マリアンデールは、こっちに向かって言って来る。

「お願い？　何だ？」

「見ての通り、私も精霊操者ですの。よろしければ一手お相手願えませんか？　リオス様の強さを、実際に体感してみたいんですの」

「おお、おもしろそうじゃん。俺もリッちゃんがどれだけ腕上げたか、興味あるなあ」

　リオスが何か答える前に、ラーンが興きよう味み津しん々しんといった様子で言う。

「何でそんなめんどくせえ事……」

「リオス！　こんなヤツぶっ飛ばしてやれ！」

　フィリアも無責任に囃はやし立たてて来る。助け船を求めて、ミレイユの方を見る。

「でも危ないですし、やっぱり――」

　と、止めようとしてくれるのだが、その肩に手を置く者がいた。

　大きく、ごつい手だ。手だけでなく体も。そして頭は剃そり上げて頭とう髪はつがない。

「あら、大たい佐さ――いえ総そう督とく」

　バーナードはミレイユを止めると、にやりと笑って大声を張り上げる。

「おおいみんな！　今から精霊操者同士の模も擬ぎ戦をやるぞ！　今夜最後の余興だ！　さぁどっちが勝つか賭かけた賭けた！」




◆◇◆




「……何でこんな事になってんだよ」

　総そう督とく府ふ、中庭。

　外側に沿うように並んだ観客達の中、バーナードとラーンが賭けを取り仕切る胴どう元もととして、威い勢せいよく声を張り上げていた。これでは、完全な見せ物である。

　気が乗らないリオスに対し、マリアンデールはにこやかに告げる。

「リオス様にとっても、これは悪い事じゃありませんわ。一いつ緒しよに戦うかも知れない相手の力を知っておくのは、損にはなりませんでしょう？」

「？　一緒に戦う？　どういうこった？」

「詳くわしくはまた後日。でも、きっとあなたにはお声がかかると思いますわ」

「……」

　思えば聖堂守備隊の人間がわざわざ出向して来る以上、ラーンの護衛以外にも何かあると考えた方がいいのかも知れない。護衛だけなら、近この衛え兵へいを使えばいいだけの事だ。

　これは、何やら面めん倒どう事の予感がする。

「一応俺おれも忙しいんだけどな……これ以上だりぃのはゴメンだぜ、はあ……」

　リオスがため息をつくと、マリアンデールは瞳をぱちくりとさせる。

「まあ。何だか妙にお疲つかれの様子ですわね？　お若いのに眼めに覇は気きがありませんわ」

「ああ、よく言われるよ」

　と、観客達の中からバーナードが呼よび掛けて来る。

「よおしいいぞ！　始めろ二人とも！」

　それを聞き、マリアンデールは大きく頷うなずく。

「では――『展開エヴオルト』っ！」

　一いつ瞬しゆんで変形した精霊銀の腕輪が鎧よろいとなり、小こ柄がらな体を覆う。

　展開した頭部は彼かの女じよの耳の形に沿って、一部にぴんと立った突とつ起きのある兜かぶと。

　その他ほか全身は黒の抗結界紋章に覆われ、闇の精霊である事が分かる。

　更さらにその鎧の上を、真っ黒い色をしたフード付きのローブが覆っている。

　精せい霊れい装そう甲こうの外見には宿す精霊に応じた特とく徴ちようが出るが、この精霊の特徴がこれである。

「グリム・リーパーか」

　死の迫せまった人間の前に現れては命を刈かり取とり、天に持ち帰ると言われる精霊だ。

　人間、いや全すべての生き物にとって、死とは最も恐ろしい物の一つである。

　その死に対する恐きよう怖ふが形となったのが、この精霊である、などと言う説もある。

「ええ、その通りですわ」

　精霊の特徴を現すために、属性、象しよう徴ちよう、階級という用語が定義される。

　それに当てはめると、グリム・リーパーは属性が闇、象徴が恐怖、階級は中級だ。

　マリアンデールは、右の手を上に翳かざす。

　すると、何もない虚こ空くうから真っ黒い柄えと刃はをした、巨きよ大だいな鎌かまが現れる。

　全てを闇で塗ぬり固かためたような、艶のない、不気味な色合いである。

　だが、驚おどろくべきはその鎌の姿ではない。出現の仕方だ。マリアンデールは魔法の印を切ってはいない。その闇の鎌は、魔法で生み出された事に間ま違ちがいがないと言うのに。

　本来は『刈かり』の印の魔法で造り出す物のはずなのだ。

「！　無印発動ダイレクト・アクト……」

　魔法の印を切らずに魔法を発動させる技術だ。使用している精霊装甲との親和性が極きよく端たんに高いと、印に頼たよらずに意思疎そ通つうを図はかる事が出来るようになる。

　ただし印を切る場合に比べると、魔法の威い力りよく自体は若じやつ干かん落ちてしまう。が、それでも素す早ばやく魔法を発動できるという事は、相手の機先を制しやすいという事である。

　戦いの駆かけ引きにおいては、有効な引き出しになり得る技術だ。

　誰だれでも慣れればできると言うものでは無く、特別にその精霊に好かれやすい魔力の質を持つ者が、相当な修練をしないと身に付けられないが。

　リオスにもこれは出来ない。オーグルでも、サラマンデルでもだ。

　もっと別な精霊であれば、可能なものもあるのかもしれないが。

　ともあれ無印発動を可能とする程、マリアンデールはこの精霊の扱いに熟練している。

　かなりの実力を持っている――そう見て間違いはないだろう。

「さあ、リオス様も精霊装甲を」

「ああ」

　ある意味、いい訓練になるかも知れない。そう思えば多少のやる気も出て来た。

　見せ物にされているのは不服だが。

「『二重展開』！」

　サラマンデル――属性が火、象徴が焔ほのお、階級は下級。

　オーグル――属性が土、象徴が鉄、階級は中級。

　それら二つの精霊が、リオスの魔力を受け、それを代だい償しように鎧となる。

　精霊装甲を展開すれば、その精霊の持つ能力――すなわち魔法を使う事が出来る。

　魔法とはつまり、魔力を代償に精霊に力をふるってもらう技術だ。

　リオスは両手を叩き合あわせ、『鉈なた』と『弾たま』の印を切る。

　そして締しめにもう一度手を合わせると、炎ほのおを纏まとった巨きよ人じんの鉈が出現する。

「凄すごいですわ。それが紅剣鬼の由来ですわよね」

　マリアンデールが感かん嘆たんの声を上げた。

「そうらしいな、そんな名前恥ずかしいんだけどよ」

「まあ、国王陛下から名を頂けるなんて、名めい誉よな事ですのに」

「そうは言ってもなあ……」

　望んで付けて貰もらったわけでは無いのだ。

「俺はだりいから嫌だったんだよ。上官命令で無理やり行かされただけだ」

「その上官の方の見立ては正しいですわ。立派に優勝なさっているんですから。本当に凛りりしくて……素す敵てきでしたわ」

　夢見るような、遠い目をする。
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「……」

　一体この少女には、自分がどう見えているのだろう。

　相当に、間違った美化をされているのではないだろうか。

「とにかく、さっさとやっちまおうぜ」

　恥ずかしいので話を切り上げ、リオスは戦せん闘とう姿勢を取った。

　両手で握った巨人の鉈を肩かたの位置に持ち上げ、いつでも叩き降ろせるように構える。

「ええ。よろしく胸をお貸し下さいませ」

　マリアンデールも両手で黒の大鎌を握り、やや猫ねこ背ぜ気味の前ぜん傾けい姿勢を取る。

　見たところ得え物ものの長さではこちらが上、威力でも二つの精霊の魔法を掛け合わせている分、こちらに分があるだろう。だが、油断は禁物だ。

　獣人の身体能力は、その敏びん捷しよう性せいにおいて並の人間を大きく上回る。

　こちらの予想もつかない動きをしてくるかも知れない。

　一拍ぱくの、静せい寂じやく。

　やがて動き出したのは、向こうが先だった。

「参ります！」

　小柄な体が猫のようにしなり、前進を開始する。

　相当に速い！　あっという間にこちらの間合いに侵しん入にゆうして来た。

「！」

　リオスは即そく座ざに、巨人の鉈を打ち下ろしにかかる。

　驚きはしたが、反応できないわけでは無い！

　マリアンデールは身を捻りつつ、大鎌を振り上あげて来る。

　お互たがいの得物が交こう錯さく――すれば、威力で上回るこちらが押し込めるはずだった。

　が、その一瞬前に向こうの大鎌が消失した。

　巨人の鉈はそのままマリアンデールの鼻先を通り過ぎ、地面を撃うつ。

　その時、マリアンデールの手には再び黒い大鎌が現れていた。

　一度魔力の供給を断って消失させた鎌を、即座に再生成したのだ。

　普通は印を切らなければ再生成出来ないが、無印発動はそれを可能とする。

「隙すきありですわ！」

　大鎌が、無防備なこちらに向かって来る。

「ちいっ！」

　リオスは巨人の鉈の柄から手を離すと、身を低くして地面を前転。

　何とか鎌の軌き道どうから身をかわす事に成功したが、間を置かず次が来た。

　地面すれすれを薙なぐ払はらい！　強ごう引いんに姿勢を操あやつり、咄とつ嗟さに飛び上がる。

　避さける事は出来たが、崩くずれかけた姿勢で跳とんだため、着地後たたらを踏ふんでしまう。

　そこを見み逃のがしてくれるマリアンデールではなく、息を吐はく暇ひまも無く打ち下ろしの次撃。

　後ろに跳ぶだけの体勢を整える時間が無い！　ならば――

　左頭上から迫って来る、大鎌の黒い刃。

　その腹にリオスは自分の左拳こぶしを叩きつけ、強引に軌道を逸そらした。

　逸れた刃は地面に突つき刺ささり、マリアンデールは力を込めてそれを引き抜ぬく。

　その間にリオスは巨人の鉈を拾い、再び体勢を立て直す事に成功した。

　一いつ旦たん間合いを開け、再び構えを取る。

　そんなこちらに、マリアンデールは感心したような視線を投げて来た。

「まさかあれをあんな風に逸らされるなんて……素す晴ばらしい見切りですわ。やはりリオス様は、異種同時展開能力者というだけではなく、剣けんの技量も図ず抜ぬけておりますのね」

「……まあ、どっちかっつーと魔法より剣けん術じゆつの方が得意だ」

　魔法は士官学校に入り、精霊操者になってから身に付けたものだが、剣術はそれこそ子供の頃ころから、父や叔父おじに徹てつ底てい的てきに仕込まれてきたものだ。年季が違ちがう。

「うふふふ……私、燃えてきました！」

　黒のローブを翻ひるがえし、再び間合いを詰つめて来る。

　リオスは後ろに下がりながら、巨人の鉈の刀身に『変』の印を描えがいた。

　準備を終えると足を止め、迎げい撃げきの姿勢を取る。

　そして間合いの外から、攻こう撃げきを始動。斜ななめから打ち下ろす軌道で、巨人の鉈を振ふる。

　この距離では、刀身は向こうに届かない。マリアンデールもそれが分かっているのか、この動きをただの牽けん制せいと捉とらえ、踏み込む速度を緩ゆるめない。

「伸のびろっ！」

　地面に落ちてゆく軌道の途と中ちゆうで、巨人の鉈の刀身が瞬しゆん時じに伸しん長ちよう。

　領域を広げた巨人の鉈の間合いは、マリアンデールの身をその内に収めていた。

「くぅっ!?」

　大鎌の少女は完全に虚きよを突かれながらも、何とか右に跳ちよう躍やくして避ける。

　流石さすがは、獣人の身のこなしである。

「そこだっ！」

　だが、追い打ち！　即座に放った横の払いが、マリアンデールを追った。

　それを避ける事は出来ず、彼女は鎌で受け止める体勢になる。

　お互いの得物が衝しよう突とつし、甲かん高だかい音を立てた。

　炎を身に纏い、更に『変』の魔ま法ほうにより質量を増していた巨人の鉈は、そのぶつかり合いに完全に押し勝った。マリアンデールの体を浮うかせ、尻しり餅もちをつかせる。

　リオスはすかさず、彼女の鼻先に巨人の鉈の切っ先を突きつけた。

「まあ……もう負けてしまいましたのね」

　両手を上げ、降参の意。

「受ける事も出来ないなんて……さすがはリオス様ですわ！」

　精霊装甲を解いたマリアンデールは、何故なぜか物もの凄すごく嬉うれしそうにしており、興奮気味に耳をぴくぴくと動かしていた。

「いや……それより怪我けがはねえか？」

　リオスは巨人の鉈を消失させると、マリアンデールに手を貸して立たせる。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。ありがとうございました、よろしければまたお手合わせ下さいな」

「そうだな、機会があったらな」

　この獣人の少女の力は、結構なものがある。こっちもいい実戦の稽けい古こになった。

　そんなこちらを見て、観客達たちのある者は喜び、またある者はため息をついていた。

　その中でフィリアは、よく通る大きな声でマリアンデールに罵ば声せいを浴びせていた。

「ざまー見ろ！　お前なんかがリオスに勝てるわけねえだろ！　バーカ！」

「……わ、悪いな。後でよーく言っとくからよ」

　リオスは物凄い目でフィリアを睨にらみつけるマリアンデールを、何とか宥めすかした。







◆　第二章　ズメイ火山　◆







　あくる日。

　就任式の警備という大仕事を終え、ほっと一息吐きたい所だが、そうも行かなかった。

　朝一番に呼び出だしを受け、正式にバーナードのものとなった総督室への出頭を命じられた。フィリアも一緒に呼ばれており、共に旧王国時代の王城の廊ろう下かを歩いていた。

「なあ、何の用なのかな？」

「さあな、馬ば鹿かな部下の教育をしっかりしろって怒おこられるんじゃねえか」

　実際には昨日マリアンデールが言っていた、一緒に戦うかも知れないという事に関係しているのだろうが。

「何だよ、オレが何か悪い事したって言うのか？」

　こっちの軽口に、フィリアは不服そうな顔をする。

「身に覚えがねえとは言わさねえぞ。昨日だってラーンのやつをぶん殴なぐるわ、あの聖堂守備隊テンプルガードの子に喧嘩売るわ……ラーンはまあ、ぶん殴られても仕方ねえけどよ」

「あいつが人の事男と間違えるのが悪いんじゃねーか。喧嘩売って来たのは向こうだ」

　と、フィリアには悪びれる様子は無い。そして、不ふ貞て腐くされたように続ける。

「それに……あのマリアンデールってヤツ、何か気に食わないんだもん。お前にだけ媚こび売ってるし……」

　それから、何故かこっちを睨んで来る。

「大体お前だって何だよ！　鼻の下伸ばしやがって！」

「はぁ!?　誰がだよ。んな事ねえっつーの」

「いや、ある！」

「ねえよ！」

　などと不毛な口論を続けつつ、総督室の目の前に到とう達たつする。

　扉とびらを二、三と叩き、中からの入室を促うながす返事を待ち、そして扉を開ける。

　中は濃こい茶ちや色の木製で統一された棚たなや机に、赤い絨じゆう毯たん。豪ごう華かというわけでもなく、質素過ぎるという事もない。

　そんな中机に座すわるのは、叔父でもある新総督バーナード・レンファーム。

　窓の近くに置かれたソファーにはラーンが座り、その近くにマリアンデールが立つ。

　そして彼女の後ろに、初めて見る顔の人物が一人。

　その人物は、一度見たら忘れない、強きよう烈れつな存在感を持っていた。

「うわわわっ!?　鰐わにだっ！　鰐が立ってる！」

　素すっ頓とん狂きような声を上げ、驚きを表すフィリア。

　確かにその人物は、フィリアの言う通りの姿である。

　前に突き出でた顎あごに、長い口。顔全体が緑色の鱗うろこに覆われている。

　鰐人アリゲイト。獣人パンサーと同じく、魔法文明時代に生み出された種族だ。

　見た目は直立二足歩行する鰐であり、物理的な戦せん闘とう力りよくを上げるための試みだとされている。肉体的には力が強く、鱗に覆われた体は頑がん強きようだが、戦場での恐きよう怖ふ心しんを抑おさえる為ために思考能力はわざと低下させられており、種族として難しい事を考えるのが苦手である。

　故ゆえに見た目は怖こわいが、のんびりした性格をしている者が多い。

　現在では獣人以上に数が少なく、ファスラーンでも彼かれらの居住区にわざわざ出向かないと、なかなか出会う機会は少ない。

　格好を見るとマリアンデールと同じ、聖堂守備隊の制服である。

　彼女と同じように出向してきたのだろう。

「馬ば鹿か野や郎ろう。お前、失礼だろうが。鰐人だよ、会った事ねえのか」

　リオスはフィリアの後ろ頭を叩き、黙だまらせた。

「あなたって人は本当に不ぶ躾しつけで無礼ですわね。少しは他人への気き遣づかいが出来ませんの？」

　マリアンデールは腕うで組ぐみした姿勢で、フィリアを小こ馬ば鹿かにしたように見る。

「う、うるさいな！　ちょっとびっくりしたんだよ！」

　とはいえ、話題になっている当人は、全く気にする様子もなかった。

「まあ、仕方ないみゃ。誰だって鰐人を見ればビックリするもんみゃ。ああいうド正直な反応するって事は、お前が素す直なおな奴やつだって事みゃ」

　縦に細長い瞳どう孔こうの瞳ひとみを細め、鰐人はのんびりと言う。

　背はリオスより一回り以上大きく、かなりの威い圧あつ感のある容よう貌ぼうだが、やはり鰐人の特徴通り、心が広そうである。

　そしてこの口調も、鰐人に共通のものだ。骨格の造りが、こういう発音をさせてしまうらしい。リオスにも鰐人の知り合いがいるが、その知り合いも同じようなのんびりした性格、かつこのような口調であった。

「う、うん……ごめんな、おっさん」

　フィリアはおっかなびっくりと言った様子で、一応謝罪の言葉を述べる。

「おっさんじゃないみゃ。こう見えてもまだ二十歳はたちだみゃ」

「そ、そっか……わりい」

「気にすんなみゃ。こっちから見ても、おみゃーらのトシはよー分からんからみゃ」

　言ってまた瞳を細める。これが普ふ通つうの人間でいう笑え顔がおという事になる。

「紹しよう介かいしますわ。彼はデボール。今は私と同じく聖堂守備隊の人間ですが、軍に入る以前から、私の個人的な護衛をしてくれていますの。昨日は席を外していましたけれど」

　フィリアではなくこっちに向かい、マリアンデールは鰐人を紹介した。

「マリーちゃんの実家は、聖女教会のお偉えらいさんだからさ。箱はこ入いり娘むすめってわけね」

　ラーンがそう補足する。

「へえ……まあ何となくそんな感じはしたけどよ。ま、とにかくよろしくな」

「んみゃ。よろしくみゃ」

　デボールに顔を向けると、またのんびりと返事が返って来る。

　と、それまで黙っていたバーナードが口を開く。

「リオス、お前達には彼かの女じよ等らと一緒にズメイ火山に行ってもらう」

　バーナードが出した地名は、オフィンバンド島西部に位置する火山帯の事だった。

　オフィンバンド島は元々聖女教の教圏ではなく、三竜りゆう信しん仰こうというオフィンバンド島土着の宗教が主に信しん仰こうされていた。

　三竜のうちの一つが火竜ズメイで、特に島の西側の火山帯は、火竜ズメイの聖域であるとされている。それ故にズメイ火山と名付けられており、島の人間は神聖な地であると畏おそれ敬い、近づこうとはしない。だから、西部には人も殆ほとんど住んでいないのだ。

「？　何であんな辺へん鄙ぴな所に？」

「ああ。王国議会からの要よう請せいでな、彼女等の作戦に協力せにゃならんくなった」

「どういう作戦だ？」

　マリアンデールに顔を向ける。

「最新の魔法文明時代の研究で、オフィンバンド島がかつては戦争用の戦闘生物の生産拠きよ点てんであった可能性が指し摘てきされましたの。その真しん偽ぎを確かめるための調査ですわ」

「戦闘生物……戦岩獣みたいなヤツの事か？」

「ええ、でもあのような小こ粒つぶではなく――竜ですわ。この島には三竜信仰が伝わっていますでしょう？　それが伝説や空想ではなく、実際に存在した兵器だと言うんですの」

「……眉まゆ唾つばだな、ホントかよ」

「それは、私に言われましても」

　マリアンデールは困ったような表情をする。彼女自身も半信半疑なのだろう。

「まあほら、あのアルバート・タウエレット軍務卿きようが言うんだから、さ」

「タウエレット軍務卿が……？」

　ラーンが出した名前は、精霊装甲の生みの親の名である。

　魔法文明時代の遺い跡せきや文ぶん献けんの研究から抗こう結けつ界かい紋もん章しようを生み出し、それを精霊装甲という兵装にまで昇しよう華かさせた、現在のファスラーン軍の成り立ちにおける、最大の功労者だ。

　精霊装甲の戦力を得てからのファスラーン軍は、オフィンバンド島の併へい合ごうにも成功し、長年に亘わたり隷れい属ぞくに近いような関係を強しいられてきたルキアとも対等――いやむしろ上回りそうな程ほどの戦力を持つに至っている。

　聖女教を国教とする国として、リュミエールが封ふうじたものを自分達が使うという行こう為いには、今でも賛否両論がある。

　特に聖女教会にとっては頭の痛い問題で、リュミエールの信徒たる自分達だからこそ、特別に許されて精霊装甲を使う事が出来るという新解かい釈しやくと共に、やはり魔法自体を禁きん忌きとする従来の解釈がぶつかり合い、教団が二つに割れつつある。

　が、精霊装甲の有用性自体、否定する者は誰もいない。

　それ程に、アルバート・タウエレットの発明は画期的だったという事だ。

　その人物が唱える説なのであれば、確かに信しん憑ぴよう性せいは増す。

「まあ、確かめてみようってのは分かるか……」

「そういう事っ」

「私達の任務は、ただの調査ではありませんわ。もし竜が実在するならば……それをファスラーン軍の戦力として取り込むんですの」

「どうやってだ？」

「こちらに、あのペリュトンの精せい霊れい装そう甲こうがございますでしょう？　ペリュトンの『奪』の印で倒たおした相手は、『影かげ』の印で呼び出す事が出来る……そうでしたわよね？」

　確かに、その通りである。

　キルマールの起こした反乱騒さわぎの顛てん末まつを纏めた文書にも、それは記しておいた。

「ああ……つまり竜を探して、『奪』で仕留める手伝いをしろって事か」

「そうなりますわ」

「……確かに一いつ緒しよに戦う事になるかも、だな。ったく王国議会もロクな事を考えねえな」

「我わが国くにの戦力が増す事に繋つながれば、結構な事ではありませんの？　ルキア軍は虎こ視し眈たん々たんとファスラーンを狙ねらっていますのよ。国を守る力は、いくらあっても困りませんわ」

「そりゃそうなんだが、ペリュトンにはいい思い出がこれっぽっちも無くてよ。出来れば関かかわりたくねえって所だ」

「精せい霊れい自体に罪はありませんわ。要は使う側の問題ですわよ」

「まあなぁ……」

　マリアンデールはいちいち正論を言うが、やはりいい気がしないものはしない。

「で、何でこいつまで呼ばれてるんだ？」

　リオスはバーナードへ顔を向けた。

「ああ……魔法での治ち癒ゆなら、この子がウチの精霊操者エヴオルターで一番だってミレイユがな。あいつの見立てなら、間ま違ちがいはねえんだろう？」

「おお!?　じゃあ精霊装甲使ってもいいのか？」

「勿もち論ろんだ。頼たのむぞ、お嬢じようちゃん」

「うん！　任せろ！」

「ちょっと待ってくれ、こいつは精霊操者じゃねえ。確かに精霊装甲は使えるけどよ」

「ああ、お前は文句を言うだろうが、聞くなってミレイユが言っててな」

「……あいつ、どういうつもりだ」

　考えを先読みされていた。思わず唸うなる。

「大丈夫なんですの？　この方にまともな働きが出来るとは思えませんが……」

「コラ！　お前何にも知らねえのに、勝手に決めるな！」

　怒いかり出したフィリアが、マリアンデールに文句を言う。

「あなたの上官が、不安だと仰おつしやっているんですの！　私はそれに同意したまでです！」

　そう反論されると、フィリアはこっちに訴うつたえて来る。

「なあ、オレ絶対行くからな！　ちゃんとやるから、いいだろ!?」

　と、言われた所で、そもそも決定事じ項こうである事はバーナードから宣告されている。

　決定権がこちらにあるなら、間違いなく駄だ目めだと言うが。

「ああもうしょうがねえ、ちゃんと俺おれの言う事聞けよ」

「うん！」

　物凄く嬉しそうに、フィリアは頷うなずく。

「で、誰だれがペリュトンを使う？　マリアンデール、お前か？」

「マリーで構いませんわよ。ええ、わたくしが選ばれたのはそのためですわ。これでも闇やみの精霊の扱あつかいには自信がありますので」

　確かに、中級精霊のグリム・リーパーの魔法を無印発動ダイレクト・アクトさせる程の腕うでを持つマリアンデールならば、ペリュトンを扱う事も不可能でないかもしれない。

「もう試ためしたのか？」

「いいえ、それはこれから――」

　と、外から扉をノックする音。入って来たのはアリエッタで、ぺこりと一礼すると、

「失礼します。ペリュトンの精霊装甲を持って――きゃあああっ!?」

　デボールの姿を見て、吃驚びつくりして悲鳴を上げる。

「みゃー？　別に取って食ったりしないみゃ、そんなにビビらんで欲ほしいみゃ」

　フィリアの時と違い、デボールはちょっと寂さびしそうにしていた。

　珍めずらしがられるのは構わないが、怖がられると傷つくらしい。

「は、はい……ごめんなさい」

　リオスの背中の後ろに隠かくれつつ、アリエッタはちょっと震ふるえる声で言った。

「よし、まずはペリュトンが展開エヴオルトできるか試さねえとな。マリーお嬢ちゃん、頼む」

「ええ総そう督とく。分かりましたわ」

　マリアンデールはきゅっと表情を引ひき締しめ、頷いて見せた。
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　リオス達ズメイ火山の調査隊が、ライオードを発たった翌日。

　リオスの分まで書類仕事を片付けたミレイユは、総督室まで赴おもむき、報告書をバーナードに提出していた。

　窓から差し込む夕日は部屋の中を赤く照らし、一日の終わりが近い事を知らせている。

　報告が終わったら、兄が滞たい在ざいしている宿に顔を出そう。

　そんな事を考えつつ、書類に目を落としているバーナードの反応を待つ。

「フーム。特に問題はねえな、ご苦労さん」

「はい、ありがとうございます」

「しっかしリオスと二人でやらせるより、お前一人の方が早いとはね。あいつは一体何やってたんだ？」

「まあ……人間、得手不得手ってあるんじゃないですかねえ、どうしても」

　別にリオスがさぼっているというわけでは無いが、ミレイユはこういう実務処理が得意中の得意だった。だからこそ、バーナードの副官を務めていられたのである。

「済まねえなあ。あいつの面めん倒どう見みさせちまって。本当なら、もっと別の事がやりたかったかも知れんが……」

「いいえ。リオスさんは自分の分は絶対自分でやろうとしますから、私は楽させてもらってますし。フィリアちゃんやアリエッタちゃんもいて、賑にぎやかで飽あきないですよ」

「ん。そうか……なあ、お前から見たあいつは、どう見えてる？　お前にとって、支えるに足るような人間か？」

　バーナードは、少し真しん剣けんな顔つきになって尋たずねて来る。

　どう答えたものか、ミレイユはちょっと思案した。

「えーっと……そうですね、はい。そう思いますよ」

　自然と、顔が笑えみを形作った。色々理り屈くつをつけて、説明する事は出来る。けれどそれらは不要なものだ。ただ気持ちを表せばいい。それで、この人は分かってくれる。

「でもリオスさんがどう思うかは、別だと思いますけど」

「ああ……ま、あいつなら大丈夫さ。前を向こうって気になったみたいだしな」

　前を向く。そのきっかけになったのは、あのちょっとお行ぎよう儀ぎの悪い少女に違ちがいない。

　リオスは本気で彼かの女じよを心配し、成長を願っている。それは見ていて分かる。

　けれど言い方が悪かったり、接し方がぶっきらぼうなせいで、今一つ当人には伝わっていない様子である。フィリアは裏表の無い性格であるが故に、表に見える物しか見ない傾けい向こうがあるので、尚なお更さらだ。

　最近フィリアが寂しそうにしていたので、気を遣つかって彼女を調査隊に推すい薦せんした。

　精霊操者としてのフィリアの才能は、疑うべくもない。十分に役に立てる筈はずだ。

　リオスは怒っていたが、その反応は予想通りだったので、微笑ほほえましいだけだったが。

「そうですね、きっと……」

　ミレイユはそう笑顔で応じ、総督室をあとにした。




　総そう督とく府ふを出て、途と中ちゆうで差し入れのための菓か子しを買い、レイスの滞在する宿へ。

　そこは大通りの裏手にある、木で出来た二階建ての建物である。

　結構な年季が入っていそうだが、手入れはしっかりしていそうだった。

　そこでミレイユを出で迎むかえたのは、兄ではなくその相棒で、恋こい人びとの女性だった。

「あら、いらっしゃい」

　扉を開けてこちらを見ると、落ち着きのある笑顔。

「こんばんは、ルーシエさん。兄さんはいますか？」

「いないわ。ちょっと新しい楽器の調達に――ね。何日かは戻もどらないと思う」

「あらら、そうなんですか」

「あなたが訪ねてきたら、よろしく言っておいてくれって。まあせっかくだから上がって行って。何にもないけど」

「はい。じゃあお邪じや魔ましますね」

　ルーシエとゆっくり話すのも悪くない。

　兄にとって大事な人ならば、自分にとっても大事にすべき人である。

　部屋の中にある、飾かざりも何もない木のテーブルに着き、ミレイユは気がついた。

「ルーシエさん。足、どうかしたんですか？」

　踊おどりのための大切な商売道具は、右の膝ひざあたりが包帯に包まれていた。

「ちょっと転んじゃってね。すぐ治ると思うけど……暫しばらくは踊れないから、この機会にレイスは楽器を仕入れに行ったのよ」

「はぁ……恋人なら、こういう時こそ傍にいてあげなきゃいけないんじゃあ……」

　ちょっと冷たいのではないだろうか。我が兄ながら。

「ふふっ。子供じゃないんだし、大だい丈じよう夫ぶよ。それより、いい演奏ができるように準備して貰もらう方がいいわ。あなたのおかげで、大きな舞ぶ台たいに立てそうだから」

　レイス達たちを夜宴えんに呼んだミレイユの狙いは当たり、ライオードの街にある大劇場の主から、公演依い頼らいが来ているのである。

「よかったですよねえ。私すっごく楽しみにしてます、頑がん張ばって下さいね」

「ええ。ありがとう」

　ルーシエは笑顔を返す。

「これで、暫くはこの街にいられそうですか？　いいえ、出来ればずっと……」

「レイス次し第だいね。私は家族もいないし、色々な所を回るのも、どこかに腰こしを落ち着けるのもどっちでも構わないんだけど……彼、この街にはいい思い出が無いんでしょう？」

「ええ、そうですけど……」

　でも、このライオードの街は故郷だ。ミレイユとレイスが生まれ育った街だ。

　いい思い出が無くても、遅おそくはない。これから作ればいいのである。

「ねえルーシエさん。昔の事、兄さんは何て言ってましたか？　まだ、割り切れてはいなさそうですか？」

「ええと……そういう事を私の口から言うのも――ね。レイスに直接聞いた方がいいわ。私もお喋しやべりな女だって、彼に嫌きらわれたくはないし」

　と困った顔で言われてしまうと、これ以上無理には追つい及きゆうできなかった。

「そうですね……ごめんなさい」

　兄が帰って来るのを待って、改めて話をしよう。今はそう決める事しかできなかった。
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　オフィンバンド島の西部、ズメイ火山の付近には、殆ど人里が無い。

　故に街かい道どうの整備もあまり出来ておらず、辿たどり着つくのは苦労する。

　移動はライオードから南西のナトルハまで鉄道で向かい、そこから馬車で二日程の村落へ。更さらにそこからは険しい山道を行くため、徒歩になる。

　今はそれぞれに重い荷物を抱かかえ、乾かわいた渓けい谷こくに沿った細道を進んでいるところだ。

　右手に見える谷底は結構な深さがあり、覗のぞくと首筋がうすら寒くなる。

　ズメイ火山の魔ま法ほう文明遺跡の調査隊は、リオス、フィリア、それに魔法文明の技術知識を買われたアリエッタ。マリアンデールとデボールの聖堂守備隊の二人。それから何故なぜかついて来たラーンに、道案内役等々。総勢で十名と少しである。

　実在するかは分からないが、曲がりなりにも竜を討とう伐ばつするというには、心こころ許もとない人数ではある。なぜこの人数かと言うと、マリアンデールはペリュトンの展開が出来なかったからだ。故に討伐ではなく調査だけを行う事になり、この人数となった。

「ったく、めんどくせえとこに来たもんだ」

　火山が近くなって来たせいか、気温も高い。暑さは、人を苛いら々いらとさせるものだ。

「まーまー愚ぐ痴ちらずにさあ、俺の顔でも見て落ち着きなよ」

　隣となりに並んできたラーンが、無む闇やみな爽さわやかさで言って来る。

「何処どこをどう見りゃ落ち着けるんだ。うぜえんだよ」

「おお、まだまだ元気そうだねー」

「……て言うか、何でお前まで来てんだよ？　王都に戻らなくていいのか？」

　ラーンがオフィンバンド島にやって来たのは、国王の名代として総督の任命式を行うためである。それがこんな事をしていていいのだろうか。

「まあ俺ってあんま期待されてない分、割と自由な立場だからねー。久しぶりに会った親友と、遺跡観光も悪くないよね。知的好こう奇き心しんってのもあるし」

　確かにラーンは王位継けい承しよう権けんで言えば三位であり、次の国王となる事は無いだろう。

　彼の上には兄が、下には妹がおり、継承権は妹が一位、兄が二位となる。

　ファスラーンは聖女教と密接に関わる国であるため、人々の先頭に立つ地位には、女性が就つく方が望ましいとする風土があるのだ。

「……で？」

　と、リオスが言うと、ラーンは声を抑えて耳打ちして来る。

「ちょっとね。マリーちゃん達に裏表はなさそうだけど、命令を出だしてきた側は腹に一物ありそうじゃない？」

「どういうこった？」

「今回の件ってさ、議会の天議院の発案なんだよね」

　ファスラーンの政体は王政だが、その承しよう認にん権けんは王国議会にある。

　故に国王は、王国議会の意向を無視できず、絶対的な権力と言うわけではない。

　王国議会は星議院、天議院の二つに分かれていて、星議院は一いつ般ぱんの国民の代表であり、議員は投票で選ばれる。天議院の議員は、聖女教会がその推すい薦せん権けんを持っている。

「天議院って事は、まあ聖女教会の意思って言いい換かえてもいいと思うんだけど……人選のごり押おしがきついんだよね。聖堂守備隊の人間に凄すごい拘こだわるのよ。マリーちゃんがダメって事は無いけど……いや、展開できなかったからダメッちゃダメなんだけど……とにかく、他ほかの部隊にも適任はいたのに、ね」

　聖堂守備隊は、聖女教会と関係の深い部隊だ。王国軍の一部ではあるものの、国に仕えるのではなく聖女教会に仕えている、などと揶や揄ゆする者もいる程である。

「……教会が手て駒ごまを増やしたがってるってか？」

「そそ。今後の準備、してるのかなーってさ。気になったから見とこうかなって」

　今後。つまり、現国王が亡なくなった後の事だ。

　病状はかなり悪いらしく、その今後が近い内に始まると、多くの者が考えている。

「『今後』……ね。大変だな、当事者は」

「だよねえ。何かあったら頼たよりにしてるよ、まじで」

「やだよ。俺を面めん倒どうに巻き込むな」

「とかいいつつ手助けしてくれるリッちゃんが、ボクは好きです」

「うるせーよ気持ちわりい。大体お前に俺の助けなんかいらねえだろ」

　ラーンも精霊操者だ。それも、すこぶる有能な。

「いやいや。んなことないよ、俺リッちゃんやマリーちゃんには勝てないし」

「よく言うぜ、そりゃ状じよう況きようを限定し過ぎなんだよ」

　つまり、一対一の戦いであればという事だ。

　集団同士の戦い――例えばお互たがいに百人の精霊操者を率いて戦えば、結果はまるで違ってくる。ラーンとはそういう精霊操者だ。

　どちらの方に価値があるか？　それは、集団同士の戦いに強い方だろう。

「お前の土俵に乗れば、俺もマリーもお前にゃ勝てねえよ」

「ま、適材適所って事ですかねえ。でもさ、俺おれ達たちが組んで適材適所しちゃえば、相当強くない？　それっていいと思うんですけど」

「……それがお前の『今後』ってやつの準備か？」

「いやいや、そんなお堅かたい話じゃないけどさ」

「俺は中央の事なんて興味ねえよ。街の警備やら、アホな部下の面倒で精せい一いつ杯ぱいだ」

　と、ラーンとの間に、すすっとマリアンデールの顔が割り込んでくる。

「リオス様、いけませんわ。そう顔をしかめていると、せっかくのお顔が台無しです」

　満面の笑みで言いつつ、ごく自然にこちらの腕を取って、胸に抱だく。

　話はなし掛かけて来るのは構わないが、距きよ離りが近い。

　どうしても、腕から伝わる柔やわらかい感かん触しよくが気になる。

　ラーンは助け船を出すでは無く、にやりと笑うと離はなれて行く。

　面白おもしろがって見物する構えである。

「あのな……」

　ちょっと離れて欲しい、と言わねば。

　後でフィリアが不ふ機き嫌げんになる。その相手は面めん倒どう臭くさい。

　嬉うれしそうに耳を動かすマリアンデールに、顔を向ける。

　しかし、用件を告げる前に向こうが口を開く。

「あ、この耳が気になりますの？　興味があれば触さわってみて下さいませ」

　出鼻を挫くじかれた格好。しかし気になると言えば気になる。どんな感触なのか。

　興味に負けて、手を伸のばした。獣人の耳を触った事は無かった。

　毛並の手て触ざわりはふわふわしており、耳自体は温かく、ふにゃふにゃした感じである。

「あははっ。リオス様、くすぐったいですわ」

　御ご機き嫌げんなマリアンデール。しかしその体が引っ張られるように、いきなり揺ゆれた。
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「んにゃあっ!?」

　そして悲鳴を上げ、盛大にこける。

　見ると、彼女の白い尻尾しつぽを握にぎって立つ、フィリアの姿。

　後ろから、尻尾を引っ張ったらしい。

　油断していたマリアンデールは、為なす術すべも無く転んだのだ。

「ちょっと！　何をなさいますの！　痛かったですわよ！」

「いや、オレもどんな感触か、気になったから」

　空とぼけるフィリア。

「あなたに触っていいなんて、言ってませんわ！　邪魔しないで下さいませんこと!?」

「いや、邪魔じゃなくて興味あっただけだって」

「とぼけるんじゃありません！　いい加減ぶっ飛ばしますわよ！」

　また始まるのか。リオスは溜ため息いきを吐ついた。そうしつつ、ちょっと離れる。

　この二人が事あるごとにいがみ合い、アリエッタやデボールが仲ちゆう裁さいするという光景が、ここ数日の日常風景になっていた。

「いやー元気があって結構結構」

　と、見物していたラーンが、こっちに寄って来て耳打ちする。

「よく飽きねえよ。ったく……」

「どっちも気が強いのは一緒だからねえ」

　と、フィリアがマリアンデールの白い毛に覆おおわれた尻尾を掴つかみ、団子結びにしようとする。それを見て怒おこったマリアンデールがフィリアを小こ突づき、止めさせる。

　小こ競ぜり合あいが始まる。いつもならそのあたりで仲裁が入るが、今回は来なかった。

　残念ながらアリエッタは険しい登りの道程に疲つかれ切きっていて、その余力がないようだ。彼女は今、デボールに背せ負おってもらっている。

　デボールは背に人一人が座すわれる輿こしのようなものを背負っていて、それにマリアンデールを乗せたりしていたのだが、疲れたアリエッタを見かねたマリアンデールが、そこを譲ゆずってあげていたのだ。

　デボールの方は、他の者と話している最中で、フィリア達の様子を見ていない。これは自分が止めるしかなさそうである。道みち幅はばは狭せまいし、右手は谷底、左手は岩がん壁ぺきなのだ。

　口論ならともかく、こんな所で暴れて、足でも踏ふみ外はずしたら大変な事になる。

「お前等ら、いい加減に――」

　そう言って踏み出した矢先、マリアンデールの足元の岩が崩ほう落らくした。

「きゃ――!?」

　小こ柄がらな体が、大きく傾かたむいた。運の悪い事に、乾いた谷底の方に。

　これでは落ちる！　しかし――

「危ないっ！」

　フィリアがマリアンデールを強く引っ張り、岩壁の側に無理やり戻す。

　しかしその反動で、今度はフィリアの体が、細い道幅の外側に投げ出された。

「ああっ!?　フィリアーッ！」

　アリエッタの悲鳴の中、フィリアの姿は、足元からスッと落ち始めて行く。

　その時リオスは、全力で走り込んでいた。

「クソッ！」

　崩くずれた足場の縁ふちに滑すべり込み、身を乗り出しつつ手を伸ばす。

　それは幸運な事に何とか間に合い、フィリアの細い手を掴む事が出来た。

「あ……リオス……」

「ったく……！」

　引っ張り上げようと、力を込める。

　すると、かかる負ふ荷かに負けたのか、先さき程ほど崩くずれた部分がさらに大きく崩れる。

　均きん衡こうが崩れ、こちらの体も谷底に向けて放ほうり出された。

「うおっ!?」

　落ちる！　ならば、やる事は――

「『二重展開ツイン・エヴオルト』っ！」

　可能な限り、落下の衝しよう撃げきに耐たえ得るように準備をするしかない。

　そしてフィリアの体を抱え込んで、自分の背中を地面に向ける姿勢を取る。

　あとは、幸運を祈いのるのみ。

　ラーン達の悲鳴を聞きながら、リオスとフィリアは深い谷底へと落ちて行った。




◆◇◆




「おい、リオス！　しっかりしろ！　起きてくれよっ！」

　切せつ羽ぱ詰つまったような、泣き出してしまいそうな、そんな声。

　早く起きて、安心させなければ。そんな事を思いながら、リオスの意識は覚かく醒せいした。

「ん……？　っててて、気ぃ失ってたのか、俺は」

　装着者が意識を失えば、魔ま力りよくの供給が途と切ぎれてしまい、装そう甲こうは維い持じできない。

　今はオーグルもサラマンデルも、元の精せい霊れい銀の腕うで輪わに姿を戻している。

　どうやら落下の衝撃で、そうなったらしい。

　仰あお向むけに倒たおれているこちらを、フィリアが心配そうに覗き込んで来ていた。

「な、なあ。大丈夫か？」

「ああ……何とかな」

　背中と後頭部が、相当に痛む。が、逆に言うとそれだけである。

　周囲は大小の岩が散乱し、中には尖とがった物もある。

　そんな中で落ちた場所は平らな場所であったし、僥ぎよう倖こうだろう。

「お前は？　怪我けがしてねえか？」

「うん、オレは何とも……お前が下した敷じきになってくれたから……ありがとう」

「そっか、よかったな」

　リオスは半身を起こし、それからフィリアの頭をぽんと一つ撫なで、立ち上がった。

　上を見上げると、下を覗き込むラーン達の姿が、相当に小さい。

「リッちゃーん！　大丈夫!?」

　声を張り、呼よび掛けてくるラーン。

「ああ大だい丈じよう夫ぶだ！　わりいな、ヘマしちまって！」

　リオスも上に向けて、声を張り上げた。左右の峡きよう谷こくにそれが反はん響きようし、くぐもったような響ひびきで、自分の耳に戻ってくる。

「ナワ降ろすからさ！　上がってきなよ！」

「いや、その辺崩れやすくなってるから、逆に危ねえよ！　俺達はこのまま谷底抜ぬけちまうぜ！　地図見た感じじゃ、同じとこに出られるはずだ！」

「とか言って、フィリアちゃんに助すけ平べえな事しようとしてるんでしょ!?　いかんよー、リッちゃんってば！　そういうのはお家に帰ってからにしないとさぁ！」

「てめえ合流したら一発殴なぐる！　覚えとけよ！　さっさと行け！」

「ほいほい、それじゃあまたねー！」

　手を振ふってリオスに応じると、ラーンは上の人間達に声を掛け、出発して行く。

　こちらも、進む事にしよう。

「こっちも行くぞ」

　落ちた荷物を拾い上げつつ、呼び掛ける。

　するとフィリアは、赤らめた顔をこちらから逸そらす。

「オ……あ、あたしに何するつもりだよ！　あ、あんまヘンな事は嫌いやだからなっ！」

「するかアホ！　もっと色気とか身に付けて出直して来いっ！　ほら行くぞ！」

　言い放って歩き出すと、フィリアも黙だまってついて来る。

「なあ」

　暫く行くと、後ろから声がかかる。

「何だ？」

「その……ごめん。足引っ張っちゃって」

「ん？　別に謝あやまる必要なんてねえよ。お前はマリーを助けたんだし、よくやったな。まあ喧けん嘩かばっかしてんのはどうかと思うけどよ」

「でも、お前の役に立ちたかったのに……また助けられちゃって、こんなんじゃ駄だ目めなんだよ。役に立てるとこ見せないと、お前オレを精霊操者にしてくれないだろ？」

「いや、別に役に立とうが立つまいが、認めねえけどな」

「ええっ!?　何でだよ!?　聞いてねえぞ！」

　小走りに駆かけ寄よってこちらに並び、フィリアは文句を言って来る。

「そりゃ言ってねえしな、とにかくダメなもんはダメだ」

「だから何でだよ!?　オレは強くなりたいんだ！　もう母ちゃんみたいなのはゴメンだから！　お前やアリエッタ達を守れるようになりたい！」

　必死に訴うつたえる表情は、真しん剣けんそのものである。

　そして、フィリアが助けたいという人間の中に、自分がいた事が秘ひそかに嬉しい。

　顔に出さないようにするのに、ちょっとだけ苦労した。

　だが認める認めないの話は別だ、今はまだ、フィリアは危なっかしい。

　もう少し心と頭が成長してからでも、遅くはない。素質は十二分にあるのだから。

　初めて触った精せい霊れい装そう甲こうを展開して見せた上に、アリエッタの作った抗こう結けつ界かい紋もん章しようの弾だん丸がんに魔力を込めれば、キルマールのペリュトンの装甲を貫つらぬく程の威い力りよくを出した。

　これらの成果は、リオスの持つ常識では測れない。それ程の才能だ。

「心構えはご立派だがよ。見回りの報告書も書けん奴やつに、務まるとは思えねえな」

　取とり敢あえずそう言って、はぐらかしておくことにする。

「あんなの、書こうと思ったらいつでも書ける！」

「書いてから言え、口だけじゃ何とでも言えるんだよ」

「書けるもん！　あれ、わざとだし！」

　と断言してから、しまったという表情。

「……おいコラ。どういう事だ!?　舐なめてんのか!?」

　流石さすがに聞き捨てならない。リオスは凄んだ。

　フィリアはちょっとばつの悪そうな顔で、説明を始める。

「最近お前があたしに話し掛けて来るのって、怒おこりに来る時だけだったんだもん。何も無けりゃ無視だし、こっちから話しに行っても、邪魔すんなとか言って怒るし……」

「ぬ……!?」

　身に覚えは、ない事もない。基本的に人は叩たたいて伸ばすので、わざわざ褒ほめに行ったりはしない。半面怒る時は、自分から積極的に行く。

　そして仕事中、作業場にフィリアが雑談しに来たのを追い返した事もある。

「何かつまんないなーって思ってたら、ミレイユがさ、『だったら毎日怒られるような事をすればいいんですよ』とかって言うから……」

「あいつめ……！」

　戻もどったら文句を言おう。絶対に言おう。そう心に誓ちかう。

「でも、お前ホントに毎日毎日怒りに来るから、あたしが書いたのを、いつもちゃんと見てるんだなーっていうのは分かったよ。何かちょっと嬉しかった」

　言って、照れ笑いみたいなものを浮うかべる。

「……とにかく、もうそれは止めろ。話したいなら仕事終わった後とか、休みの日だってあんだから、その日にでもウチに来い」

　そう告げると、恨うらめしそうな顔をされた。

「お前の家、どこにあんのか知らないんだけど」

「ん？　教えてなかったか？」

「教えてもらってない！」

「……まあ俺おれも悪かったかもな――そうだな、今度一回ウチ来いよ。場所教えるから」

　どうも叩いて伸ばすだけでは、フィリアには伝わらないらしい。

　こっちも考えを改めねばなるまい。

「今度じゃなくて、いつかはっきりしてくれなきゃ行かない」

「んじゃ、ライオードに戻った初めの休みな。だからちゃんと報告書書け。そしたら、精霊操者の事も考えてやる」

「ホント!?　わかった。そうする」

　ころりと表情を変えて、満足そうに顔をほころばせる。

　甘あまやかし過ぎかもしれない。が、この顔を見ていると、それもいいのだろうと思えた。

「さ、ちょっと急ぐぞ。上の奴やつ等らに遅おくれてられねえからな」

「うん！」

　フィリアはそう答えて、元気よく飛とび跳はねて見せた。
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　ズメイ火山周辺の地下には、多くの自然洞どう窟くつがあると道案内役の人間は言っていた。

　調査隊が目指すのは、そのうちの一つで、数ある洞窟の中でも最大のものだ。

　谷底を抜けたリオス達たちは、曲がりくねった山道を行く本隊より、先に目的地に到とう達たつしていた。時間的には、昼下がりと言ったところ。まだ、動き回れる時間ではある。

「さて、どうすっかねえ」

　洞窟手前の開けた場所に荷物を置くと、リオスはそう呟つぶやいた。

「先に見に行こうぜ！　面白そうだし！」

「……あのな、お前。もしかしたらとんでもねえバケモンがいるかも知れねえんだぞ」

「竜りゆうの事だろ？　いるなら見て見たいし、行こうぜ！　どうせいつかは行くんだし」

「まあ……な」

　先行して何か危険なものを見つけられれば、後から大人数が来てもそれを回かい避ひさせる事が出来る。少人数での先行偵てい察さつも悪くは無い。

　リオスは荷物の中から手持ちのランプを用意し、洞窟の入り口へと足を向ける。

　周囲は溶よう岩がんが冷えて固まったものであろう岩が散乱しており、なかなか歩きにくい。

　入り口は大きく口を開けており、結構奥おくまで、日光の明かりが届く。

「なあ、あれは……？」

　フィリアが指差すのは、洞窟の壁へき面めん。

　そこに刻まれているのは、長い首に大きな翼つばさ、凶きよう悪あくに反そった角に鋭するどい爪つめと牙きばをした、爬は虫ちゆう類るいに近い生物の姿である。

「ズメイの浮彫レリーフだな。お前が見たがってる竜だ。本物が本当にいたとして、その姿かどうかは知らねえけどな。これは三竜りゆう信しん仰こうでの姿だ。ま、空想だよ」

「何でこんなとこにあるんだ？」

「そりゃあこの辺は三竜信仰の聖地だし、そういうのがあっても不思議じゃねえだろ」

　そう答えると、フィリアは首を捻ひねる。

「でもさ、だったら前に人が来てたって事だろ？　ホントに竜がいるなら、もう見つかってるんじゃないのか？」

「だから俺が眉まゆ唾つばだって言ってただろ。みんないるわけねえって思ってんだよ」

「じゃあ何で来たんだよ？」

　ますます分からない、と言いたげな表情。

「……精霊装甲を開発したすげー頭のいいヤツが、いるって言ったんだとよ。そいつが言うなら、調べてみる価値はあるかも知れねえって事で、こうしてるわけだ」

「ふうん……なるほど」

　歩を進めて行き、やがて日光が届かなくなると、リオスは持って来た明かりを灯ともす。

　ぼんやりと照らされる壁面には、未いまだ浮彫や壁へき画がが続いている。相当、年季が入っているようで、半分近くは崩れ落おちてしまっているが。

　やがて壁面の幅はばが狭くなり、二人並んで歩く事が出来なくなる。

　前を歩いていると、フィリアは何も言わずにこっちの軍服の裾すそを掴んできたが、こちらも何も言わず、好きにさせておく。

　そして更さらに進んで行くと、また壁面の幅が広がり、かなり巨きよ大だいな空くう洞どうに出た。

　上を見上げると、わずかに外の光が差し込む。

　足元の小石を蹴けると、その音が乾かわいた響きで反響する。

　ひんやりとした空気の、静まり返った世界。何とはなしに、物もの寂さびしい感じがする。

「ここが終着かねえ」

　一見した感じ、ただの広間だ。中央には小さな祭さい壇だんのようなものが見える。

　とりあえず、祭壇に近づく。

　それは岩で出来ており、朽くちた燭しよく台だいや文字によって飾かざられている。

「この文字は……オフィンバンド島の古語だな、魔ま法ほう文字の類たぐいじゃねえ」

　となると、これは三竜信仰に縁のある何か、という事になる。

　魔法文明の遺い跡せき、というわけではなさそうだ。

「へー」

　と、感心したのか興味がないのか、どちらとも取れそうな相あい槌づちを打つフィリア。

「となると――だ」

　リオスは祭壇の上にランプを置き、周囲を見み渡わたした。

　来た道以外に、出口もなさそうである。

「何もねえな。こりゃ空から振ぶりかねえ」

　肩かたを竦すくめる。とりあえずここをくまなく調べるくらいの事はしても良いが、それは本隊と合流してからでもいいだろう。面倒臭い事は、なるべく大人数で分かち合いたいものだ。

「なあ、あっちは？　見なくていいのか？」

　そう言って指差すのは、何もない岩壁である。

「あん？　なんもねえだろ」

「え？　あるだろ？　奥に続いてるし」

　フィリアはきょとんとしてそう述べるが、首を捻りたいのはこちらである。

「何もねえよ、何言ってんだ」

「あるってば！　ほら、来いよ！」

　こちらの手を引き、件くだんの壁かべの前に。

　少女は躊ちゆう躇ちよ無く、壁に向かって踏み出だす。このままでは頭をぶつける。

「おい待てよ！　ぶつかるっての！」

「はぁ？　大丈夫だって！　ホラ！」

　制止を聞かず、更に前に。

　そしてフィリアの体は、壁にぶつからず、めり込んでしまった。

「な……!?」

「こっちこっち！」

　引っ張られたリオスも、つんのめりながら壁に接近し――

　そして、すり抜けた。痛みも何もなく、壁が幻まぼろしであったかのように。

　壁の奥の光景は、それまでのありきたりな洞窟ではなかった。

　まるでどこかの城の中のような、整然と整えられた通路である。

　上下左右の壁には魔法文字がびっしりと刻まれており、それ自体が淡あわい緑色に発光している。基き盤ばんとなっている石は黒い色をしており、触ふれるとすべすべした手触りである。

　魔法文明の遺跡――そうとしか考えられない代しろ物ものだった。

「な？　あるだろ？」

　どうだと言わんばかりに、フィリアは平らな胸を反らす。

「あ、ああ……」

　外からはただの岩壁にしか見えず、この魔法文字の光も届いてはいなかった。

　少なくとも、リオスの眼めにはそう見えた。

　仕組みは分からないが、幻を操あやつる魔法に近い何かで、偽ぎ装そうされていたのだろうか？

　だとしたら、精霊装甲を展開し、魔力を使える状態であれば見えたのだろうか？

「おいちょっと待て！」

　リオスはフィリアを引っ張って壁の外に戻ると、左手の――鉄を象しよう徴ちようする精霊、オーグルの精霊装甲を呼び覚ます。

「？　何してんだよ？」

「ちょっと黙ってろ！」

　展開を終えると、目を凝こらして壁を見る。岩壁の姿は、ややぼんやりと、揺ゆらいでいるように映った。が――遠目からは何の変へん哲てつもない岩壁に見える程度だ。

「お前にはどう見えてるんだ？　岩の壁は見えるのか？」

　リオスの問いに、フィリアは首を振る。

「いや？　光ってる道しかねえよ？」

「……どういうこった」

　思わず唸うなる。こちらは精霊装甲まで展開してこの程度なのに、生身のフィリアが完全に幻げん覚かくを見破っていると言うのだ。

　精霊装甲を展開して変化が出たという事は、これは魔法的な何かが作用している筈はずだ。

　そして、リュミエール大結界は、あらゆる生き物の魔力の働きを抑よく制せいする。

　それを緩かん和わするのが抗結界紋章だ。結界の効果を緩和するが故ゆえに、精霊への魔力の伝達が可能となり、精霊操者は魔法を扱あつかえるのである。

　つまり精霊装甲も展開せず、これを見破るのは不可能なはず。

　少なくとも、リオスの知っている世界の法則では。

「何だよ？　変だぞ、お前」

「いや……とりあえず、今いきなり通路が見えた事は、他ほかの奴には言うな。いいか？」

　余計な面めん倒どうを抱かかえ込む事に繋つながりかねない。これはそれ程に、驚おどろいていい事態である。

「え？　うん、まあいいけど」

「絶対だ、約束しろ！」

　こちらの剣けん幕まくに圧され、フィリアは驚いたように首を縦に振る。

「わ、わかったよ……約束する」

「よし。じゃあ――奥行ってみるか」

　精霊装甲を解き、再び通路の中へ。

　あのような幻覚による偽装が働いている以上、この遺跡はまだ活動中の可能性もある。

　何があるか分からない。慎しん重ちように、歩を進める。魔法文字に照らされた通路は、そう長くはなかった。二つ程ほど曲がり角を過ぎると、壁に突つき当あたった。

　その壁は他と同じで、黒い石に魔法文字の刻まれた外見であるが、リオスの身長より少し高い所に、丸い球体が埋うめ込まれていた。

　それは他とは違ちがう青い色で、不思議な輝かがやきを放っている。

「何だこりゃ？　行き止まりかよ」

　目の前に立っても、何も起こらない。

　念のため精霊装甲を展開してみても、変化はない。少し気味が悪かったが、球体に直接触れたり叩いたりしても、同じである。飽あきたフィリアが、つまらなさそうに言い放つ。

「何だよ、もっともらしい感じのクセに」

「……だな、これ以上はどうしようもねえのか……？」

「おーい！　何かあるんだったら見せろよ！　せっかく来たんだからさ！」

　フィリアは青い球体に向け、そう呼び掛かける。

「アホか。言って分かるわけねえだ……ろ」

　言葉の最後が震ふるえたのは、突とつ然ぜん起きた地じ響ひびきのせいだ。

「何だ……!?」

　足元がかなり揺さぶられ、リオスは地面に膝ひざをつく。

　フィリアも同じように、座すわり込む。それを庇かばいながら、揺れが収まるのを待つ。

　幸いこの通路の造りは頑がん丈じようで、どこかが崩くずれ落ちるという事は無かった。

　かなりの長い時間の揺れを経へて、ようやく振しん動どうは止まった。

「……何だったんだ？　てか、来た道塞ふさがってたりしねえだろうな……」

　リオスはそう呟いた。不安である。生いき埋めなどぞっとしない。

「出てみようぜ、ここ何もねえし」

「ああ、そうするか」

　フィリアに同意して、引き返す。光る通路を歩きながら、変化に気がついた。

「？　暑いな……」

　先さき程ほどまでは、ひんやりとした空気だったはずだ。

　それが、広間に近づくにつれどんどん熱気を感じるようになった。

　祭壇の広間に出る。

「！　こりゃあ……」

　そこは、先程までの様子とは、一変していた。

　祭壇を中心とした一帯が円形に崩れ落ち、無くなっている。

　そこに出来た空洞には、魔法文字の刻まれた螺ら旋せん階段が現れていた。

　それはずっと下に続いている様子で、螺旋の隙すき間まから下の様子を見る事が出来る。

　色で表すならば、赤一色。ここまで熱気を運んでくるそれは、煮にえたぎる溶岩の海だ。

　地じ獄ごくの窯かま――そんな表現が似つかわしい。

「す、すげえ……」

　フィリアも呆あつ気けに取られている様子だ。

　これが、このズメイ火山の魔法文明遺跡の正体だろうか？

「な、なあリオス？　どうする？　行ってみるか？」

「いや、ラーン達と合流してからにしよう」

　魔法文明の遺跡については、自分は門外漢だ。これ以上は、知識のある人間を伴ともなった方がいい。リオス達は一度外に出て、後続を待つことにした。




　そして洞窟前の広場で待つ事、しばし。ラーン達本隊が追いついて来た。

「おーい！　リッちゃーん！」

　先頭に立って、駆け寄って来る第二王子。目の前に来ると、リオスは無言で拳こぶしを握にぎる。

　そして、それをラーンの腹にぶつけた。

「ぐおっ……!?　何!?　い、いきなりひどくない……!?」

　うずくまって、涙なみだ目になるラーン。

「合流したら一発殴るって言っといただろ」

「ああ、遠い昔にそんな話もあったような……」

　そんなこちらは無視して、アリエッタがフィリアに抱だき着ついていた。

「フィリアー！　よかったぁ！　心臓止まるかと思ったよぉ！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　ぴんぴんしてるって！」

「んみゃー。お前のおかげでマリーお嬢じようも無事だったみゃ。ありがとみゃー」

　デボールも独特の口調で感謝を述べている。

「ささ、マリーお嬢もお礼言うみゃ」

　そう促うながされたマリアンデールは、フィリアの前に立つ。

「ありがとうございました。助かりましたわ」

　そう言って、頭を下げる。照てれ臭くさいのか、ちょっと不ふ貞て腐くされた表情ではあるが。

「……ですが、わたくしあなたを認めたわけじゃありませんから！」

「はぁ!?　素す直なおにありがとうって言えねえのかよ、お前は！」

「残念ながら、あなたにそんな価値を見み出いだせませんわね！　そもそもあなたが、人の尻尾しつぽを結ぼうとなんてするからでしょう！」

　また睨にらみ合あいが始まる。

「おい止めろ、お前等ら。いい加減にしねえとぶん殴なぐるぞ」

　と、凄すごむのだが、マリアンデールには通用しなかった。

「あ、リオス様。ごきげんよう。そう言えば、喉のどなど渇いておられませんか？」

「ん？　まあちょっとはな」

　と答えると、マリアンデールはいそいそと自分の水すい筒とうを取り出して、差し出す。

　それは木製で、外側を革で覆おおってあるものだった。

「まあ、いけませんわ。これをお飲み下さいませ」

「ああ、どうも……」

　何だかよく分からないが、取り敢えず渡わたされたので口をつけようとする。

　すると横からフィリアの手が伸のびて、水筒を奪うばわれた。

「ああっ！　何をなさいますの！」

　マリアンデールが非難の声を上げる中、フィリアは水筒の中身を、ごくごくと飲み干してしまった。そして空になった水筒を、ぽいと投げ捨てる。

「もう！　リオス様にお口をつけて頂いて、洗わずにとっておこうと思いましたのに！」

　悔くやしそうに、水筒を拾い上げるマリアンデール。

「いや、やめてくれ……洗って使ってくれ」

　思わず呟く。流石にそんな事をされると、ちょっと怖こわい。

「ふん！　させるかよ、バカ猫ねこ！　キモいんだよお前！」

「まあ!?　わたくしは自分の気持ちに正直なだけですわ！」

「……もういい。先行くから飽きたら来い」

　リオスは匙さじを投げ、ラーンに声を掛けて洞窟に再度向かった。

　フィリアとマリアンデールは慌あわてて追って来て、一応全員で探たん索さくを再開する。

　見つけた経緯いきさつは適当にはぐらかしつつ、三竜信仰の祭壇地下に出来た、巨大な螺旋階段に皆みなを案内した。それを見た調査隊の面々は一様に驚き、表情を引ひき締しめた。

　そして慎重に、溶岩の海が待つ地下へと降おり始めた。




　長い長い螺旋階段を下り終えると、溶岩の上に浮かぶ小島に辿たどり着く。

　そこも魔法文字がびっしりと刻まれた、黒い石で出来ている。

　小島からはこれも同じ材質の橋が架かかっており、それが続くのは、この巨大な窯の隅すみっこ――岩がん壁ぺきがくり貫ぬかれて、建造物のようになっている部分である。

　そこに向かい、リオス達は橋を渡っていた。

　眼下の溶岩の海から伝わる熱は、全身から汗あせを噴ふき出させ、それが着ている服を濡ぬらして肌はだに張り付いて来る。その感かん触しよくが、気持ち悪い。

　だがそれよりも気持ち悪い――と言うより、不気味なものを、リオスは感じていた。

「リッちゃん。何かさあ、見られてる感じ、するよね？」

　横に並んだラーンは、やや表情を引き締めている。珍めずらしい事だ。

「ああ――何だろうな」

「戦せん闘とう生物の生産工場なんだっけ。侵しん入にゆう者しやを迎げい撃げきするための仕組みとか、あるのかもね」

「かもな」

　いつ何が起こるか分からない。油断はできない。

　が、後方ではデボールが緊きん張ちよう感無く叫さけんでいた。

「あっちいみゃー！　鱗うろこが焼けちまうみゃ！　マリーお嬢、魔法で涼すずんでいいかみゃ!?」

「どんな危険があるか分かりませんのよ。魔ま力りよくは無む駄だにするべきではありませんわ」

「あ、いいよー。やれるならやっちゃって。後で俺、何とかしちゃうからさ」

　ラーンが振ふり返かえり、安やす請うけ合いしている。だが言っている事が間ま違ちがいでないのは、リオスには分かっていた。だから止めずに見ているのみ。

「そうですわね……王子がそう仰おつしやるなら。いいですわよ、デボール」

「んみゃー！　じゃあ、やるみゃ！」

　デボールは嬉うれしそうに、精せい霊れい装そう甲こうを展開した。精せい霊れい銀はデボールの変わった体型に合わせ、きっちりと全身を覆う。装そう甲こう表面の抗こう結けつ界かい紋もん章しようの色は水色。

　そして精霊としての特とく徴ちようは、背中の部分に、背びれのような形で現れる。

　レモラ。頭に吸きゆう盤ばんを持つ魚の姿をしているとされる精霊である。

　精霊の大分類である属性は水、小分類である象徴は、泡ほう沫まつ。力の階級は下級である。

　鰐人は、物理的な戦闘能力を高めるために生まれた種族だ。扱う精霊が下級でも、総合的な戦せん闘とう力りよくは侮あなどれないものがあるだろう。

　デボールは即そく座ざに両手を叩たたき合わせると、『泡あわ』を表す魔法の印を切る。そして、もう一度手を叩き、魔法の発動を精霊に伝える。するとリオス達を覆うように、表面を薄うす青あおく発光させた泡のようなものが現れる。これは、泡あわ状じようの球体による防ぼう御ぎよのための魔法だ。

　涼むために使えるとは知らなかったが、中は先程よりも随ずい分ぶん気温が下がり、快適だ。

「おお！　涼しい！」

「うん。気持ちいいねえ」

　無む邪じや気きに喜ぶフィリアとアリエッタを見て、デボールは嬉しそうだ。白い色をした喉の所が、小刻みに震えている。

　デボールのおかげで暑さが和やわらぎ、機き嫌げんよく歩を進めていたが――

　暫しばらくの後、変化が起きる。足元の魔法文字の色が、薄うす緑みどりから赤になったのだ。

「ん？　何だ？」

　その変化はあっと言う間に、溶岩の海の上に架かる橋全体に及およぶ。

　何か、嫌いやな予感がした。詳くわしそうな人間に、尋たずねてみる。

「アリエッタ！　何か分かるか!?」

「え……っと。た、多分……魔法文明の遺跡では、赤く光ると――悪意のある侵入者だって見み做なされてるって聞いた事があるような……」

　答えるアリエッタは、既すでに脅おびえ始めていた。

　間かん髪はつ入いれず、デボールが甲かん高だかい声を上げる。

「んみゃー!?　あっちがえらいこっちゃみゃ！」

　溶岩の海に、大波が起こっていた。それはリオス達が来た浮うき島しまに、滝たきのように真っ赤な飛沫しぶきを降らせる。飲みこまれたら、ひとたまりも無かっただろう。しかし安あん堵どはしていられない。溶よう岩がんは、橋にまで降り注ぎ始める。まるで、こちらを追いかけるかのように。

「やばい！　向こうまで走れ！」

　奥おくの建造物を指差し、全員に促す。

　どうにか追いつかれずに岸に。そして建造物の手前まで到とう達たつする。

　溶岩もそこまでは届かない様子だった。何とか助かった、と全員で息を吐はく。

　が、すぐそれを打ち消す事になった。

　後ろを振り返り、見たからだ。溶岩の海から起き上がる、異形の姿を。

　長い柱のような六本脚あしは、人の身長程もあり、楕だ円えん形けいの胴どう体たいを高く持ち上げている。

　それにくっついた頭には、鋭い牙と赤い複眼。

　体の表面は溶岩で覆われており、真っ赤に煮えたぎっていた。

　リオスが知っているもので一番近いのは、蜘蛛くもだろうか？　足がいささか長すぎるが。

　溶岩の高肢蜘蛛――とでも言えばいいのだろうか。

　その数は一体や二体ではなく、数十もの個体がこちらに向かって来る。

「……めんどくせえ事になってきやがった」

　その言葉を否定する者は、誰だれもいない。

　この遺跡自体、侵入者を嵌はめるための、大おお掛がかりな罠わなであったとでも言うのか。

　だとしたら、遥はるか長い時が経ってから、それに引っかかる愚おろか者もの達たちがいる事など、これを建造した当時の人間は、考えもしていなかっただろう。

　ともあれ確実に言える事。それは、こちらに退路は無い。

「やるしかありませんわね……！」

　マリアンデールが、真っ先に眦まなじりを決する。

　普ふ段だんの様子はさておき、精霊操者としての彼かの女じよは、なかなか肝きもが据すわっているようだ。

「……だな」

　面めん倒どう臭くさい事この上ないが、そうも言っていられない。リオスは指示を飛ばす。

「フィリア、アリエッタ。中に隠かくれながら、例の弾たまで援えん護ごしろ」

「うん！　任せろ！」

「わ、分かった！」

　建造物を指差して言うと、二人は頷うなずいて、中に走って行く。

　見た所高い位置に窓もある様子で、狙そ撃げきには向いていそうだ。

「他の皆も、中に避ひ難なんねー」

　道案内役や調査要員達たちに、ラーンは呼よび掛ける。

「よし――やるぞ！」

　幸いこの辺りの地面はそれなりに広い。立ち回りを演じるには事欠かない。

　リオスは、皆の最前面に立つ。少し後ろの左右の脇わきに、マリアンデールとデボール。

　ラーンはやや下がって、建造物の入り口のあたりに陣じん取どった。

「二人とも、全力で行くぞ！」

　リオスは二重展開を済ませると、左右の二人に呼び掛けた。

　魔力の枯こ渇かつは、精霊操者にとって致ち命めい傷しようである。

　尽つきてしまえば、魔ま法ほうは勿もち論ろん、精霊装甲の展開自体も出来なくなる。

　それではただの歩兵と同じ。その状態で倒たおされることは、最も避さけなければならない事態であり、恥はずべき事でもある。だが今はラーンがいる。それを気にする必要は無い。

　リオスは両手を叩き合わせ、『鉈なた』と『弾』の印を切った。

　現われるのは、炎ほのおにその身を覆われた片かた刃はの巨剣けん。

　巨きよ人じんの鉈。こちらの身長程もあり、幅はば広ひろで反りのある武骨な形状だ。

　そしてこの剣は精霊の――オーグルの加護により、重みを感じずに振り回まわせる。

　地面に刺ささった巨人の鉈を引き抜ぬき、構える。そして前方を見る。

　こちらに向かって来る大蜘蛛の集団は、まだ溶岩の上にある。

　その距きよ離りを、リオスは『変』の印の魔法により埋めた。

　刀身に印を描えがき、身長より遥かに長く伸ばす。それを思い切り、振りかぶる。

　先制攻こう撃げき！

「喰らえよバケモンっ！」

　ぶうん！　と風を切る音。

　薙なぎ払はらう軌き道どうで振り抜かれた巨人の鉈は、軽く十体以上の蜘く蛛も達たちの脚や胴どうを粉ふん砕さいした。

　そして一仕事を終え、元の長さに戻もどる。

「凄い――！」

　マリアンデールが目を丸くしていた。

　普段なら、こんな事を続けるとすぐに魔力が尽きる。だが、今はこれでいい。

「さっすがリッちゃん！　じゃあ俺おれも――『展開』！」

　ラーンの体を覆う装甲。それは精霊銀自体が、淡い草色に彩いろどられている。

　抗結界紋章が刻まれていない部分が、だ。基本的に精霊銀は銀色である。

　これは精霊の強い力が、精霊銀自体の色に影えい響きようを及ぼしているために起こる。

　つまり、それほどに力のある――上級精霊の精霊装甲だからである。

　全身の抗結界紋章の色は緑。頭部から同じ色の四つの尖とがった耳のようなものが生えており、腰こしの後ろからは動物の尻尾のように、これも同じ色の毛がなびいている。

　これが、精霊フォーンの精霊装甲だ。属性は風、象徴は音、階級は上級である。

　フォーンは上半身が美しい青年、下半身が鹿しかの足をしているとされる精霊である。

　特とく徴ちよう的てきなのはその強い力に見合わず、非常に穏おだやかな性質をしており、魔法にもその性質が現れるという事だ。つまり、他者を攻撃するようなものは一いつ切さいない。

　扱える魔法は、一種類のみ。『笛』の印である。

　ラーンはすぐに、その『笛』の印を切る。するとその手の中に、縦に長い筒つつ状じようのものが現れる。それは所々に穴が開いており、先せん端たんの息を吹ふき込む場所はやや細い。

　楽器――笛である。

　魔法によって生み出だされたそれは、正確にはフォーンショームという。

　このショームの音色は、旋せん律りつによって異なる、様々な効果を生む。そのうちのいくつかはリオスも体験したことがあるが、概おおむね相当な益を聞く者にもたらす。

　ラーンが、フォーンショームを口に咥くわえる。するとそこからは緩ゆるやかな、染しみ入いるような旋律の音が聞こえ出す。勿論これは、ただの音楽では無い。

　消しよう耗もうした魔力が、急速に漲みなぎって行くのが分かる。

　これが、この旋律の効果。つまり魔力の補ほ充じゆうだ。精霊装甲フォーンの真骨頂である。

　ラーンの力があれば、魔力は後から後から湧わいてくる。

　尽きた時の心配をする必要はないのだ。

　この旋律の影響下にある精霊操者は、精霊装甲の運用の基本――戦力は高いが、活動時間は短く使い所を考える必要がある、という呪じゆ縛ばくから解放される。

　その高戦力を、ずっと維い持じする事が出来るようになるのだ。

　これは、精霊装甲の兵装としての弱点を完全に克こく服ふくしてしまうものであり、ラーンが影響下に置く精霊操者の数が多ければ多い程、総合的な効果は大きくなる。

　故にラーンが集団を率いれば、同じ数を引き連れたリオスにまるで勝ち目がないと思えるのである。こちらの魔力は永続しない。向こうはする。これでは勝負にならない。

　ラーンという精霊操者の真価は、敵と戦う事でなく、味方を引き立てる事によって発揮されるのである。

「わたくしも、手加減なしで参りますわ！」

　マリアンデールが描いた『錐きり』の印は、彼女の眼前に複数の黒い塊かたまりを浮うき上あがらせる。

　それは先の尖った三角かく錐すいの形をしており、その先端を異形の集団に向けている。

「行きなさい！」

　黒い塊は弾だん丸がんのように飛び出し、敵てき陣じんを強きよう襲しゆうする。

　蜘蛛に当たると、破は裂れつ音おんと共に黒いもやのようなものが広がり、それが晴れた後には粉砕された溶岩生物の姿があるのみ。

　相当な威い力りよくである。任命式の夜に見えたのは、彼女の力のほんの一いつ端たんというわけだ。

「なかなかのもんだ！」

　十分、戦力になってくれそうだ。素直にそれを認める。

「まあ、ありがとうございます」

　笑えみを浮かべるマリアンデール。その頭上を、水色の光が宙に尾おを引きながら走って行った。それは蜘蛛を撃うち貫つらぬくと、後ろのものを貫く。更さらにその後ろも――

　当たる物が無くなるまでそれを繰くり返し、視界から消えて行く。

「後ろから!?　何ですの!?」

「フィリアの銃じゆうだ。数少ないあいつの特技だよ」

　と教えると、マリアンデールは驚おどろいたようである。

「まあ……あの方があれを……？」

「ちょっとは見直したか？」

「まさか！　あんなの大した事ありませんわ！」

　強く首を振って、否定する。しかしあの驚いた顔は、フィリアを見直した証しよう拠こだ。

　マリアンデールの腕うでは確かである。ならば、見るものを見れば分かるはずだ。

　要するに、素直でないというだけなのだろう。

「この調子でどんどん潰つぶすぞ！　あいつらを後ろの建物に入れるな！」

「ええ！」

「みゃー！」

　倒すそばから、どんどんと異形は湧いて出て来ている。

　こうなったら持久戦だ。向こうが涸かれ果はてるまで、倒し続けるしかない。
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「アリエッタ！　次！」

　フィリアがそう要求して手を伸ばすと、アリエッタは抗結界紋章の弾丸を装そう填てんした銃を手渡してくる。だがその顔つきには余よ裕ゆうが無く、焦あせりが表に出ていた。

「ちょっと抑おさえないと、もう抗結界紋章の弾はあんまり無いよ！」

「ええっ!?　もうかよ！　後何発!?」

　狙ねらいを定めながら、フィリアは尋ねた。

「鉛なまりのはこれで終わりで、精霊銀のが後二つ！　精霊銀のは取っておいた方がいいよ！」

　フィリア達の手元にある弾丸は、三種類ある。

　まずは何の細工もされていない、普ふ通つうの弾丸。そしてアリエッタお手製の、抗結界紋章を刻んだ弾丸が二種類。これは一つは純じゆん粋すいな鉛なまり製せいで、もう一つは精霊銀を鉛で覆ったものであるそうだ。

　威力は精霊銀を使ってある物の方が出るが、材料費と手間が鉛だけの時とは比ひ較かくにならない程ほどかかる――と彼女は言っていた。言わば、切り札である。鉛だけの弾丸でも十分に溶よう岩がん蜘ぐ蛛もを貫けるので、撃つのはもったいない。それは、理解できる。

「でも、大だい丈じよう夫ぶか……!?」

　言いながら発はつ砲ぽうした弾丸は、水色の軌き跡せきを残しながら、複数の敵を貫いて飛び去る。

　フィリア達がいる建物の前の広場では、リオス達が乱戦を繰り広ひろげていた。

　建物の入り口あたりに立つラーンの方までは、まだ敵は到達していない。

　今の所、何とか敵の生まれ出て来る速度に追いつけている。

　それはこっちからも撃ち続けてきた結果だ。止まれば、どうなるだろうか？　敵が湧いて出て来る速度も、全く落ちていないように見える。均きん衡こうが崩くずれてラーンが襲おそわれ、更に建物の中にいる戦えない者まで、襲われる事になりかねない。

「とりあえず、次は抗結界紋章のじゃないやつにするね！」

「うん！」

　アリエッタが装填を済ませた銃と、撃ち終おわった銃を交こう換かん。再び狙いを定め、発砲。パァンと甲高い音が耳を撃つ。何の細工もないただの銃じゆう弾だんは、溶岩蜘蛛の胴体に当たり――

　一いつ瞬しゆん体を傾かしげさせるが、蜘蛛はすぐに元のように動き出す。効いていない！

「くそっ！　もう一回！」

　次を受け取り、今度は体を支えている長い脚を狙う。

　引き金を引く。破裂音と、煙けむりの匂におい。

　脚が折れ飛ぶ。胴体を支える力の釣つり合いが崩れ、地面に倒れ込む蜘蛛。

　これなら、倒せないまでも足止めにはなる！

　フィリアは次々に、蜘蛛の脚を狙撃して行った。

「よ、よく狙えるねえ……やっぱり凄いよ、フィリアは」

　半分呆あきれたような感想を、アリエッタが洩もらす。

「けど、これじゃあ……！」

　こちらの射しや撃げきの威力は落ち、敵を倒す速度が鈍にぶった。ウンディーネには、攻こう撃げき力りよくのある魔法が無い。その穴あな埋うめは不可能だった。普通の弾を撃ち続けるしかない。

　広場組が受け持つ数が増えて、少しずつ後退させられて行く。

「何とかあいつら出て来るの、止められないのかよ！」

　内心の焦りが、素直に口に出た。

「そ、そう言われても……！」

　アリエッタは、困ったように視線を泳がせる。

　きょろきょろと落ち着き無く周囲を見み渡わたしていたが、やがてそれが一点で止まった。

「あれは……!?」

「アリエッタ？　どうしたんだ？」

　フィリア達がいる大部屋は、壁かべの一部が他ほかの黒い色と違ちがって白くなっていた。

　アリエッタの黒い瞳ひとみが見つめるのは、その部分である。

　そこには何やら文字が浮き上がり、その下部には赤い色で月が欠けたような形の図形。

　図形は少し時間が経たつごとに、時計回りに満月の形に近づこうとしていた。

「待機……充じゆう填てん……率？　かな……？」

「読めるのか!?」

「う、うん。ちょっとだけ……」

　アリエッタは壁から目を外さずに、答えだけを返して来る。

「ズ……メ――イ!?　ズメイって書いてるよ！　あれ！」

「えっ？　それって竜りゆうの名前だろ!?」

「うん……下のやつが気になるね……どんどん増えてる！　あれが完成したら――！」

　ごくり、と息を呑のむ仕草。

「どうなるんだよ!?」

「多分だけど――竜が起きてきちゃう！」

「えええっ!?　これ以上増えたらどうしようもねえぞ！　止める方法とかねえのか!?」

「そ、そうだね……何とかしなきゃ……！」

「オレ一人でやっとくから、何か考えてくれ！」

　頷くと、アリエッタは真しん剣けんな表情を作った。やがて白くなっている壁の目の前まで歩いて行き、調べ始める。その間フィリアは弾込めを自分で行い、射撃を続けた。

　とうとう蜘蛛はラーンにまで迫せまり、口から焼けた岩の塊を吐き出したり、牙きばによる直接攻撃を仕し掛かけ始める。

　ラーンは笛を吹くのを続けつつも、華か麗れいな体捌さばきでそれらの攻撃を避けて見せる。

　反応の速さや敵の動きを見切る能力は、リオスにも負けていないかもしれない。

　フィリアからはへらへらしているだけに見えていたが、違うようだ。

　だがそれも一時しのぎにしかならない。ラーンは敵を倒せるわけでは無いから。

　結局は、他の誰かがラーンを囲む敵を倒さなければならないのである。

　それを行ったのは、リオスだった。

　巨人の鉈を片手に、眼前の蜘蛛を斬きり倒しつつ、更に『鉈』と『変』の印を切る。

　すると二本目の巨人の鉈が、リオスの側に寄より添そうように出現する。

　リオスは印を切り終えた左手でその柄つかを握にぎり、抜き放つ。

「そっちに行くんじゃねえっ！」

　振り上げた二本目の鉈は長く伸のび、ラーンに近寄っていた高肢蜘蛛を纏まとめて叩き潰す。

　巨人の鉈の、二刀流だ。こんな事も出来たのかと感心する。

　ただでさえ存在感のある巨きよ大だいな刃はは、二刀が揃そろうと凄すごい迫はく力りよくだった。

「ありがと、リッちゃん！」

　ほんの少し笛を止め、ラーンが言う。

「魔力の消費がデカすぎるから、これはそんなにできねえぞ！　ショームがくれる量を超こえ過ぎちまう！　基本自分で何とかしろ！」

　リオスは二本目を消して一刀に戻すと、そう応じていた。

　やはりこれも、一時しのぎという事らしい。

「あっ……！　そういう事なのかな……！　だから――！」

　丁度その時、アリエッタがそう声を上げた。

「何か分かったのか!?」

「うん！」

　アリエッタは首を縦に振ると、窓に駆かけ寄り、外に顔を出す。

「リオス！　魔ま力りよくを使う量を抑えて！　出来るだけ減らして！」

「何!?　どういうこった!?」

「あのね！　この遺い跡せきは、皆みなの魔力を吸収してあれを生み出してるの！　汽車が石炭で動くみたいに、ここは魔力で動いてる！　はじめはデボールさんの魔力を吸い取って、それからはあれを倒そうとしたみんなの魔力を吸って――！　だから、燃料が無ければあれは出てこなくなると思う！」

「本当ですの!?」

　マリアンデールも、アリエッタに顔を向ける。

「今までここになくて、今あるのは精霊操者の使う魔力だけだよ！　何か別の理由で動き出して人を襲うなら、もうとっくに誰か襲われてるはずでしょ!?　でもそんな話聞いた事もないし……！　急いで！　あの蜘蛛は蜘蛛で魔力を吸って、竜に力を送ってるみたいだから！　このままじゃ起きてきちゃうかも！」

「よし――おいラーン！　ショームはもういい！　中に入っててくれ！　マリーとデボールもだ！　フィリアも精せい霊れい装そう甲こうを解除しろ！」

　と、リオスが指示を飛ばす。

　フィリアもそれに従おうとした時、室内に何か物々しい唸うなるような音が響ひびいた。

　その発生源は、先さき程ほどの白い壁のようである。

　見ると――欠けた月だった図形が、満月の形になっていた。
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　けたたましい警笛のような音が、背後から響く。

　本能的に嫌な予感を掻かき立たてられるが、目の前の現象はリオスの予感を裏切った。

　溶岩の蜘蛛達が、次々に崩れ落おちて行ったのだ。

　どういう事なのか。アリエッタの予測とは全くかけ離はなれている。

　こっちはまだ全員精霊装甲を展開したままなのだ。

「おんやあ？　どーなっちゃってんのかねえ、これ」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような感想を漏もらすラーン。こちらも同じような心境だった。

　予感は杞き憂ゆうで、アリエッタの考えも見けん当とう違ちがいだったのだろうか？

「あれを操あやつっていた力が、無くなったのではないんですの？」

　マリアンデールの推測の通りならば、こちらが消しよう耗もう戦せんに競せり勝かったという事である。

　それがそうなのであれば、結構な事だ。

　気を緩めようとしたリオスの思考を、アリエッタの声が引き止める。

「必要が無くなったの！　ズメイを起こすだけの力を、吸収し終えちゃったみたい！」

「何ですって!?　どうして分かるんですの!?」

「中に、ここの状態を表示している所があるの！　それで――きゃあっ!?」

　言葉の途と中ちゆうに割り込んできた大きな振しん動どうによって、アリエッタは悲鳴を上げる。

　発生源は、明らかだった。

　眼前の溶岩の海が、巨大な渦うずを巻き始めたのだ。

　そして何かを送り出すように、表面に大きな口を開け始める。

「上もみゃ！　フタが開いて行くみゃ！」

　デボールが指差した先では、分厚い岩がん盤ばんの天てん井じようが裂さけて行こうとしている。

　裂け目めは地表まで届いているらしく、その合間から夜の黒と、リュミエール大結界の輝きが目に入ってきた。

　音から感じた、嫌いやな予感。それはきっと、間ま違ちがいではない。

　リオスはそう確信した。溶よう岩がんの渦の底からは、きっと――！

　その場に、また新たな音が響いた。

　それは、咆ほう哮こうである。凶きよう暴ぼうで獰どう猛もうな、生物の声だ。

　聞いただけで身が震ふるえるような、怖おじ気けが走るような――圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感である。

　それに少し遅おくれ、渦の底から巨きよ体たいが飛び出してくる。

　全長は人間の十倍――いやそれ以上。

　体表を覆おおうのは、紅あかく発光する、宝石のような鱗うろこ。

　がっしりと太く、重量感ある胴どう体たい。

　そこから生える四し肢しは、前ぜん肢しに比べて後こう肢しが太く、二本足で立てそうでもある。

　ただ共通して言えるのは、どちらからも凶きよう悪あくに研とぎ澄すまされた爪つめが伸びている。

　顔つきは雄お々おしく、獰猛そのもの。緑色の瞳の色だけが、唯ゆい一いつ柔やわらかい。

　背部からは、胴体よりも大い立派な翼つばさ。

　それが暴風を巻き起こしながら、その体を宙に浮かせている。

　まさに浮彫レリーフにあった姿そのもの――信しん仰こうの対象となる程の、神こう々ごうしさ。

　火竜ズメイ――伝説の竜が、今目の前にいる。

「すげえ……」

　思わずそんな感想が、口をついて出る。本当にいたとは。

　しかしズメイは、呆あつ気けに取られるこちらには一いち瞥べつもくれず、より強く翼を動かした。

　そして、天井の裂け目から外に飛び出して行く！

「んなっ……!?　まずい！」

　こっちにすぐ襲いかかって来ない！　これは予想外である。

　あんな巨大なものが街にでも行けば――どうなるかは自明の理だ。

「ま、まずいねこれ……大失敗しちゃったかも、ボク達たち……」

「お、追いませんと！　あれを野放しにしておけば、とんでもない事になりますわ！」

　ラーンもマリアンデールも慌あわて始める。

「ああ、急いで上に戻るぞ！」

　幸いズメイが飛び去ると共に、溶岩の海は平静を取とり戻していた。

　橋に降ふり注いでいた飛沫しぶきも止やんでいる。

　リオス達は、全速力で地上に戻った。

　だが空にあったのは、月と星と、リュミエール大結界のみ。

　ズメイは既すでに飛び去って、姿を消してしまっていたのである。
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　ライオードの街。総そう督とく府ふ。

　その中ちゆう枢すう――すなわち総督室は、重苦しい空気に包まれていた。

　リオス、ラーン、マリアンデールそれにデボールの四人は、ライオードに帰き還かん後すぐに総督室に赴おもむいて、事の顛てん末まつを報告していた。その他の人員は既に解散済で、フィリアやアリエッタも宿舎や自宅に戻もどっている筈はずだ。

　はじめは朗ほがらかに迎むかえてくれたバーナードやミレイユも、こちらの話を聞くうちに表情を鋭するどくし、自然とそういう雰ふん囲い気きになって行ったのである。

「そりゃあ、えらい事になっちまったなあ」

　苦虫を噛かみ潰したような顔の叔父おじが、腕うで組ぐみしながらそう絞しぼり出す。

「申し訳ありません、総督……すべてわたくしの責任ですわ……」

　しゅんと肩かたを落としたマリアンデールは、そう言って首を垂れる。

「いや、一人だけの責任じゃねえよ。俺おれ達たち全員の失敗だ」

「だよね。マリーちゃん一人が悪いわけじゃないっすよ、総督。そこんとこよろしく」

「皆さん……」

「まあ、責任の被かぶり合いなんてしててもしょうがねえだろう。問題はこれからどうするかだが……とにかく捜して捕つかまえるなり倒たおすなりせんとなあ。ミレイユ、何か案は？」

　と、近くに立つ銀ぎん髪ぱつの美女に顔を向ける。

「うーん……そうですねえ」

　ミレイユは自分の頬ほおに手を当て、考える仕草。

「一応戻って来る途中でナトルハに寄って、周辺の警けい戒かいと連れん絡らく態勢を強化してくれるように言っといたんだが……何か目もく撃げき情報みたいなのは来てるか？」

「いや、来てねえな」

　リオスの問いには、バーナードが応じた。ミレイユの思考を妨さまたげないように、という配はい慮りよなのだろう。普ふ段だんの気の抜ぬけるような物もの腰ごしとは裏腹に、ミレイユの頭の回転は速い。そこは、頼たよりにできると思う。バーナードもそれは同じであるようだ。

「問題は、ズメイが何処どこにいるか分からないって事ですよねえ。全すべての街にズメイを撃げき退たいできそうな戦力を揃えるなんて、不可能ですし……となると、討とう伐ばつ隊は何処どこか一か所で待機。別に捜そう索さく隊たいを組織して、発見次し第だい討とう伐ばつ隊がそこに向かう――っていうのが一番ですかねえ。討伐隊が現場に向かう速度も重要ですから、高速輸送のための係も欲ほしいですね」

「フム……討伐隊の待機場所は？」

「待機場所はライオードでいいんじゃないですかねえ。単純な距きよ離りで考えるなら島の中央にいるのがいいんでしょうけど、西部は人がいませんから、警戒の必要はありませんし、一番早い移動手段は汽車ですよね？　ライオードなら北部、南部、中央にも汽車で行けます。汽車で行ける所まで行って、そこから風の精霊操者エヴオルターが魔ま法ほうで輸送するのがいいと思います。それに討伐隊をライオードに置いておけば、ズメイが恐おそろしいって言う人には、ライオードに避ひ難なんすれば安全だって言えるようになりますし。避ひ難なん者しやの受け入れに使える施し設せつも、ここが一番多いでしょう？」

　なるほど、理にかなっている。

　この短時間でそこまでの考えが出て来るのは、大したものである。

「リオス、お前はどう思う？」

　バーナードがこちらに顔を向けて、尋たずねて来る。

「賛成だ。ミレイユの言う通りでいいと思うぜ」

　と答えてから、ちょっと嫌な予感もした。

「そうか。ミレイユ、討伐隊の責任者は誰だれがいいと思う？」

「はい。リオスさん、お願いしますね」

　にこりと魅み力りよく的てきな笑え顔がおを浮うかべ、白羽の矢を立ててくる。

「ああ……まあ、予測はしてたよ」

　流石さすがにこれに文句を言うわけには行かず、素す直なおに受け入れる。

　自分達の失敗の尻しり拭ぬぐいの計画な上、ミレイユの方針に賛成すると言ったばかりなのだ。

「総督！　わたくしとデボールも討伐隊に加えて下さいませ！　自分達の失敗は自分達で取り戻したいんですの！」

「ん？　お嬢じようちゃんには本土への報告を頼たのみたかったんだが」

「いいえ、それはお手数ですが誰か他の方を！　お願いします！」

　バーナードは無言でこちらに視線を投げて来る。決定を任せる、という事らしい。

「じゃあ頼むぜ、マリー、デボール」

「ありがとうございます！」

「んみゃー！　頑張るみゃ！」

「あ、俺おれも俺もー。討伐隊入りって事でお願いします」

　ラーンもひょいと手を挙げて、申し出る。

「いや、そりゃマズイですなあ王子。もし何かあったら、俺の首だけじゃあ済まん。オフィンバンド島と本土の関係にも影えい響きようしちまう」

　流石にバーナードが渋しぶい顔をして止める。

　そもそも調査隊に同行する事自体、バーナードは反対していたのである。

「けどさ、叔お父じさん。王子だ何だとか抜きにすりゃ、こいつの力は欲しいとこだぜ。こいつがいれば、確実に勝率は上がるんだ」

「おおおっ！　リッちゃんに頼られたっ！　今頼ってるよね!?　ね!?」

「黙だまってろ馬ば鹿か野や郎ろう」

　顔面を鷲わし掴づかみにして、無理やり黙らせる。

「ん……む。しかしなあ」

「まま、俺が勝手についてった事にしといてくれればいいんで。そもそもウチの国民がヤバいってのに、使える力を使わないで帰るってのは寝ね覚ざめが悪いんっすよ。何のために税金で食わせてもらってんだってハナシでしょ？」

　いつの間にか手から抜け出だしたラーンは、軽い調子でそう述べる。

「ま、こう言ってんだ。勝手に変なのが紛まぎれ込んでた事にしとくよ」

「……分かった分かった。好きにしろ。じゃあリオスは討伐隊の編成、ミレイユは偵てい察さつ隊たいと輸送隊の編成だ。早さつ速そく頼たのむ」

「ああ」

「分かりました！」

　リオスとミレイユは、それぞれに頷うなずき、行動を開始した。

　これはまた、忙いそがしくなりそうである。
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　それから、二日が経った。ミレイユが組織した偵てい察さつ網もうは、既に機能している。

　討伐隊のための専用列車と、そこからの移動を担になう風の精霊操者達も待機している。島の全土に、魔法文明の遺跡から火竜ズメイが甦よみがえった事も通達済み。そして、避難したい者はライオードで受け入れる事も、合わせて伝えてある。

　島の各地から選せん抜ばつした討伐隊の集合が完かん了りようするまでには、もう少しかかる見込みだが、もしズメイが何処かに現れたとして、今いる戦力だけであれば、即そく座ざに移動開始できる態勢は整っている。

　だが幸い、と言っていいのかは分からないが、発見報告はまだ上がって来ていない。

　昨晩の遅おそくあたりからは、ライオードの近きん郊こうから避難して来る者がちらほらと表れ始めており、その対応で総督府は騒さわがしくなってきていた。

　そんな仕事の合間の昼下がり、ミレイユはレイスの宿を訪おとずれていた。ミレイユの担当だけで言えば、あとは待つだけになっていたし、バーナードから少し休むようにも言われたからだ。もしズメイ発見の報告が舞まい込んで来たら、総督府に狼煙のろしが上がる事になっている。ずっと気を張はり詰つめて待機していても、無む駄だに消しよう耗もうするだけである。

　交代で休む事は必要だ。その休きゆう憩けい中の者達たち全すべてへの、召しよう集しゆうのための狼煙だ。

「レイス兄さん。ミレイユです。いますかあ？」

　呼よび掛かけながら、扉とびらを叩たたく。

　ややあって軋きしんだ音を立てて扉が開くと、兄の柔にゆう和わな笑顔が迎えてくれた。

「やあ、ミレイユ。この間はごめんね、留守にしてて。ルーシエから聞いたよ」

「いえ、いいんです。いい楽器、見つかりましたか？」

「うん。あれならいい演奏が出来そうだよ。ところでそんな恰かつ好こうでどうしたの？　僕ぼく、捕まっちゃうのかな？」

　軍装のままのこっちの姿を見て、レイスは冗じよう談だんめかしてそう言った。

「そんな事するわけないじゃないですかあ。ちょっと時間が空いたから、一いつ緒しよにご飯でもと思って。ただ今は警戒態勢が厳しくって、いつでも戻れるようにこの恰好なんです」

「ああ。あのズメイが本当にいて、襲おそって来るかもしれない――って話だよね？」

「ええ……すいません、水を差しちゃったみたいで。兄さん達の公演は明後日からだったんですよね？」

「仕方ないよ、ミレイユのせいじゃないさ。そういう不安な時こそ、音楽を聞きたいって人もいるだろうし……僕らは来てくれるお客さんのために、いい演奏をするだけだよ」

　言いながら、レイスはこちらの頭に手を乗せ、優やさしい手つきで撫なでる。

　嫌ではないのだが、二十歳はたちになった自分の歳としを考えると、少々恥はずかしくもある。

「に、兄さん……恥ずかしいですよお、もう子供じゃありませんし……」

「ん……そうだよね。どうしても昔の感覚が抜けきらないけど、もうミレイユも大人だもんね。僕より恋こい人びとにこうしてもらった方が嬉うれしいよね」

「そ、そういうわけじゃありませんけど……恋人なんていませんし」

「そうなの？　双ふた子ごの僕が言うのもなんだけど、凄く綺き麗れいなのに」

「兄妹きようだいだから、欲目ってやつですよ。それに私、性格悪そうに見えるらしいです」

「あはははっ。誰か知らないけど、そんな事言われたの？」

「笑い事じゃないですよお。流石さすがの私もちょっと根に持ってるんですから」

「そう。とにかく、ご一緒させてもらうよ。僕も昼ひる御ご飯はんまだだったんだ」

　ルーシエはいないらしく、二人で連れ立って商店街に出る事にした。




　ミレイユが選んだのは、魚ぎよ介かい類るいを中心とした料理を提供している店だった。ライオードは、港も備える街である。海の食べ物は豊富であり、また新しん鮮せんで美味おいしい。それに、地元の食材を使った料理は、レイスにとって懐なつかしいだろうと思ったのだ。

　食事を楽しみながら、お互たがいの近きん況きようや、音楽の話、レイスとルーシエが旅してきた外国の話などに花はなが咲さく。それは楽しい時間だった。出来ればずっと続けばいいと思わせるような。だがそれだけでは、いけない。ミレイユは意を決して、切り出してみる。

「ねえ兄さん。五年前の事――今はどう思ってるんですか？　もし、整理がついているなら、私これからもずっと、兄さんにこの街にいて欲しいです。勿もち論ろんルーシエさんも」

「それは……」

　一いつ瞬しゆんレイスの顔から、朗らかさが消えた。無機質で冷たい、色のない表情へと変わる。

「ふ、二人に子供とか出来たら、私叔母おばさんになっちゃいますけど……家族が増えるならそれはそれでいいなぁ、なんて……あははっ……」

　必死に取り繕つくろってみる。

「ミレイユ……」

「ご、ごめんなさい……簡単には、割り切れませんよね。きっと私がおかしいんです」

「そうじゃない。ミレイユは優しいだけだよ」

　レイスはこっちの手をそっと握にぎる。

　先程の怖こわい顔は押おし込められて、元の温かい顔になっている。

「ねえ、彼は……あの事を知っているの？」

「いいえ、知らないと思います」

「そう――まあそうか、知っていたらあんなに平然と僕と挨あい拶さつできるわけないか……」

「でも……間違いを犯おかしてしまった人ですけど、今は一いつ生しよう懸けん命めいに、誰かのためになろうって頑がん張ばってるんです！　実際大勢の人を助けてくれましたし、これからもきっと――だから私、もういいんじゃないかって……！」

「そう……ミレイユがそう思うんなら、本当はそんなに悪い人間じゃないんだろうね」

　レイスは少し潤うるんだこちらの目元に、ハンカチをそっと当てて拭ぬぐってくれる。

　子供の頃ころと変わらない、優しい兄の姿、仕草だった。昔はよく、こうしてもらった。

「ミレイユ。僕は上手うまく心を言葉にできるたちじゃない。そんな僕だから、音楽を好きになったんだよ。だから――僕の答えは、ここで見せるよ」

　言って取り出すのは、明日の公演のチケットだった。

「忙しいのは分かってるけど、来て欲しい。彼も連れて、ね。待ってるよ」

「は、はい――分かりました」

　ミレイユは受け取ったチケットを、きゅっと握りしめた。再び頭を撫でる兄の手は優しく、笑顔も優しい。優しさとは、すなわち人間としての強さ。

　この兄なら、きっと……そう思いながら、髪かみを撫でられる心地ここち良よさに身を委ゆだねた。
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「でけー……ウチの何倍もある」

　手入れの行き届いた広い庭と、三階建ての母おも屋やを持つレンファーム邸ていが見えると、隣となりを歩くフィリアがそう感想を漏らした。

　今日のリオスは、基本的には休日だった。

　状じよう況きようは、ズメイ討伐隊の全集結を待ちつつ、発見の報があれば即そく応おうする段階にある。

　未いまだ目撃情報の類たぐいは一件もないため、何かあればすぐに召集される事を前提に、交代で休む事にして――今日が自分の番である。自分はいいと言ったのだが、バーナードから強制された。更さらにミレイユやフィリア、アリエッタも休みである。

　夕方からは四人で、ミレイユの兄レイスの公演を見に行く事を約束させられている。今日が初日との事だ。話をされたのは昨日の事だが、やけに強きよう硬こうにミレイユが誘さそうのと、バーナードにも行って来いと言われたのだ。

　そしてもう一つ、ライオードに戻って初めの休日――つまり今日、フィリアをレンファーム邸に招くとも約束していた。

　夕方からは、劇場に行かなければならない。

　そのため、午前中のうちにフィリアを家に連れて来たところだ。

　緊急時に備え、二人とも王国軍の制服姿。精霊銀の腕輪も所持している。

「まあ、な。俺の金で建てたわけじゃねえし、どうでもいいんだけどよ。それに住む人間が減っちまうと、無駄にデカくて逆に使いづれえんだ」

「ふうん……今は誰が住んでんだ？」

「俺と叔父さんだけだな。つっても叔父さんはあんま帰って来ねえけど」

　総督府には、総督が寝ね泊とまりできる施設が用意されている。

　バーナードは主にそちらを使っており、あまりこちらに戻って来る事は無い。

「あとは、下働きに来てくれてる人が何人かだな。いつもいるわけじゃねえけど」

「何かもったいねえな、使いきれないのに手入れだけはするのか」

「まあ、思い出とかそういうのもあるからな。処分しちまうのも何かな、って感じだ」

　手で門を開けつつ、そう説明する。

「それは何か分かる気がする……」

「そうか？」

「うん。オレも家使ってるもん。ホントは兵隊の宿舎の方が近いけど、母ちゃんと住んでた家だからさ」

　そう言うフィリアの空色の瞳ひとみには、寂さびしさの色がありありと浮かんでいる。

　無理もない。フィリアの母親がキルマールに殺されてから、まだ一月程ほどしか経たっていないのだから。

　フィリアの歩ほ幅はばに合わせてやや遅めに歩きつつ、リオスは尋ねた。

「最近はどうだ？　変な夢とか見てねえか？」

「ん……たまに見る。怖かったり寂しかったりして、起きたら泣いてたりとか」

「そうか……まあ、あれだ。これからは何かあったらいつでも来い」

　母屋の扉を開け、フィリアの背中を軽く押して中に入れてやる。

　入り口のホールは三階までの吹ふき抜けで、天てん井じようは見上げるほど高く、正面に大階段。

　採光のための窓が高い所にあり、そこから差す柔やわらかな光が、全体を明るくしている。

「おおーっ。でっけえ……」

「お前みたいな騒がしいのでもいねえと、この家も退たい屈くつだろうからな」

「何だよそれ。でも――うん。そうする」

　フィリアは、はにかんだような笑顔を浮かべる。

　それから好こう奇き心しんに目を輝かがやかせて、探検すると言い出した。

　好きにしろと応じる。フィリアは片かたっ端ぱしからそこらの部屋の扉を開け、見回り始める。

　一階を見終えると階段を上り、二階に。

　二階には、蔵書を収めている部屋がある。そこは広い室内に、人の身長より高い程の本ほん棚だなが所ところ狭せましと並べられており、なかなかに壮そう観かんなものである。

　そこに足を踏ふみ入いれると、フィリアは何故なぜだか額を押さえて頭を振ふった。

「うわー……こんなにいっぱい本が……何か頭痛くなってくる」

「俺は割とここは気に入ってるんだけどな、いい暇ひまつぶしになるぜ」

「陰いん気き臭くさい。外で散歩でもしてる方がいい」

「何言ってんだ。お前もちったあ本でも読まねえと、一生バカのままだぞ」

「いいもん、本なんて読んでたら眠ねむくなるし。よし、別のとこ行こう」

　更に階段を昇のぼり、三階へ。いくつかの部屋を見て、そして辿たどり着ついた、最後の部屋。

　その扉を開くと、フィリアはへぇと物もの珍めずらしそうな呟つぶやきを洩もらす。

　色とりどりの可愛かわいらしい服で着き飾かざった人形が、いくつも置いてある部屋だった。

　カーテンや絨じゆう毯たんなどの内装も、淡あわい桜色で統一されており、その他ほかの飾かざり気けのない部屋とは明らかに趣おもむきが違ちがう。女の子の――それも子供の部屋である。

　妹のフィリアの部屋である。生前のものが、未だにそのままにしてある。

　それは面めん倒どう臭くさいとかそういう理由ではなく、思い出を忘れないためだ。

「妹の部屋だよ。いや、部屋だった、だな」

「そっか、お前の妹……」

　こちらを気き遣づかうように、見上げて来るフィリア。

「そんな顔しなくても、もう五年も経ってる。大だい丈じよう夫ぶだ」

　気持ちだけは、ありがたく貰もらっておく。

　それを示すように、リオスはフィリアの頭に手を置いた。

「うん。なあ、お前の妹って何て名前だったんだ？」

　それに答えるのは、ちょっと勇気が要いった。聞いたら、この目の前のフィリアはどう思うのだろう。何か嫌いやな思いをするのだろうか？　そのあたりが全く分からない。

　自然と応答は短く、事務的なものになる。

「フィリア」

「ん？　何だよ？」

　名前を呼ばれたと誤解して、尋ね返される。

「だからフィリア」

「いや、だから何だよ？」

　訝いぶかしむような、空色の瞳。伝わっていない。リオスは首を振った。

「そうじゃねえ。俺の妹もフィリアって名前だったんだよ」

「えええぇっ!?」

　流石さすがに吃驚びつくりして、甲かん高だかい声が上がる。

「そ、そうだったのか……へぇ……」

　感想を述べる表情は、少し硬かたい。

「生きてれば、丁度お前と同じくらいだ」

「なあ……お前があたしを助けてくれたのって、妹と同じ名前だったからか？」

　こっちを見る瞳からは、珍めずらしく感情を読み取る事が出来なかった。

　いつも喜き怒ど哀あい楽らくが素直に表れるのに、この時ばかりは色々混ざり合っていて、複雑だった。何を思っているのか、何を求めているのか。それが分からない。

　だから、素直なところを口に出す。

「まあ、はじめはそうだったな。何にでもきっかけってのはあるもんだろ？」

　もう使う者のいない机の椅い子すに腰こしを下ろしつつ、リオスは言った。

「じゃあ、その……一人ぼっちにしないって、約束してくれたのは？」

　フィリアはその正面のベッドに座すわり、こっちをじっと見つめる。

　空色の瞳はどこか不安そうで、それでいて何か大人びていた。

　あまり見た事のない表情に、内心どきりとさせられる。

「ん。なんつーかな……」

　思いは、色々ある。

　確かに以前の反乱騒ぎでは、リオスはフィリアを助けた。

　だが、それだけではない。自分のような人間の言葉と心を受け入れて、憎にくしみの連れん鎖さに囚とらわれずに立ち直ってくれたフィリアの姿は、こちらにとっても救いだった。

　自分でもまだ人の役に立てるのだと、捨てたものではないのかも知れないと、そう思わせてくれた。もやのかかった灰色をしていた世界が、本来の色で見えるようになった。

　その事には、感謝している。しかしそれらを面と向かって言えるほど、リオスは大だい胆たんでも素直でもない。短く、こう答える。

「お前がお前だったからだよ。妹は関係ねえ」

「……なあ」

「何だ？」

「これからも……よろしく。あたし、お前に会えてよかった」

　微笑ほほえみ。それは瑞みず々みずしくて、可愛げがあって。キラキラと輝いて見えた。

　こんなにも素直に気持ちを言葉にして、フィリアは怖くないのだろうか。自分は、気持ちを言葉に出すのは苦手であるし、恐ろしくもある。気持ちを曝さらけ出すというのは、弱みを見せる事と同義であるように思えるからだ。

　それをこんなに簡単にしてしまうのは、フィリアが純真であり、歪ゆがんでいないからだろう。それは素す晴ばらしい事であると思う。リオスから見れば、眩まぶしく映る。顔を合わせているのが、恥ずかしくなるくらいに。

「……どうでもいいけど、胡坐はやめろ。女だろうが」

　座り方を注意して、話をはぐらかす。

「……お前って、母ちゃんより口うるさいよ」

　フィリアはちょっと拗すねて見せる。

「そんなこったから、マリーに男と間ま違ちがえられるんだよ。相変わらず自分の事はオレだしな、いい加減に直らねえのか」

「そ、それは直そうとしてるだろ？　時々間違えるけど……」

「ああ、俺以外誰だれもいない時だけな。みんなにそうしろっつってんだよ」

「だって恥ずかしいし……べ、別に意味無くは無いだろ？」

「無いな」

　とリオスが断言すると、フィリアは怒おこり出した。

「何だよそれ!?　オ……あたしだって頑張ってるんだぞ！」

「あーうるせえうるせえ。ったく……」

　耳を塞ふさいで聞き流し、ふと一つ思いついた。形から入るというのはどうだろうか？

　つまり女らしい見た目をしておけば、気分も女っぽくなるかもしれない。

「……確かここに――」

　立ち上がって、衣装箪だん笥すの引き出しを開ける。そこに詰まっているのは、多数のリボンである。色も柄がらも何種類もあり、目に鮮あざやかだ。妹はこれで髪を飾るのが好きだった。

「何？　リボンか？」

　フィリアも興味を引かれたらしく、手元を覗のぞき込んで来る。

「ああ。付けてみるか？　これしてれば、ちゃんと女に見えると思うぞ。まあ、死んだ人間のなんて、気持ちわりいかも知れねえけど……な」

　フィリアはいつも、金きん髪ぱつを首の後ろで束ねている。

　それをしているのは、何の飾りもないただの紐ひもだ。

　これをリボンで束ねるようにすれば、男に間違えられることはないだろう。

「いや、そういうんじゃないけど……あんま似合わねえ気がする」

　と、難しい顔をするフィリア。

「そうか？　俺おれは結構似合うんじゃねえかって思ってるんだけどな」

　元々、顔立ちは悪くないのだ。たださっぱりと凛り々りしいだけで。

　雰ふん囲い気きが変われば、印象も変わるはずだ。

「そ、そっかな……じゃあ、ちょっと付けてみようかな……」

「ああ、やってやるよ」

　フィリアを椅子に座らせ、髪を括くくる紐を解く。

　はらりと広がる癖くせのない金髪を、まずは箪笥から取り出した櫛くしで梳すく。

　髪の手て触ざわりはさらさらと心地ここち好よく、ほのかに甘あまい香かおりもした。

　表面が男おとこ勝まさりであろうと、やはりフィリアも女の子である。

「何か、手つきが慣れてる……」

　ちょっと緊きん張ちよう気味に、固い口調。急に借りて来た猫ねこのように、大人しい。

「昔はよく妹のをやってやってたんだよ」

　兄妹というものが、皆みなそういうのものなのかは分からない。ただ自分の場合は、よく妹にせがまれて、髪を梳いたり結んだりしていた。それで自然と慣れたのだ。

「ふーん……」

「さて、と。何色がいい？　結構あるぞ」

「何でもいいよ。お前が似合うと思ったやつでいい」

　と、全すべてを任されてしまう。

　リオスが選んだのは、赤だった。布の縁ふちには金の刺し繍しゆうで縁ふち取どりがされている。

　それを蝶ちようの形に結びながら、髪を束ねる。ほどけないように、やや固かたく。

　結び目は、いつもの首の後ろではなく、もう少し高い位置――後頭に。

　個人的な趣しゆ味みになるかも知れないが、この方がリボンが映はえる気がする。

「よし。これでいい」

　言いつつ少し離はなれ、全体からの印象を見てみる。

　へえ、と思わず口から洩れた。ちょっと変えただけなのに、随ずい分ぶん印象が変わるものだ。

　露あらわになった、項うなじのあたり。そこが華きや奢しやな首回りの線と、新雪みたいになめらかな肌はだの白さに彩いろどられ、とても女性的な雰囲気を漂ただよわせている。ちょっと艶なまめかしいとすら思えた。

「なあ、変じゃないか？」

「そんなことねえよ。鏡で見てみろ」

　部屋の入り口にある姿見の前に、フィリアを立たせる。

「うーん……何か恥ずかしいけど、悪くは無い……かな？」

　照てれ臭くさそうにしながら、姿見の前で振り返かえったり正面を見たりを繰くり返す。

「ああ、何だ、その……結構可愛いんじゃねえかな」

　そう褒ほめる。似合うのは事実だし、妹の物を嫌がらずに付けてくれたのが嬉しかった。

　だからなかなか口に出だし辛づらい言葉を、努力して出してみた。

「えっ……!?」

　するとフィリアは、吃驚びつくりしたようにこっちを振り返り、そのまま俯うつむいてしまった。

　その頬ほおが赤くなっているのが、見て取れた。

　何だか、普ふ通つうの少女みたいである。

　そういう反応をされると、こっちもやり辛いではないか。

　何と言ったものか迷っていると、向こうが口を開く。

「……ありがとう。なんか、嬉しい……」
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「いやまあ……事実を言ったまでだしな。ああ、他にも付けたい色があったら、持って行っていいぞ」

　うん、と頷うなずくフィリアのお腹なかが、グゥと大きな音を立てる。

　それは、先さき程ほどまでのくすぐったいような雰囲気を、一気に変えてしまった。

「何だよ、腹減ったのか？」

　笑いを堪こらえながら、リオスは尋たずねる。

「うー……うん」

　ちょっと悔くやしそうな表情で、フィリアは答える。そう言えば、もう昼時である。

　フィリアの腹時計だけでなく、室内にある本当の時計もそれを示していた。

「メシにすっか。つっても今日はアンナさんはいねえし、外行くかな……」

「アンナさん？」

「ウチに働きに来てくれてるおばちゃんだよ。俺が子供の頃からな」

「ふーん。材料あるなら、あたしが作ってやろうか？」

　その笑え顔がおの申し出に、そこはかとなく不ふ吉きつなものを感じた。

　ちゃんと食べられるものが出て来るのか、甚はなはだ疑問である。

　とりあえず、断ろう。そう思って口に出す前に、足元に痛み。踏まれたのだ。

「何だよその顔？　あたしに出来るわけないって思ってんだろ？」

「いってえな！　普ふ段だんのお前を見てて、誰が料理が出来るなんて思うんだよ」

「できる！　台所借りるからな、お前は黙だまって待ってろ」

　フィリアはそう啖たん呵かを切ると、一階にある台所に駆かけて行った。

　こうなったら、仕方がない。祈いのる気分でリオスは待った。

　味はこの際問わない。食べても大丈夫なものが出て来てさえくれれば――

　小一時間後――

「……マジか」

　心底驚おどろいた。フィリアが出してきた料理は、材料の切り方が豪ごう快かい、かつ量が凄すごい事を除けば、文句の付けようがなかったのである。

　ざく切りにした野菜と、肉を合わせて炒いためたもの。卵とチーズで作ったソースに絡からめたパスタ。輪切りにしたトマトにチーズを乗せ、上からやや濃こい味のソースをかけたもの。

　どれも美味しいと言わざるを得なかった。

「どうだ？　美味うまいか？」

　対面してテーブルに着くフィリアは、ふふんと勝かち誇ほこったように尋ねて来る。

　こちらの表情から、何と思っているかは大体伝わっているのだろう。

「ああ……美味いな」

　未だに信じられない。実は別の人間が作ったのではないかと思ってしまう。

　今度この機会があったら、料理する現場も押おさえておこう。

「だろ？　母ちゃんが外で働いてたから、料理とか洗せん濯たくはあたしがやってたんだよ」

「なるほど……な」

　意外と苦労しているのだな、と思う。同時に失礼な事を考えていたのを反省する。

「よーしあたしも食うぞ！」

　フィリアは機き嫌げんが良さそうに言うと、凄い勢いで料理を食べ始める。

「……おい、食い方が汚ねえんだよ。もうちっと落ち着け」

「はらふぇってんだぁかあ、ひょうかなあふぁろ」

　食べながら喋しやべるので、何を言っているのか分からない。

「……もういい。とりあえず食いながら喋んな」

　多過ぎると思った料理の量も、フィリアにかかれば物の数ではなかった。

　こんなに小さい体なのに、リオスの三倍は食べる。間違いなく。

　そして食べ終わると、食器の後片付けは押し付つけられた。

　作って貰った身で拒きよ否ひは出来ず、任された後片付けを終え、フィリアの姿を捜す。

　すると三階にあるリオスの部屋のベッドを使い、昼ひる寝ねをしていた。

　無む邪じや気きで、無防備な寝ね顔がおである。

　怒おこる気も、起こす気も失うせて、暫しばらくそのまま寝ねかせておくことにする。

「……どうでもいいけど、人の枕まくらに涎よだれ垂らすんじゃねえぞ」

　自分は本でも持って来て、読んでいるとしよう。

　書しよ斎さい部屋に向かうべく、踵きびすを返す。しかし、背中の方向から声。

「リオスぅ……」

　甘えるような、絡みつくような、そんな響ひびき。

「ん？」

　振り向むく。ところがフィリアはまだ目を閉じていて、幸せそうな表情で、すうすうと寝ね息いきを立てていた。寝ね言ごとである。どんな夢を見ているのだろうか。

「リオスぅ……好きぃ……女らしく……がんばるぅ……」

「！　こいつ、なんちゅーことを……」

　聴きいてはいけないものを聴いてしまった。吃驚して、照れ臭くて、リオスは何度も後ろ頭を掻かいた。壁かべ際ぎわに置いてある姿見に映る自分は、明らかに顔を赤くしていた。

　こんな姿、死んでも他人に見せるわけには行かない。

　ただ、フィリアも寝ている今ならば言える。

「……ありがとうよ。俺みたいなのをそんな風に思ってくれてさ」

　せめて、この無む垢くな想おもいに見合う人間であるよう、努めなければ。

　誰よりも、何よりも強くなろう。自分は戦う事でしか、人を守れないのだから。

　ベッドに近づいて腰を下ろし、そっとフィリアの頭を撫なでる。それが気持ちいいのか、夢の中でいい事があったのか、少女はえへへ、と締しまりのない笑えみを浮うかべる。

　結局本の事は忘れ、フィリアが起きるまで、ずっと寝顔を眺ながめてしまった。




◆◇◆




　ミレイユの兄、レイスが公演を行う大劇場は、ライオードの街の北部に位置する。

　総そう督とく府ふの北門から続く大通りの両りよう脇わきには、大小の劇場や美術館や図書館など、高こう尚しようそうなものが並んでいる。が、その実一歩裏に入ると、娼館があったりと、表の顔と裏の顔の乖かい離りが激しい場所でもある。

　リオス達たちが集合したのは、総督府の北門近くだった。

　時間より少し前だったが、既すでにミレイユとアリエッタはこちらを待っていた。

　そしてリボンで髪かみを結んだフィリアを見るなり、わあと声を上げる。

「フィリア！　どうしたの？　その髪とリボン」

「あらら、いいですねえ。似合ってますよお」

「そ、そうかな……」

「うんうん！　そっちの方が可愛いよ！」

「オレもちょっとは女らしくしようかなーって……あのバカ猫に男と間違えられたし」

「そうですねえ、そういうのも必要ですよねえ」

　ミレイユはこっちを見て、何か言いたそうに笑っている。

　リオスはその視線を、あえて無視した。

「それより立ち話もなんだ、さっさと行こうぜ」

　それを合図に、四人は歩き出す。

「今んところ、今日も平和そのものだな」

　暫く歩いた後、リオスはそう漏もらした。

　未いまだ、ズメイの影かげも形も見当たらない。何の報告もないのだ。

「そうですねえ、困っちゃいましたねえ」

　あまり困っていなそうな、ミレイユの口調である。

「あいつでっかいしさ、もう海とかも越こえて、ぴゅーってどっか行ったんじゃねえの？」

　そうであればいい、と言いたげなフィリア。

「だとしたら、それこそまずいんですけどねえ」

「ん？　何で？」

「本土ならまだいいけどよ、ウチから飛び出してったやつが外国で大暴れしてみろ。外交問題になるぜ、場合によっちゃ宣戦布告なしの先制攻こう撃げきと見み做なされてもおかしくねえ。そうなっちまったら、こっちにゃ言い訳のしようもねえんだよ。世界中から卑ひ怯きような国だって思われるようになるぜ」

「特にベイルウェイプには、警けい戒かいを呼よび掛かけるために情報も出しちゃいましたからねえ。もし本当にズメイが向こうに行って暴れたら……それを口実に好戦派が活気づくかも知れませんね」

　ベイルウェイプ諸島連合――オフィンバンド島の西方に位置する、群島国家だ。オフィンバンド島から見て、最も近い外国である。

「とはいえ出さねえわけにも行かねえからなあ。もし黙ってて後で分かったら、それこそ好き放題に開戦の口実にされちまう。向こうさんの穏おん健けん派はも、戦わない理由付けが出来ねえからな。つーわけで分かったか？　って聞くまでもねえな」

　フィリアに水を向けると、恨うらめしそうな顔でこちらを見ていた。

　一応努力はしたが、よく分からないとその目が如によ実じつに語っている。

「まあれだ、隣となりの家の奴やつが小火ぼや出だして、自分の家まで焼けたら普ふ通つう怒おこるだろ？　そういうこった。お隣に迷めい惑わくかけちまうのはまずいって事だ」

「おお！」

　ぽん、とフィリアは手を打つ。納なつ得とく行ったようである。

「やれやれだな……」

「あ、あそこだよね？　劇場って」

　エリエッタが指差すのは、白い外装と凝こった曲線によって構成された、二階建ての建物である。ライオードの中では最も古く、そして大きい劇場だ。

「ええ、そうですよお」

　にこやかに、ミレイユが応じる。

「こんな時だけど、楽しみだなあ。ミレイユのお兄さんの演奏、綺き麗れいな音だったし、女の人の歌も踊おどりも凄かったし……」

　アリエッタの感想に、ミレイユは嬉うれしそうにしていた。

　そんな事している場合かという疑問を除けば、実はリオスも楽しみではあった。

　あれほどの腕うでの者は、滅めつ多たにお目にかかれない。貴重な機会である。

「まあせっかくですし、楽しんじゃいましょう！」

　先頭に立って劇場に足を踏ふみ入いれるミレイユを、リオスも否定しなかった。

　薄うす暗ぐらい劇場の内部は、入り口からは最さい奥おうにあるステージを要として、扇おうぎ状じように客席が広がるという構造をしていた。席は二階部分まであり、かなりの収容数がある。

　それぞれの席は簡素な木製であるが、そこに積み重ねられた時間は、何でもない木の座席に、風格めいたものすら与あたえている――ように感じる。

　こういう雰囲気は、嫌きらいではない。

　きっと代々の劇場主が、大事に大事に手入れしてきたものなのだろう。

　リオス達の席は、前から四列目の中央あたり。

　ざっと見み渡わたして、七、八割の席が埋うまっていた。

「今日からなんだろ？　結構前評判もいいみたいだな」

「ですねえ、妹としては鼻高々ですよお」

「ま、腕は確かだからなあ」

　あの二人ならば、その内この広い劇場も満席にしてしまうだろう。そう思える。

　と、劇場内に開演を告げる音が響く。

　それまでのざわめきが、波が引くように消え去る。

　水を打ったような静けさ。

　その中で、ステージを覆おおっていた緞どん帳ちようが、ゆっくりと上がって行く。

　そして姿を現したのは、銀色の髪をした、細身の青年。

　女性のように美び麗れいな顔立ちには、穏おだやかな笑顔が浮かんでいる。

　こうして見るとやはり双ふた子ごで、ミレイユによく似ていた。

「ん？」

　違い和わ感かんを、覚える。

　ステージにはレイス一人きりなのに加え、彼かれは何の楽器も持っていなかったのだ。

　銀ぎん髪ぱつの青年は一度深々とお辞じ儀ぎをし、温和だがよく通る大きな声を出す。

「ようこそいらして頂きました――ですが、今日は演奏は致いたしません。特別なお客様のお相手をしなければなりませんので……」

　どういう事だろう？　訝いぶかしんで見ていると、舞ぶ台たい上のレイスと目が合った。

「リオス・レンファームさん。僕ぼくはこの時が来るのを待っていました」

　確かに、その口はそう言った。

　そしてこう続ける――

「父の仇かたき――ここで討うたせてもらいます」







◆　第四章　復ふく讐しゆうと赦ゆるし　◆







　五年前――

　強く降ふる雨の足音だけが、室内に響いている。

　銀髪をした、顔立ちのよく似た少年と少女がそこにはいるが、お互たがいに無言だ。

　無理もない。彼らはつい先日、父親を亡なくしたばかりだった。

　もうこの世界で、たった二人の家族になってしまった。

　その悲しみと喪そう失しつ感が、残された双子の兄妹きようだいから明るさを奪うばっていたのだ。

　やがて長い時間が経たち、少年の方が口を開く。

「ミレイユ、僕……悔しいよ。父さんが目の前で殺されたのに、怖こわくて足が震ふるえて……何もできなかった……僕に力があれば、父さんを守れたのかな……」

「えっ!?　兄さん、お父さんが殺される所……見てたの!?」

「うん……赤い髪の、僕らと変わらないくらいの子供だった。凄く冷たい目をして――たったの一ひと突つきで、父さんを……父さん、凄く苦しそうな顔だった……」

「や、やめて！　そんなの……聞きたくない！」

「そ、そうだね……ごめんよ」

　そう言って少女を抱だき締める兄の体は、小刻みに震えていた。

　怖いからなのか、怒いかりからなのか、それは少女からは分からない。

　けれど、震えていた。その事だけが少女の印象には残っていた。

　それから数日後、二人の元に軍隊の兵士がやって来て、詰つめ所しよに連れて行かれた。

　そこで知ったのは、父親が恭きよう順じゆん派武装組織の構成員であるという事だった。

　けれどそんな事は初耳で、二人にとってみれば現実身の無い話である。

　それよりも、優やさしかった父親が殺されてしまった事、その事が重大だった。

　兄はそれを訴うつたえて、兵士も一応聞いてはくれていた。

　それから更さらに暫くの日が過ぎ――

　二人の家に、大男が訪ねて来た。

　背は見上げる程ほど高く、頭は剃そっているのか頭とう髪はつが無い。

　軍服の内側には、狭せま苦くるしそうに筋肉が押おし込められていた。

　バーナードと名乗った男は、一枚の写真を取り出し、兄に尋ねた。

　これが父親を殺した相手か？　と。

　そこには素す直なおそうな顔つきをした、それなりに端たん正せいな顔立ちの少年が写っていた。

　写真は白と黒しか写らないため、髪の色は分からない。

　けれどそれが赤い髪ならば、間ま違ちがいない。と兄は答えた。

　すると大男は急に深々と頭を下げ、謝罪の言葉を吐はいた。そして続ける――

　曰いわく、それは自分の甥おいであり、シノン・レンファーム総そう督とくの息子むすこだ、と。

　彼は母と妹が殺された事件を契けい機きに、様子がおかしくなってしまったそうだ。

　そして恭順派と対立する独立派の武装組織に身を投じ、恭順派の組織の人間を次々に殺していた、と。自分達の父も、その抗こう争そうの犠ぎ牲せい者しやの一員だったのだ。

　当時のオフィンバンド島の政情は現在よりも更に不安定で、現状の総督の振ふる舞まいを手ぬるいとする恭順派と、ファスラーンの所領となる前の旧王国時代を取とり戻もどそうとする独立派が、どちらも活発に暴れているような状じよう況きようだった。

　だから、親を失う子が出る事は、そう珍めずらしくは無い事例である。

　けれど、そんな事は兄妹には関係が無い。父を失った悲しみが変わることは無い。

　君達の事は、父親に代わり自分が面めん倒どうを見る。

　だから、どうか甥っ子こに更こう生せいの機会を与えて欲ほしい。

　そう訴える大男に、兄は怒りをぶつけた。

　ふざけるな、金で解決しようというのか、と。

　そして既に憎にくむべき仇がこの島におらず、本土に送られている事を知ると、更に怒りを滾たぎらせて、はじめから赦しを乞こう気などないのだと罵ののしった。

　大男を追い返し、兄はミレイユに告げた。

「今の僕には力が無いから……こんな事を許してしまうしかないんだね……だったら、強くなるしかない、そうだよね？　ミレイユ」

　それが、別れる前に聞いた最後の言葉。

　あの時は勢いに圧されて、頷く事しかできなかった。

　夜が明けて目覚めると、兄の姿は無かった。

　それ以来、帰って来なかった。

　兄までいなくなってしまった寂さびしさと悲しみを、ミレイユは何度も訪ねて来るバーナードにぶつけた。

　罵ば声せいを浴びせたり、物を投げつけたり、一度は刃は物ものを持ち出して、傷つけてしまった事もある。それでも、バーナードは決してミレイユから逃にげようとはしなかった。

　家族の代わりになろうと、一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　怖い見た目に似合わず、優しい人だった。

　いつしかミレイユも心を許して、彼の言う事を聞くことにした。

　もし甥っ子がミレイユの前に現れて、その時に赦すに値あたいしないような人間だったら、仇を討っても構わない。そのための力は自分が与える、と。

　戦い方を習い、勉学も教わった。そして、精霊操者エヴオルターになった。

　自分の資質は正面切って戦うよりも、頭を使う方に向いていたが、それでもやり方さえ工く夫ふうすれば、仇だって討てる。

　五年が経ち――そう自信が持てるくらいには、ミレイユは強くなっていた。




◆◇◆




　リオスは、震えそうになる指先を無理やり握にぎり固め、思考する。

　仇。許せない者。憎むべき相手。ステージに立つ銀髪の青年は、確かにそう言った。

　身に覚えはある。いつか、自分を恨む者が自分の前に立つかも知れない。

　そういう恐きよう怖ふは、いつだって感じていた。

　何をしている時も、心の片かた隅すみには不安があった。

　どう詫わびればいい？　どうすれば償つぐなえる？　その答えは、未だに見つからないままだ。

　そしてあろうことかこの青年は、ミレイユの兄だ。

　つまり、ミレイユにとっても自分は――

　こちらの視線に気がつくと、ミレイユは蒼あおざめた顔で頷うなずいて見せる。

「え、ええ……」

「……何で黙ってたんだ？」

　滑こつ稽けいではないか。そんな重大な事も知らず、自分はミレイユと接して来たのだ。

　何の気き遣づかいも、謝罪も出来ず、ただ気楽に。

　ミレイユは笑え顔がおの裏で、複雑な思いを押し殺ころしていたに違ちがいないのに。

「言う必要はないって、思ってましたから……」

　乾かわいた笑顔。けれど胸むな元もとに置いた白い手は震えていて、心の揺ゆれを現していた。

　劇場の中に、再びざわめきが生まれ始める。

　様子がおかしい事を、他ほかの観客達が訝しむ声だ。

　レイスはそれに全く動じることなく、続ける。

「あの時の僕には、力が無かった……けど今は違う」

　服の袖そでを捲まくるレイス。顕あらわになったそこには、精せい霊れい銀の腕うで輪わ。

　黒の抗こう結けつ界かい紋もん章しようが、表面に刻まれている。

「身に付けたよ、父さんの仇を討てるだけの力を！」

　身構え、精せい霊れい装そう甲こうを展開エヴオルトする。

　頭から生えるのは雄お鹿じかのような、曲がりくねった二本の角。

　背には骨組みだけの翼つばさ。左右の手の甲こうから伸のびる鈎かぎ爪つめ。全身の文様。

　全すべてが黒に包まれた、禍まが々まがしい姿。

「なっ……!?　ペリュトン!?」

　人を殺し、影を奪うと言われる闇やみの上級精霊だ。

　キルマールを倒たおしてからは、総督府の武器庫に安置されていたはず――

　それが何故なぜ、レイスの手にあるのか？

「あの獣人パンサーの女の子には、悪い事をしちゃったけれど――彼かの女じよはもしかしたら、これを使えていたかも知れないのに……ね」

「じゃあ――マリーちゃんが試ためした時には――!?」

　ミレイユの問いに、レイスは頷く。

「任命式の夜に――偽にせ物ものにすり替かえさせて貰もらったよ。みんな大おお騒さわぎしてたから、簡単だったさ。ごめんね、ミレイユ。音楽を利用して権力者や警戒の厳しい所に近づく――よくやるんだ、僕ぼく等ら。まあ別の手も考えていたけれど」

　レイスの手が、『奪』の印を切った。

　背中の骨組みの翼が、異様な輝かがやきに包まれる。変形し、生き物のように伸び――

　客席に突っ込むと、観客達を次々と刺さし貫つらぬいた。

　次々に上がる悲鳴。鼻から入って来る血の匂におい。

　訝しむようなざわめきは、一いつ瞬しゆんで怖おそれと脅おびえによる恐きよう慌こうへと変わる。

　逃げようと出口に殺さつ到とうする観客達。

　しかしレイスが続いて発動させた『眷』の印は、出口の前に何体もの黒い獣を生み出だして、その逃げ道みちを塞ふさぐ。次々に観客へと襲おそい掛かる、四本足の黒い獣。

　戦う術を持たぬ人々は、ただ次々と、貪むさぼり食くわれるのみ。

「に、兄さんっ！　止めさせてください！　どうして関係ない人まで――！」

「見せしめ、さ」

　黒い装そう甲こうに包まれた指先が、すっとこちら指す。

「リオス・レンファーム。君さえ僕らの父さんを殺さなければ、僕はこんな事をしなかったよ？　つまりこれは、全て君のせいだ。せいぜい後こう悔かいするんだね」

「兄さん！　それは関係ないじゃありませんか！」

「大だい丈じよう夫ぶさ。ミレイユは見ているだけでいい、安心して」

　ミレイユに向ける顔は、温和な笑顔。優しい兄そのもので、それが逆に不気味である。

「どどど、どうしよう……」

　脅えと驚おどろきでおろおろするだけのアリエッタ。

　フィリアは声を発さず、こっちを見つめるのみ。

「リオスさん！　止めましょう！」

　ミレイユは鋭するどく、こちらに呼び掛けてくる。

　そしてシルフィードを展開し、観客達の救助に向かおうとする。

　しかしその足を、ペリュトンの背面から伸びる骨組みのうちの一本が捉とらえた。

　巻きついて来たそれのせいでミレイユは転び、動けなくなる。

「うう……！」

「ミレイユ。大人しくしてるんだ。ミレイユは聞き分けのいい子だったでしょ？」

　そう柔やわらかく呼び掛けた後、こっちを見る瞳ひとみは凍こおりついていた。

「君はそうして見てるだけ？　良心が痛んで動けないのかな？　今いま更さらそんなもので取り繕つくろわれてもね。まあ、そうだね――君が僕の前で土下座でもして詫びるなら、君の首を叩たたき落おとすだけで済ましてあげてもいいかもね？」

「……本当かよ？」

「君に質問する権利なんてないんだよ」

　伸びた骨組みの翼が、右手の鈎爪に絡からまり付つく。

　そして、薄うすく輝きを発する両りよう刃ばの剣けん状に安定した。

　レイスはそれをこちらに向け、振り下おろす。刃ははこちらの鼻先まで伸び、足元に叩きつけられる。途と中ちゆうにあった客席や舞台が、大きな音を立てて弾はじけ飛とぶ。

　その跡あとは、こちらとレイスを結ぶ、平へい坦たんな一本の道のようでもある。

「さあ、どうするのかな？」

　リオスは黙だまって、一歩踏み出す。その腕を掴つかむのは、アリエッタだった。

　本来は愛あい嬌きようのある顔が今は引ひき攣つって、泣きそうになっている。

「ダ、ダメだよ……！　そんな事したって、止めてくれる保証なんてないよ！」

「……悪いな、心配させて」

　ぽんとアリエッタの肩かたを叩き、ゆっくりと腕を外す。

　アリエッタはまだ何か言いたそうにしていたが、リオスは首を振ってそれを制した。

　再びレイスの方に振り向むくと、こちらとレイスの間に、フィリアが立っていた。

　既すでにウンディーネの精霊装甲を展開しており、湧ゆう水すいを象しよう徴ちようとする精霊の特とく徴ちよう――

　水色をした頭髪状の柔らかい光が、小こ柄がらな背中を淡あわく彩いろどっている。

「フィリア？　おい危ねえぞ、どいてろ」

「やだ！」

　こっちに背中を見せたまま、フィリアは強く首を振る。

　レイスはフィリアを一いち瞥べつし、つまらなさそうに口を開く。

「彼を庇かばおうっていうの？　そんな価値のある人間じゃないと思うけど？」

「そんなの、お前に決められることじゃないっ！」

　フィリアは寒気がするような殺気を放つレイスに対し、一歩も退かない。

「オレ……いやあたしにとっては、大事な奴なんだ！　だから――」

　顔を上げ、壇だん上じようのレイスを真っ向から睨にらみつける。

「お前がいくら可か哀わい相そうな奴だったとしても……こいつを殺そうっていうなら、あたしは許さない！　あたしがお前を倒すっ！」

　身構える姿は凛り々りしく、こちらにとってみれば、心を動かされるものもある。

　だが危険過ぎた。フィリアの才能は凄すごいが、それはまだ才能であり実力ではない。

　上級精霊を扱あつかうほどの相手に、真っ向から戦って無事で済むとはとても思えない。

「そう――仲がいいんだね、彼と」

　レイスは、感じ入ったように頷く。ぎらり、と右手の刃が輝きを増す気配。

　黒い鎧よろいに包まれた全身からは、より一層強くなる殺気。

「だったら――君が死ねば、彼により苦痛を与える事が出来るね？」

　右の切っ先が、フィリアの方を向く。

　それは音もなく空を裂さいて、フィリアに向けて突とつ進しんする。

「!?」

　それを防ごうと、フィリアは腰こしの後ろに備え付けられた盾たてを取り外し、構える。

　刃がウンディーネの盾を撃うつ。ぶつかり合いは、一瞬。

　いやぶつかり合ってさえいない。何の抵てい抗こうもなく突つき抜ぬけたのだ。

　当然の結果だと言える。キルマールと戦った時、あれはオーグルの『盾』の印で生み出した巨きよ人じんの小こ楯だてすら貫かん通つうしたのだ。

　精霊装甲そのものに備え付けられる武具は、魔ま法ほうで生み出す物に比べ、性能は落ちる。ましてやウンディーネは下級精霊、オーグルは中級精霊だ。

　巨人の小楯で防げないものが、ウンディーネの盾で防げる道理はない。

　それは見た瞬しゆん間かんに分かっていた。だからリオスは、弾はじかれたように走り出していた。

　盾を貫通した瞬間に、横からフィリアを押し倒す。何とか二人は、刃の軌き道どうの外に。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　無む茶ちやすんな！」
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「うるさい！　どっちが馬ば鹿かだ！　お前あたしを一人ぼっちにしないんだろ!?　だったら勝手に死のうとするな！　この嘘うそつきっ！」

　強く鋭く、こちらを射い抜ぬく空色の瞳。

「あたしは昔のお前なんて知らない！　けど、今のお前がいなくちゃ嫌いやだ！　だから戦うっ！　あたしを殺させたくないなら、お前が守ればいいだろ！」

　リオスは無言で、フィリアの鼻の頭を指先で弾く。

「いたっ！　何するん……」

「アホ。早とちりすんじゃねえ」

「え……？」

「分かってるよ。あれは……そんな安い覚かく悟ごじゃねえ」

　きょとんとしているフィリアを置き、リオスは立ち上がる。

　レイスは冷徹な表情で、こちらを見下ろしていた。

「そんな安い芝居を見せてくれと頼んだ覚えはない。はっきり言って気色が悪いね。腹が立つよ、君みたいな人間には人を守る資格も、守られる価値も無いんだよ」

　パンと手を弾いたレイスの指が、新たな印を刻み始める。

『影かげ』の印だ。『奪』の印で止めを刺した相手を、魔法で再生し操あやつる魔法である。

　ペリュトン最大の特徴と言ってもいいだろう。リオスにとって、最も忌むべき印だ。

　印を刻み終えたレイスの両手が、もう一度弾かれる。

　それは、魔法の発動を精霊に伝える合図。

　レイスの真横に、膨らんでいく影。それは圧あつ倒とう的てきな質量を伴ともなって、実体化して行く。

　体が収まり切らず、劇場の天てん井じようを突き破ってしまう。

　客席もいくつも潰れて、あちこちからメキメキと軋む音が響ひびく。

　そうして生み出された姿。それは――全長は人間の十倍――いやそれ以上。体表を覆うのは、紅あかく発光する、宝石のような鱗うろこ。がっしりと太く、重量感ある胴どう体たい。そこから生える四し肢しは、前ぜん肢しに比べて後こう肢しが太い。そして背部からは、胴体よりも大い立派な翼。

　巨きよ体たいを震わせ、それは咆ほう哮こうする。それだけで振しん動どうが、ビリビリと頬ほおを打つ。この島で伝説とされるだけの、迫はく力りよくと風格のある姿である。

「ズメイ……！」

「そ、そんな――じゃあ、兄さんが!?」

　見つからないわけだ。既にズメイはレイスの手によって仕留められ、ペリュトンの影になっていたのだ。こっちがマリアンデールと共に行おうとしていた事が、そのままレイスの手によって実現されている。完全に出し抜かれた。

「そういう事さ。そして僕ぼくのやる事は一つ……君の息のかかったものは、すべて消す。君を殺すだけじゃ飽き足らないのさ。君の家族も、仲間も、この街も――！　ズメイの炎ほのおに焼かれて、無くなるがいい！」

　レイスの声に応じるように、翼を開いて飛び立つズメイ。

　天井に開いた大穴から、外の音が飛び込んで来る。皆みなズメイの姿に驚き、叫さけんでいる。

　ズメイはもう一度咆哮。その口の中に、灼熱の吹ふき溜まりが産み出される。

　迸る火線。それはここではないどこかを撃ち、あっという間に焼失させたようだ。

　焦げ付いたような匂いが、その何よりの証しよう拠こである。外も、中も、全てが恐慌状態だ。

　レイス一人に、全てが手玉に取られている。

「行けっ！　ズメイ！」

　紅い巨竜りゆうは空中で南側を向くと、口内に炎を溜めながら、飛び立って行った。

　南――総そう督とく府ふのある方向だ。恐おそらくは、バーナードを狙ねらっているのだろう。

　今となっては、唯ゆい一いつの家族であるから。

「ちっ……！」

　迷う時ではない。悩む時ではない。リオスは駆け出し、レイスの前に立った。

　氷のような視線が、こちらを射る。しかし怯まず、向かい合う。

「土下座？　命と引き換かえに、ズメイを止めてくれとでも頼んでみるかい？」

　腕うで組ぐみしたレイスは、蔑むように言う。そこに後方から、ミレイユの声。

「リオスさん！　私ずっと、総督に言われてきました。もし自分の目で見て、赦すに値しないような人間だったら、お父さんの仇かたきを討うっていいって……でも実際に見たあなたは、口では色々言うけど、一生懸命に人を守ろうとする人でした。だからこれからも――フィリアちゃんにそうするように、沢たく山さんの人を助けてあげて欲しいって思ってます……」

「叔お父じさんが？　そんな事……」

「間違えないで下さい！　あなたのやるべき事を！　過去がどうあれ、相手が誰だれであれ、止めるべきは止めなきゃいけないんです！」

　ミレイユの叫びに、リオスは顔を向けて頷いた。

　過去の自分が行った事。それ償う術は、確かに見つかってはいない。

　いや、償う事が出来るという考え方自体、傲慢なのかもしれない。

　かけがえのないものは、穴あな埋うめが出来ないからこそ、かけがえのないものなのだ。

　せめて同じもの――命を差し出して、償った気になる――そういう考えもある。

　それをすれば、どうなる？

　危険を顧みずに自分を庇おうとしてくれた、守るべきものフイリアは？

　父親の遺志を継ぐという、墓前での誓いは？

　放り出すわけには、いかないではないか。

　自分の命は、フィリアの成長を見守り、この島に尽くすために使う。

　そう覚悟したのだ。それが自分のこれからの生き方だ、と。

　何と罵られ、何と蔑まれようとも――それは貫かねばならない。

　でなければ、再び前を向こうなどと、思い直したりはしない！

「さ、土下座でも命乞いでも、やるなら早くしなよ」

「いいや――」

　リオスは、ゆっくりと首を振る。

「『二重展開ツイン・エヴオルト』！」

　リオスの魔ま力りよくに呼応して、焔ほのおと鉄の精霊が臨戦態勢を整える。続けて、リオスは『弾』と『鉈なた』の印を切り始める。そうしながら、語りかける。

「俺おれは……お前には言い訳のしようもねえ。どうやったら償えるのか、それすらも分からねえ。ただ――お前を止める義務と、そのための力は持ってんだ……」

　印が完成し、リオスは発動のために手を弾く。

　虚こ空くうに現れ足元に突き刺さるそれは、真っ赤に燃える巨人の鉈。

　その柄つかに、手をかけて引き抜く。

　オーグルの加護により、身しん長ちようよりも長い程ほどの巨剣も、重みを殆ほとんど感じさせない。

　ぴたり、と刀身を持ち上げレイスに突きつける。

「だから――その物騒なペリュトンモンは潰させてもらうぜ！　話の続きは、タイゲイト監獄ででも聞いてやる！　お互たがい精霊装甲なんてなしでな！」

　レイスは動じず、鼻で笑い飛ばす。

「フン。偽善者め……結局の所、君は自分の命が惜しいだけさ。まあいい。紅くれない剣けん鬼き、君だけはこの手で殺さなきゃ、気が済まないからね！」

　再び『奪』の印を切り、両手の鈎爪を刃状に強化するレイス。

　そうして身構える姿には、キルマールとはまた違う迫力がある。

　リオスも構えながら、ミレイユの方に顔を向ける。

　今の『奪』の魔法により、ミレイユを縛っていた戒めは解かれ、鈎爪と同化していた。

「ミレイユ！　フィリアとアリエッタと一いつ緒しよに、総督府に行ってくれ！　ラーンの奴やつと合流して、ズメイを抑えろ！」

「ええっ!?　でも……！」

「そうだよ！　あたし達たちも一緒に戦う！」

「いや。こいつと戦うのに、人の手は借りたくねえ。それに――あいつなら、俺よりよっぽど上手うまくお前達を使ってくれるさ」

　それは紛まぎれもない事実であるし、口には出さないが、もう一つの計算もある。

　レイスに向けて戦力を集中し過ぎれば、形勢不利と踏ふんで逃げられるかもしれない。

　以前のキルマールの振ふる舞まいを見ているに、魔法で生み出した影は遠隔操作もできる。

　本体だけ遠くに逃げて、ズメイによる破壊だけを行う事も可能だ。

　それを散発的に繰り返されたら、こちらとしては一番困る。

　魔力さえあれば、ズメイは何度でも召喚できるのだから。

　レイスが逃げる気を起こさない程度の戦力で戦い、ペリュトンを破壊もしくは奪い返す事が必要だった。すなわち、自分が一対一で戦う事である。

「好きにすればいい。僕としても、ミレイユと戦うなんてご免だからね」

「行かせてくれるってよ。さぁ行け！」

「わ、分かりました！　さぁフィリアちゃん、アリエッタちゃん！」

　ミレイユは『翼』の印を切り、フィリアとアリエッタの手を取った。そして、天井の大穴から総督府へ向けて飛び立って行く。

　もう、邪じや魔まするものは何もない。戦うのみ！

　リオスとレイスはお互いに地を蹴り、雄お叫びを上げた。
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　ズメイは街を焼きながら、ゆっくりと総督府に迫る。

　その進路の先にある総督府には、既に狼煙のろしが上がっていた。

　北門からは兵士達が次々飛び出して来ていて、集結しようとしていた。

　そんな中フィリア達は、ミレイユの『翼』の魔法によりズメイを追い越して、総督府に先着していた。真っ先に向かったのは、武器庫である。

　銃じゆうと弾が無いと、満足に攻こう撃げきが出来ないから。

　フィリアは置いてあった銃を二挺掴み、アリエッタに問う。

「アリエッタ！　弾何発ある!?」

　勿もち論ろんただの弾ではなく、アリエッタお手製のものが何発あるか、という事である。

「鉛なまり二発と、精霊銀二発！」

「少ない！　もっと作っとけなかったのかよ!?」

「だ、だって休きゆう憩けい時間とかにちょっとずつ作らないといけないから……作るの時間かかるし……」

「言ってる場合じゃありません！　さぁ行きますよ！」

「あ、待って！　まだいるものが……！」

　アリエッタはあたふたしながら、棚たなに置かれた鍵付きの箱を開ける。

　取り出すのは、精霊銀の腕輪。赤い色の抗結界紋章が、表面に刻まれている。

「何だ？　サラマンデルか？」

　フィリアはそう尋たずねた。この色の精霊装甲は、サラマンデルしか知らない。

「ううん、イブリースっていう中級精霊！　リオスに頼まれてたの！」

「あいつ、これ使えるのか!?」

「わかんない。届いたばっかりだから、試してないだろうし……でも……」

　黒い瞳が、ミレイユの方を見る。言いたい事が分かったらしく、ミレイユは頷く。

「分かりました。私が届けます！　二人はすぐにラーン王子達と合流して下さい！」

「うん！　分かった！」

　ミレイユは再び飛び立って行き、フィリアとアリエッタは北門へと走った。

　北門を出ると、そこは広場になっている。集結した兵士達の数は、かなりのものだ。

　数十――いや、百を超こえているだろうか？

　ライオードに集められた、ズメイ討とう伐ばつ隊の隊員達である。

　バーナード総そう督とくもそこに来ており、大声で皆に指示を出していた。

　マリアンデールやデボールの姿もある。

　こちらを見つけると、マリアンデールが尋ねてくる。

「遅いですわよ！　リオス様はどうしましたの!?」

　と同時にバーナードも近寄って来て言う。

「お嬢じようちゃん達！　リオスとミレイユはどうした!?」

「レイスって奴と戦ってる！　あのズメイも、あいつが呼んだんだ！」

　空を指差す。巨きよ大だいな赤い姿は、徐々に近づいて来ている。

　この総督府までやって来るのも、時間の問題だ。

「何っ!?　そうか……あの坊主は、ミレイユみたいにはなれなかったか……」

「呼ぶってどういう事ですの!?」

　それには、隣となりにいたアリエッタが答えてくれる。

「ペリュトンだよ！　あの人ペリュトンを盗み出して、ズメイを影にしちゃったの！　あの時逃にげて行ったズメイは、あの人が仕留めてたんだよ！」

「まあ!?　わたくし達の作戦をそのままやられた、という事ですのね……」

「うん、きっとわたし達の後を付けて来てたんだよ！」

「何てことですの……」

　悔くやしそうに唇を噛むマリアンデール。

「お嬢ちゃん。あれは魔法で召喚してるんだな？　つまり、魔法を使った本人が倒たおされれば、あいつは消える――と考えていいか？」

「はい！　そうだと思います！」

「そうか、そっちはリオスに任せるしかねえな――」

　バーナードはそう小さく呟つぶやいてから、周囲に向かって大声を張り上げる。

「この広場でヤツを迎げい撃げきするぞ！　炎に巻き込まれんように、なるべく散開しろ！　とにかく死なずに、足を止める事だけ考えりゃいい！　いいな！」

　号令が下ると、兵士達は一斉に敬礼を返す。

「よおし！　全員、精せい霊れい装そう甲こうを展開して散開！」

　広場に灯る、さまざまな種類の精せい霊れいの、さまざまな色の光。

　フィリアもそれに、ウンディーネの水色の光で参加する。

　グリム・リーパーを展開したマリアンデールが、フィリアの側に寄って来た。

「ちょっとよろしいかしら？」

「ん？　何だよ？」

「あなたのあの銃は、威い力りよくがありますわ。あれでズメイの翼つばさを狙って下さるかしら？　翼が折れれば、飛べはしません。ここで釘くぎ付づけに出来ますわ」

　と言われて、ちょっと驚いた。

「……何ですの、その顔は？」

　マリアンデールは不ふ機き嫌げんそうに、眉をしかめる。

「いや、何か意外だったから。お前がオレを頼るなんて」

「だ、誰が！　頼たよってなんていません！　ただ使えるものは使おうと思っただけです！」

　一いつ瞬しゆんひるんだような顔を見せ、そのあとなぜか怒おこり出す。

「それってつまり、頼ってるって言うんじゃねえの？」

「違ちがいます！」

「でも……」

「違うったら違うんですの！」

「……ガキだな、お前」

　ちょっと呆あきれてしまう。

「あなたに言われたくありませんわ！　そんな子供っぽい体の癖くせに！」

　こっちの胸を指差す。

「そこは関係ないだろ！　頭の中身の事言ってんだよ！」

　かっと来て言い返すと、間にアリエッタが割り込んでくる。

「や、やめようよ！　そんな事してる場合じゃないでしょ！」

　フィリアとマリアンデールは、睨み合あった視線を、お互いにぷいと逸そらした。

「とにかく、そういう事ですわ。分かりましたわね！」

「分かったよ！」

「ではわたくしは前面に出て、ヤツの注意を出来るだけ引きますわ。デボール！　あなたは総督をお守りしなさい！」

「んみゃ！　分かったみゃ！」

　マリアンデールは、ズメイが向かって来る北側へと駆け出だそうとする。

　その背中に、フィリアは声を掛かけた。

「おいマリアンデール！　気をつけろよ！」

　マリアンデールはちょっとだけこちらを振り返かえり、小さく頷うなずくと再び走り出す。

　その足は、驚おどろくほど速い。さすが獣人の身体能力だ。

「フィリア、わたし達も行こう！」

　アリエッタが真しん剣けんな顔で、促してくる。

「うん！　狙いやすいトコに行かねえと！」

「門の上がいいよ！　上からなら角度があるから、他ほかの人を巻き込みにくいし！」

「よし！」

　二人で門内に引き返し、階段を駆け上がる。

「そ、そういえばラーン王子……いなかった……ね……！」

　息を切らせながら、途切れ途切れに言うアリエッタ。

「いないモンは仕方ねえよ！　無視だ無視！」

　狙そ撃げきの場所に着いた時、既すでにズメイとの戦いは始まっていた。

　広場の精霊操者達が、一斉に攻撃のための魔法を放つ。

　炎の弾、閃光の筋、岩の礫に風の刃は。

　それらが一斉に、悠然と空に浮く火竜へと向かって行く。

　大きな的であるから、それらの殆どは狙いを外れず、ズメイに当たる。

　怒おこったのか、唸り声が上がり、緑の瞳ひとみが下を見る。

　注意は引けた様子。だが、その体には一いつ切さい傷はついていない。

「全然効いてねえ……！　怒らせただけだ！」

「うん……！」

　ズメイの口の中に、生まれる灼熱。それが炎の帯となり、眼下の広場に降ふり注ぐ。

　何人かの精霊操者が、それに巻き込まれるのが見える。

　水色の、恐らく水の属性であろう精霊装甲は熱で溶かされ、炎の属性であろう赤い色の鎧をまとった者は、衝しよう撃げきで吹き飛ばされる。

　どちらにも言えるのは、無事ではいられないという事だ。

　鎧が溶けた部分から身を焼かれ、動かなくなるか――

　衝撃で気を失って、装そう甲こうが解けた所を焼かれて動かなくなるか――

　いずれにせよ後に残るのは、真っ黒に焦げた肉の塊かたまりである。

「ああっ……！　ひどい……！」

　アリエッタは声を震わせる。

「早くやらねえと、どんどん皆がやられる！　弾くれ！」

「ど、どっち!?」

「精霊銀のほう！」

　手渡わたされた弾だん丸がんを強く握にぎり締しめ、魔力を込める。

　二発しかない切り札だが、そんな事を言っている場合ではない。

　水色の輝かがやきを発するそれを、アリエッタに再び戻もどす。

　アリエッタが弾込めを行っている間に、ズメイは首をくねらせる。

　そして、別の方向に炎を吐はき出す。その先には――

　鎧よろいの上からローブを纏まとったような、小こ柄がらな黒い精霊操者の姿。

　身に不釣つり合いな、大きな鎌かまを携えている。

「！　マリアンデール！」

　焼かれる！　危ない！　そう思って、フィリアは声を上げていた。

　しかし、そうはならなかった。

　マリアンデールは猫ねこのように体をしならせ、大きく跳とぶ。そして、瞬しゆん時じに炎の範囲から抜ぬける。炎の帯は彼かの女じよを追いかけるが、それよりも早く横に走り、追いつかれない。

　驚くような速さで走りながらも、マリアンデールは魔ま法ほうを発動。彼女の目の前に、先の尖とがった黒い塊がいくつも生まれたのだ。塊は一斉に上に飛び立つと、炎を吐き続けるズメイの下顎あごを撃った。魔法が弾ける衝撃で、大きく開いた口は閉じられ、炎も止まる。

　その間にマリアンデールはズメイの真後ろ側に移動し、視界から外れる事に成功した。

「すっげぇ……！」

　驚くフィリアの目の前に、銃が差し出される。

「はいフィリア！　できたよ！」

「ん……！　よし！　こっちも負けてられねえ！」

　素す早ばやく発射姿勢を取り、狙いを定める。狙いたいのは、ズメイの翼。

　翼を折って、この場に足止めするのだ。

　視界から消えたマリアンデールを捜し、ズメイは後ろを振り返る。

　丁度、こちらに背を向けた形――翼の付け根が、こちらから見て露あらわになる。

　今だ！

「行っけえええぇぇ！」

　力を込めて、引き金を引く。

　空へ向けて、水色の光が奔って行く。それは、弾丸が通り抜けて行った痕跡である。

　光の筋は狙いを外れずに、ズメイの背部に突き刺ささった。

　そして分厚い体を突き抜けて、空の彼方へと消えて行く。

　発射の反動に尻しり餅もちをつきながらも、フィリアは確かにそれを見た。

　今までで、一番大きな竜の咆哮。空中のズメイは身をよじらせ、体が大きく傾ぐ。

　落ちて来る！

「やったぁ！」
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　アリエッタが歓声を上げる。

　しかしその喜びの中で、ズメイは体の向きを立て直し、再び力強く浮き上がった。

「！　いや、ダメだ……！」

　確かにこの銃じゆう弾だんなら、ズメイを貫つらぬける。だが、相手の体が大きすぎる。

　一発では、大きな打撃にはならなかったのだ。

「もう一発だ、アリエッタ！」

「ま、待って！　こっちに来るよっ！」

　振り向むくと、火竜の緑色の瞳は、確かにこっちを見ていた。

　そしてその口には、紅蓮の炎が渦うず巻いている。

「！　逃げろっ！」

　アリエッタの手を引き、階段へと引き返す。

　下り口に差し掛かろうとした時、炎が元いた場所を焼いた。熱と爆風に、フィリア達の体は簡単に吹き飛んだ。階段の高い所から、空中に投げ出される。

「うわああぁっ!?」

「きゃああああっ！」

　凄すごい勢いで、地面が迫せまって来る。

　落ちたら無事には済まない、でも、どうしようもない！

　フィリアは覚かく悟ごして目を閉じた。しかし覚悟していた体の痛みは、いつまで経たってもやって来なかった。耳からは、軽やかに駆け出すような笛の音。

　目を開ける。すると自分達は門の上にいて――真横には、緑色の豪ごう華かな精霊装甲を纏った、背の高い人影かげ。両手に携たずさえた縦長の笛を、何でもない様子で吹いている。

　それから口を離はなし、軽い調子で笑え顔がおを見せる。

「やっほー。遅おくれちゃったけど、これでリッちゃんに怒られなくて済むかなあ」

「ラーン王子！」

　アリエッタが、その名を呼ぶ。

「なあ、今何したんだ？　落ちるかと思ったのに……」

「ああ、それはね――」

「は、話してる場合じゃないですっ！　降りて来ます！」

　アリエッタの指差す先――炎ほのおでこちらを仕留められなかったズメイは、その巨きよ体たいで門ごと押おし潰そうと、急降下して来ていた。

「おおっ!?」

　ラーンは手早く、再び笛を吹ふく。先さき程ほどと同じ、軽やかに駆け出すような旋せん律りつ。

　すると目の前がぐにゃりと歪ゆがんだ――ように見えた。

　一瞬の後、フィリア達の姿は門の上ではなく、ズメイの後ろ――広場の中にあった。

　誰だれもいない門が、ズメイの重量により、轟音を立てて崩くずれるのが見える。

「え……っと？　い、移動した!?」

　狐につままれたような心境で、フィリアは呟く。

「そーいう事っ。高速移動の術ね。色々便利だから、コレ」

　と、笛をちょんちょんと突っつきながら答える。

「す、すげー……」

　魔力を回復させるだけでは無かったのだ。

　あのリオスが、ラーンの事は相当信用していそうだったのも分かる。

「さ、立って！　主役は君達だよ。俺は引き立て役しかできないからさ」

　戦況は、刻一刻と変化しながら、止まることは無い。

　地に降りたズメイに向かい、マリアンデールをはじめ接近戦を得意とする者達が、武器を構えて突撃しようとしていた。

　援えん護ごが必要だ。フィリアは頷いて立ち上がると、再びアリエッタに弾丸を要求した。
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『眷』の印で生み出された闇やみの獣が、左右から同時に飛び掛かって来る。

　リオスは軽く後ろに跳ちよう躍やくし、突とつ進しんの軌き道どうから身を外す。

　着地――と同時に、深く腰こしを沈め、両腕うでを高く上げた姿勢は整っている。

「でぇいっ！」

　打ち下ろした巨きよ人じんの鉈なたが、空中で交こう錯さくした二体の獣をまとめて断ち切った。

　闇の獣は姿を維い持じできず、黒い霞のようなものが広がって消える。

　その残滓の中から、飛び出して来る黒い精霊操者。

　こちらの間合いの中に飛び込んで来ると、右の黒い刃を横薙ぎに振り抜く。

　リオスは打ち下ろした巨人の鉈を全速で引き戻し、刃の腹でそれを受ける。

　受ける姿勢は、やや不十分だった。そのため、体がやや後ろに仰け反る。

「死ねえぇっ！」

　続く左！　こちらの腹を狙ねらって突き出される。横に避よけられる体勢ではない！

　巨人の鉈の切っ先を、足元の床に強く突き刺す。

　そのまま体重を掛けて、腕の力で強ごう引いんに体を浮うかせる。

　一瞬後に、ペリュトンの黒い刃が通り過ぎて行った。

　お互たがいの位置が入いれ替かわり、リオスはレイスの背面に、レイスはリオスの背面に着地。

　振り向きながら、膝ひざの位置を払うように紅い巨剣けんを一閃。

　レイスは高く飛び上がり、それを避ける。

　ペリュトンには、飛行能力もある。そのまま天てん井じよう近くまで、黒い精霊操者は身を運ぶ。

　間合いが出来たが、こちらには息をつく暇ひまはない。

　また新手の闇の獣が、前後から迫っていた。リオスは素早く『壁かべ』の印を切る。

　獣の突進に合わせ、両手を弾く。

　炎の壁が、リオスの前後にせり上がる。それは闇の獣を巻き込み、消滅させた。

　その時、リオスは既に壁の横をすり抜け、劇場の出口に向かって走っていた。

　なるべく距きよ離りを取る――そういう狙いだ。

　いくらレイスがペリュトンさえも操あやつる程ほどの実力を持っていたとしても、ズメイのような巨大な化物を魔法で召喚したのである。かなりの魔ま力りよくを消しよう耗もうしたはずだ。そして今ズメイを操り続けている間にも、魔力はどんどん消耗しているだろう。

　遠からず、尽つきる。

　こちらはレイスよりも早く魔力が尽きる事の無いように戦い、精霊装甲を奪い返す。そういう計算だった。ただし、そこまで凌ぎ切るのも相当難しい事ではあるが。

　レイス個人の事を言えば、戦いの技量、魔法の威力共に、キルマールに比べれば若じやつ干かん落ちるように思われる。が、問題は彼の戦い方だ。キルマールは『奪』の印の魔法でリオスを殺す事に拘っていたが、レイスにはそれが無い。生み出した闇の獣と連携して攻撃してくる。その多角的な組み合わせは、厄介だった。結果として、キルマールから逃げ切る以上に、レイスから逃げるのは難しい。

　劇場の出口から、外に飛び出す。目に入って来るのは、ズメイに焼かれて瓦礫と化した建物と、人の形をした、黒く焦げた塊。活気に満ちていた平和な光景は見る影も無く、今や破壊と死に支配された戦場である。

　そこには既に、先回りしたレイスの姿。闇の獣も十体近く、彼の周りを固めている。

「君の狙いは分かってる。僕ぼくの魔力が尽きるのを狙ってるんだろう？」

「さあな……！」

　図星である。が、わざわざそれを口に出す道理もない。

　リオスは何も言わず、構えを取る。腰の位置に柄つかを引き、切っ先は地面に付ける。

　丁度こちらの体に隠れ、巨人の鉈が見辛づらい位置関係だ。

　そうしながら、巨人の鉈の根元に『変』の印を描く。

　狙いは狙い。だがそれより早く片が付くなら、言う事は無い。

「ふん……さぁ行けっ！」

　号令一下、レイスの元を離れて駆け出す闇の獣けもの達たち。

　それを迎え撃うつリオスは、『変』の印を描えがいたにもかかわらず、通常の巨人の鉈の間合いまで敵を引き付けた。

　見るべきは一点。獣の群れの後ろ側にいる、レイスだ。こちらの動きの隙すきを突き、攻こう撃げきを繰り出そうと身構えている。が、それは攻撃のための姿勢であり、守るためのものではない。この位置で自分が攻撃されるとは、思っていないのである。

　その思い込みが、こちらの好機！

「だああぁぁっ！」

　リオスは前面の獣達を薙なぎ払はらう軌道で、巨人の鉈を払う。そうしながらも、『変』の印の効果は、紅い刀身を通常より遥はるかに引き延ばす。

　ただの迎撃は、奥おくにいるレイスをも巻き込む斬り込みに早変わりした。

「何っ!?」

　虚きよを突つかれ、避ける事が出来ないレイス。

　右手の刃を盾たてに変え、辛うじて受ける姿勢を取る。

　巨人の鉈はその黒い盾に食い込んだが、切断は出来なかった。

　レイスの体は勢いに負け、大きく吹き飛ぶ。

　手前にいた闇の獣達は、全すべて薙ぎ払われて、虚こ空くうに消え去った。

「ちっ……威力が足りねえか」

　レイスは地面に激突はせず、宙で姿勢を立て直すと、高く浮き上がっていた。

　攻撃を当てはしたものの、さしたる痛手にはなっていない様子だ。

　流石さすがはペリュトンの、上級精霊の宿った精霊装甲の防ぼう御ぎよ力である。

　やはり『爆』の印も併用し、超質量の爆薬としてぶつけるしかないのか――

　キルマールにも通じたのだから、レイスにも恐おそらく通じる。

　しかしそれは、出来れば避けたい。

　上手うまく行ったとしても、自分の命もレイスの命も運次し第だいになる。

　レイスの命まで奪おうという気には、なれなかった。

　何とか無力化し、ペリュトンを奪い返したい。

「やってくれる……！　君みたいな人間にそんな力があるから――！」

　そう罵るレイスの挙動は、今までと違った。

『眷』の印を切らずに、両手の刃を構えるのだ。

　これまでは生み出した獣が倒されるたびに、次を補ほ充じゆうしていた。

　その余よ裕ゆうがなくなった？　つまり、魔力の枯こ渇かつが近づいている？

　急降下からの、右手による縦の斬撃。

　それを避けながら放った一撃は、左手の刃に受け止められる。

　力と力の押し合いでは、質量が巨きよ大だいなこちらの方がやや有利。

　しかしレイスは右の刃も左に交差させ、劣勢を跳ね除けた。

　姿勢は完全に互角になり、鍔迫り合いは続行する。

「やめとけ！　今のお前の姿は、ミレイユを悲しませるだけだ！」

「軽々しくその名前を口にするな！　虫唾が走るんだよっ！」

　レイスの前蹴りが、こちらの腹に突き刺さる。

　リオスは咳き込みながら後ろに跳び、すぐに姿勢を立て直す。

　顔を上げ、レイスの黒い姿を見据える。視界に飛び込んで来る、小さな影があった。

　大通りの脇わきの小道から、十歳前後の少女が姿を現していた。

「お母さん――お母さんがっ！　お願い助けてっ！」

　ズメイは街を焼きながら、総そう督とく府ふの方へ向かった。

　あたりの風景は、リオス達たちが劇場に入る前とは一変している。

　その破壊の中で、母親に何かあったのだろう。

　こちらに向けて助けを求める顔は、必死そのものだった。

　レイスは少女の方を向き――そして目を細めた。ゾッとするような冷笑だった。

「！　危ない逃げろっ！」

「え――？」

　戸と惑まどった顔をする女の子の体を、ペリュトンの背面から伸のびる骨組みが絡め取る。

「うぅ……い、痛っ――！」

　きつく締められて、苦しそうである。

「おいてめえ！　その子は関係ねえだろ、離せっ！」

　しかしレイスにはどこ吹く風、冷たい笑顔がこちらを見る。

「さぁ、僕の考えてる事が分かるかい？」

「……ちっ」

　この子を助けたければ、武器を捨てろ。そう言いたいのだろう。それは拒きよ否ひできない。

　見れば、丁度妹のフィリアが亡なくなったのと同じ年とし頃ごろの子だ。殺したくはない。

　自分の行動次第で助けられるなら、そうせざるを得ない。

「ほらよ。もう勝手にしろ」

　リオスは巨人の鉈を、自分とレイスの間に放り投げた。

　しかしレイスは、それをつまらなさそうに眺めるだけ。

「何だったら――」

　言って精せい霊れい装そう甲こうを解除する。

　そして、右手に装着されたサラマンデルの腕うで輪わを外す。

「こういう事だろうが」

　更さらに、左手のオーグルの腕輪に手を掛け――そこでレイスが口を開く。

「残念。違ちがうね」

　女の子の戒めが解ける。地面に座すわり込んで、咳き込む小さな姿。

　骨組みの翼つばさは少女を離した後も、そのすぐ側に止まっていた。

　レイスは温和な笑えみを浮かべながら、語り掛ける。

「ごめんね。もう怖こわくないよ、お母さんの事も心配いらない。だって――」

　槍と化した翼の先せん端たんは、一斉に少女の方に向く。

「もうその必要もなくなるから――ね」

「！」

　止める間も無かった。

　少女の体からいくつもの黒い槍が生えて――

　びくんと体が震ふるえると、後から赤い血が噴き出だして、着ていた服を汚よごして行く。

「不正解だよ！　偽善者の猿芝居ほどみっともないものはないね！　ハハハハッ！」

「てめええぇぇっ！」

「僕がやりたかったのはこれさ。見なよ――！」

　少女の遺体が、どす黒く変色する。

　そして、空気を抜かれたかのようにしぼんで行き――やがて消える。

「なっ……んだ？　影を奪うばった……？」

「そうじゃない、魔力を吸ったのさ。ペリュトンこいつは便利な奴やつでね」

　レイスの指が、再び『眷』の印を刻む。

「つまり――僕の魔力が尽きるのを待つって君の考えは、的が外れてるのさ！」

　再び生み出された獣達は、十は下らない。完全に取り囲まれる。

「なるほどな――」

　レイスは魔力をも補充できる。長引けば不利になるのはこちらだけだ。

　こうなったらもう、手は一つしかなかった。

　覚悟を決めて、再びサラマンデルの腕輪を拾い上げようとした時――

「もうやめて下さいっ！　兄さん！」

　頭上から、声。

　見上げると、風の下級精せい霊れいシルフィードの精霊装甲を纏った、ミレイユの姿がある。

　ミレイユはこちらとレイスの間に降り立つと、双ふた子ごの兄に向かって声を上げる。

「正気ですか!?　あんな小さな子まで犠牲にして――そうまでして仇かたきを討うって何になるんですか!?　お父さんがそんな兄さんの姿を見て、喜ぶとでも思っているんですか!?」

「……死んだ人間は、何も見えないし、何も感じないさ。だから気にする事は無いよ」

　ミレイユに対するレイスは、あくまで温和だ。

　辺りを取り囲んでいた闇の獣けものも消し、ミレイユを迎え入れている。

　リオスから見たら気持ちの悪いくらいだが、これが彼本来の姿なのかも知れない。

「そんな事を言うんだったら、どうして仇討ちに拘こだわるんですか!?」

「それが、この世に生を授けてくれた父さんに対する、せめてもの恩返しだから。見ていようが見ていまいが関係ないさ。これは僕自身の誓いだからね」

「兄さん！　そんなにお父さんの事を思えるなら、分かるはずでしょう!?　兄さんのやった事で、大勢が死んでます！　私達みたいな人が、沢たく山さん生まれちゃったんですよ!?　何とも思わないんですか！」

　ミレイユは涙なみだを流しながら、レイスを説得する。

　しかしレイスは、首を横に振ふる。

「思わない。と言うより、思う必要を感じないね。人は所詮、主観でしか世界を捉とらえられないんだから。自分と自分の大事な人さえ良ければ、それでいいさ。ミレイユを泣かせてしまってるのは、申し訳ないと思うよ。でもそれもすぐ終わる――」

「に、兄さんの馬ば鹿かっ！　皆みながそんな考えでいたら――殺して、恨んで、また殺して、また恨んで、またまた殺して！　誰もいなくなるまで、それを続けるんですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶさ。それでもまだ、この島にも人は沢山いるでしょ？　気にし過ぎだよ」

　優やさしい声色ながら、レイスの態度には、一いつ切さいの制止を受け付けない意志がある。

　だからリオスは、口を挟はさんだ。

「おいもう止めとけ。無む駄だだよ」

「リオスさん……」

　ミレイユは悲しそうに肩かたを落とし、項うな垂れる。

「はじめて君に同意するよ。さぁミレイユ、離れてるんだ」

「……分かりました。リオスさん、これを――アリエッタちゃんからの届け物です」

　ミレイユが投げて寄よ越こしたのは、赤い抗こう結けつ界かい紋もん章しように包まれた精霊銀の腕輪だ。

「アリエッタの……？」

　思い当たる。火の中級精霊を宿した精霊装甲を用意してくれと、確かに頼んでいた。

　それが今、こんな時になって手元に届いた。

　間がいいのか悪いのか――それを決めるのは、自分自身だ。

「リオスさん！　お願いします……兄さんを……！」

「ああ、やれるだけやるさ」

　それを聞くと、ミレイユは『翼』の印を切って、再び空に舞まい上がる。

　見上げながら、腕輪を装着。

　表面に刻まれた文字から判断するに、火の中級精霊イブリースのものだ。

「一か八か、か……そんなんばっかりだな、最近」

　展開できるかも分からない。だが、やるしかない！

「さぁ――言う事聞けよ！　イブリース！」

　両の腕を組み合わせ、リオスは高らかに叫さけんだ。

「『二重展開』！」
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　弾だん丸がんに魔力を込めつつ、フィリアは戦況を見つめる。

　総督府の門を押し潰し、地に降おりたズメイに、精霊操者達が斬り込んで行く。

　背を向けている今が、直接攻撃する絶好の機会である。

　が――

　火竜りゆうの巨木のような尾おが、鞭のようにしなる！

　それは向かって行った者達をあざ笑うかのように、一斉に弾はじき飛ばした。

「ああっ……！」

　アリエッタが息を飲む。

「おぉ流石さすがマリーちゃん！　避けてる！」

　ラーンの言う通り、マリアンデールだけは尾の一撃に反応していた。

　鎌かまの柄を地面に突き立て、反動を利用して高く飛び上がる事で回かい避ひしたのだ。

　着地すると、勢いそのままに前へ。

　黒い鎌を振りかざし、ズメイの足首へと叩たたきつける。

　見事に当たった！　だが――

「あちゃー。効いてないのか……」

　強固な外皮に弾かれて、鎌の刃はは通らない。

　マリアンデールは、諦めて距離を取ろうと試みる。

「アリエッタ！　出来たぞ！　頼たのむ！」

　その様子を見ながら、フィリアはアリエッタに精霊銀の弾丸を手渡す。

「うん！」

「フィリアちゃん、その弾あと何発あるの？」

「精霊銀の弾は、これが最後！」

「ふむう……なら、それは俺おれがいいって言うまで撃たないで待ってて！　よろしく！」

　ラーンはそれだけ言うと、前に向かって駆け出してしまう。

「ええっ!?　おい……！」

　早く撃たないと、援護にならないではないか。

　しかも戦況は、悪い方に向かっていた。

　ズメイはその場で、大きく足踏ぶみをする。

　その重量により地面は大きく揺ゆれ、近くにいたマリアンデールは足を取られる。

　そこに襲いかかる尻尾しつぽの一撃。あれでは、避ける暇も無い！

「やばいっ！」

　しかしフィリアの悲鳴は無駄に終わる。

　マリアンデールの姿がふっと歪んだかと思うと、近くまで駆かけていたラーンのすぐ側に現れる。フィリア達を助けてくれた、高速移動の旋せん律りつだ。

　攻撃が空から振ぶりに終わったズメイは、気にした様子も無く振り返る。

　その口の中には、炎ほのおが渦うず巻いている。

「ま、まずいよっ！」

　ラーンやマリアンデールは逃にげられても、先さき程ほどの尾の一撃にやられた精霊操者達が、そこかしこに転がっているのだ。

　彼かれらが纏まとめて焼かれてしまう！

　その中でラーンは、全員の前面に立つ位置に走る。

　真っ先に、炎に焼かれる位置。そこで、また聞いた事のない旋律が笛から流れる。

　今度は、柔やわらかく包み込むような、優しい音だった。

「何考えてんだ！　わかんねえ……！」

　ズメイの炎が迸る。

　それは真まっ直すぐラーンに向かって行き――

　何かに阻まれるように、せき止められる。

　見ると、ラーンの前を守るように、緑色の光の壁が現れていた。

　ズメイの炎にも怯ひるむ事無く、ただ優しい色をたたえて、そこにあり続けている。

　炎を吐はき終えたズメイの前で、ラーンは全くの無傷だった。

「と、とんでもねえぞ、あいつ――！」

「うん……力の質は違うけど、もしかしたらリオスよりも……！」

　その物言いは、フィリアにとってはちょっと気に食わなかった。

「いや、一番強いのはリオスだけどな！　今度言いつけてやる！」

　と言うと、アリエッタは慌あわてて首を振り出した。

「べ、別にリオスより強いなんて言ってないもん！」

「あの言い方は、そういう感じだろ？」

「ち、違うもん！　そんな事よりわたし達も、いつでも撃てるように準備しよう！」

　ちょっと納なつ得とく行かないが、発射姿勢を整えつつ広場の様子を窺う。

　炎を防ぎ切ったラーンと、マリアンデールの姿が無くなっていた。

「いない!?」

「あっ！　あそこ！」

　ズメイの背の上だ！　流れる旋律は、高速移動のものに変わっていた。

　そしてそこで、また聞いた事のない旋律。

　激しくて強い、勇ましい曲である。

　すると現われる変化は、マリアンデールに対してだった。

　全身が緑色の光に覆おおわれて、眩く輝かがやき出す。

「やあああああぁぁっ！」

　遠く響ひびく、気合いの声。

　ズメイの背を滑すべり降りつつ、マリアンデールは大鎌を翼の付け根へと叩きつける。

　それは、フィリアのつけた傷跡あとを決定的に抉った。

　いや、抉っただけではない。

　綺き麗れいに断ち切って、完全に片方の翼をもぎ取ってしまった。

　先程までとは、威い力りよくが全く違う！

　これも、ラーンの笛の効果なのだろう。

　滑なめらかに着地したマリアンデールは、さらにズメイの足首に鎌をふるう。

　刃は肉に食い込んで、深い傷をつけた。

　真っ赤な血が噴き出して、黒のローブを汚して行く。

　ズメイの膝が折れて、こちら側に頭を向けて倒たおれ込む。

「いいぞ！　マリアンデール！」

「褒ほめても何も出ませんわよ。それに、凄すごいのはわたくしではなく、ラーン王子ですわ」

　いきなり後ろから、マリアンデールの声。

　ぎょっとして振り向むくと、笛を咥えたラーンと、返り血を浴びたマリアンデールの姿。

「さ、フィリアちゃん。トドメよろしく！　あいつのドタマ、ぶち抜いちゃって！」

　先程の激しくて強い、勇ましい曲。

　それを聞くと、フィリアの全身はかっと熱くなった。

　力が後から後から湧わいて来て、それがフィリアの体を伝って、銃じゆう身の中の弾丸へと集まって行くのが分かった。

「何だこれ……！　よおおぉっし！」

　凄い威力が出る――見た事が無いくらいに！

　本能的に、そう悟る。

　地に伏せたズメイは、怒いかりの咆ほう哮こうを上げながらこちらを睨にらんでいる。

　だが、怖くもなんともない。

　もう終わるから。

　これで終わりにするから！

「じゃあな！　バケモンっ！」

　ズメイの眉間を狙ねらい、引き金を引く。

　弾の中にこれでもかと詰め込まれた力は、解放されると銃身すら突き破って、空を駆けた。その跡は光の筋ではなく、光の帯だ。

　分厚い流れとなって、ズメイの眉間を撃つ。

　そして大穴を開ける。人が立って歩けそうなくらいの、大穴だ。

　空に向かって、逆走して行くかのような流れ星。

　総督府の屋根までちょっと壊こわしてしまったのは、計算外だったが。

　頭を撃ち抜ぬかれたズメイは、もはや力なくその場に崩くずれ落おちて――

　そして全身が真っ黒い影かげのように変わり、消え失うせて行く。

「やったぁ！　フィリアっ！」

　抱だきついて来るアリエッタ。その勢いに負けて尻しり餅もちをつきながら、息を吐く。

「ふー……何とかなった……」

「見事なものですわね。ちょっとだけ見直してあげても構いませんわよ」

　偉そうな物言いだが、一応褒めているつもりなのだろう。

　だからフィリアは怒おこらなかった。ズメイを倒した安心感で、心も広くなっていたし。

「お前も強かったぞ、マリアンデール！」

「……マリーで構いませんわ。長くて呼び辛づらいでしょう」

「うん。じゃあそうする」

　笑え顔がおを向けると、向こうも少しだけ、表情を和らげる。

　基本的に気に食わない相手だが、少しは仲良くできそうな気もしてきた。

「しっかしリッちゃんは？　最後まで来なかったけど、いればもっと楽だったのにさ」

「あ、そうだ！　あいつレイスって奴と戦って――！　助けに行かなきゃ！」

　立ち上がろうとしたフィリアの視界に、こちらに駆けて来るバーナードの姿が映った。その後ろにはデボールがいて、手には水色をした短刀。

　レモラの精霊装甲の背びれは、一枚一枚が刃のように研とぎ澄すまされた、刀剣けんのような形をしている。それを取り外すと、これになるらしい。

「おおい皆！　よくやってくれた！　これで――っ!?」

　その言葉の先は、続かなかった。口から噴き出た血が、それをさせなかった。

　デボールだった。後ろからバーナードに駆け寄ると、手の武器で刺さしたのだ。刃は胸を貫かん通つうし、赤く汚れた切っ先が、こちらの目に入る。

「な……に!?」

　呆あつ気けに取られたように、崩れ落ちるバーナード。

　フィリアも唖然として、一歩も動けなかった。

「デ、デボールっ！　自分が何をしたか分かっていますの!?」

「みゃみゃみゃみゃ！　分かってるみゃー！　やってやったみゃ！」

「なにがやったんですの!?　説明なさい！」

「つまり――さよならだみゃ！　マリーお嬢じよう！」

　デボールの姿が変わる。全身が黒ずんで、染まって行く。

　立ち上がった影法師――そんな印象。そして、揺らめきながら消滅した。

「デボール！　何処どこへ行ったの！　戻もどって来なさいっ！」

　マリアンデールの声だけが、その場に空しく響いていた。




◆◇◆




　イブリース。属性は火、象しよう徴ちようは業火、階級は中級。炎そのもので出来た鬣たてがみと尾を持つ獅子であるとされる。気性は非常に荒く、攻こう撃げき的。一説によると、朧な自意識しか持たないサラマンデルが、高密度に寄り集まって、生まれ出る精霊であるともされている。

　魔ま法ほうにはサラマンデルと共通のものが多く、両者の性質が近い事を現している。

　つまり――扱あつかえる可能性は、低くは無い！

　両の手の精せい霊れい達たちに、送り込んだ魔ま力りよく。オーグルは食いつき、活性化する。そして――イブリースも喜んで、魔力を吸おうと被覆現象を起こす！

　光によって狭まった視界、それが開けた後、リオスを包むのは今までに無い鎧よろいの姿。

　全身の抗結界紋章は、火の属性を示す赤の面積がやや広がり、より鮮やかに。

　更に鎧の上を覆うように、外套マントが現れている。それは、炎そのもので出来ており、一時として同じ形状に安定しない。ゆらゆらと揺れて、渦巻いて。焼くべき獲え物ものを待っているかのように、滾っている。イブリースの炎の鬣が、外套と化したものだ

　そして、腰こしの後ろから生える尾も、同じく炎そのもの。少し意識すると、尾が自分の思う通りに動くのが分かった。サラマンデルの時はただの飾かざりだったが、これは有効な武器となり得そうだ。

　ただ、問題が一つあった。

「くっ……きっついな……！」

　魔力の消しよう耗もうが、かなり重い。今までとは比べ物にならない。一気に勝負をかけなければならないだろう。印を切ろうと構えた所に、上空のミレイユの声が響く。

「あっ！　ズメイが！　ズメイが消えて行きますっ！」

　この場にいないフィリアやラーン、マリアンデール達たちが、やってくれたらしい。

　きっとラーンが、フィリア達をうまく使ってくれたのだ。

「……残念だったな、あっちにはアホだが使える奴がいてよ」

「ラーン王子だね。確かに彼は厄介さ。けれど構わない。最低限のやる事はやってくれたからね……」

　笑みを浮うかべながら、印を切る。それは――『影』。ズメイを再び生み出す程ほど、魔力は残っていないだろう。ならば何を出す――？　その候補が思い当らなかった。

「……やる事だと？　何だよそりゃあ」

「さあね！　一つだけ言えるのは……彼がやってくれたよ！」

　レイスの側に、立ち上がる黒い影。それは水色の精霊装甲を纏った、鰐人アリゲイトの姿である。

「デボール!?　そうか――！」

　よく考えれば、当然の疑問がある。どうしてレイスは、こちらがズメイ火山の調査に出る事を知った？　どうして、飛び立ったズメイをすぐに仕留められる位置が分かった？

　それは、影となったデボールを通して知り、また見ていたからだ。

「みゃみゃ！　ぶっ殺してやるみゃー！」

　レモラの背びれを取り外して両手に構え、場違ちがいな明るい口調。

　それが何故なぜだか痛ましくて、妙みように寂さびしい気持ちがした。

「……任命式の夜だな？」

「そういう事さ。僕ぼくの最初の影が彼になる。中々面白い事を知ってたね。結構強かったから、おかげでルーシエに怪我けがをさせてしまったけれど」

「……」

　任命式の夜、恐おそらくデボールは、武器庫に忍び込むレイス達を見つけてしまったのだろう。口封じのために殺され、レイスの影にされたのだ。しかしただでやられたわけでは無く、ルーシエには手傷を負わせた。

　デボールを影にしたレイスは、デボールの記憶を自分の物に出来るようになった。そこで、王国議会からの要よう請せいにより、ズメイ火山の竜をペリュトンで仕留め、軍備増強を行うというこちらの計画を知ったはずだ。

　それをそのまま乗っ取ると決めたレイスは、影のデボールをこちらに紛まぎれ込ませ、監視させると共に、自分もズメイ火山の調査隊の後をつけた。ミレイユには、楽器の調達に行くと嘘をついて。そして火山の遺い跡せきより飛び立ったズメイを屠り、自分の影にしたのだ。

「さぁ行け！　デボール！」

「みゃー！」

　言われるがままに、地を蹴けるデボール。

　同時にレイスもデボールを追いかけ、飛び上がるのが見えた。

　鰐人の強靭な筋力は、あっと言う間にその巨躯をこちらに肉薄させる。突き出だされる、水色の刃。まだこちらは、獲物を召喚できていない。

　だが、打つ手はある！

　リオスは炎の外套の端はしを掴つかんだ。こちらがそれを、熱いと感じることは無い。

　そして、レモラの刃の進路に翳かざす。

　外套に触れた水色の刃は、ジュッと音を立てて蒸発する。

　後には、水蒸気のようなものが残るのみ。

「あっちぃみゃー！」

　腕うでを抑おさえるデボール。その時リオスは既すでに腰を沈め、体を捻っていた。

　前に出た右足を踏み締しめ、左足で地面を突き放す。

　上段蹴り！

　左足はまともにデボールの顔面を捉えて、弾き飛ばす。

　しかし間かん髪はつ入いれずに、下からペリュトンの黒い槍が突き上がって来る。

　地中を抉る、足元からの攻撃！

　斜ななめ後ろに跳ちよう躍やく――したリオスの目の前に、後発したレイスが宙から迫せまっていた。

「そこだっ！」

　こちらが跳とぶのを狙い澄ました、絶妙な間の攻撃だった。

　横に薙いで来る、黒の刃。跳躍中であるから、それを避よける姿勢を作るのは難しい。

　受けるための獲物も、今手元には無い。ならば、まともに斬られるしかない――？

「――いいや！」

　閃きをそのままに、リオスはイブリースに意思を飛ばす。

　自由に動かせる炎の尾――それに思い切り地面を叩かせる。衝しよう撃げきの反動で、リオスの体は一いつ瞬しゆんにして高く浮いた。それは、レイスの刃を避けるのには十分だった。

　後方に一回転しつつ、リオスは着地する。

「ちいっ！」

　忌々しそうに吐き捨てるレイスやデボールとは、間が開いていた。

「……使えるな、お前」

　鬣の外套は強力な防ぼう御ぎよ手段になるし、尾は使い方によって、動きの幅はばを段違いに広げてくれそうだ。身を覆うイブリースを讃えつつ、リオスは魔法の印を切る。

　切った印は――『顎あご』。サラマンデルには無い、イブリースの魔法。

　火の中級精せい霊れいの使用を意識するようになってから、魔法の印についてもある程度は調べてあった。これは、その時に描えがき方を覚えておいたものの一つ！

　発動のために弾き合わせた両の手を、そのままがっしり組み合わせる。そして狙いを定めるように、前に突き出す。

　その先には、気のいい鰐人の姿。

「すまねえな、デボール……！」

　呟つぶやく。多少のやりきれなさが、そうさせていた。

　腕の先には炎で出来た、巨きよ大だいな獅子の顔が形成されていた。イブリースの一部を模した炎である。魔法を解放すれば、この獰どう猛もうな顎が敵を追い、喰らうのだ。

「行けええぇぇ！」

　螺ら旋せんを描くような尾を引きつつ、猛獣の顎がデボールに突とつ進しんする。

　慌てて横に避ける――が、『顎』の魔法はそれを追いかけて、逃がさない！

　何度も回避を試みるデボールをついには追い詰め――喰らい付いた。

　爆音と爆風を立て、凶きよう暴ぼうなまでに吹ふき上がる炎。

　それに巻かれて、デボールの姿は再び黒く、影法師に戻って行く。

「人に頼たよってんじゃねえ！　妹ミレイユの前で、強い兄貴の姿を見せてやれよ！」

「気安く名前を呼ぶなと言ってる！　汚らわしいんだよ！」

　怒ったレイスが、両手を組み合わせる。

　すると両手の刃が絡まり合い、巨大な一つの剣を形成した。

　それを振ふり翳し、猛然と空を滑って来る。避ける？　いや――真っ向受けて立つ！

　両手を弾き、印を刻む。『鉈なた』と『弾』だ。イブリースにもこれがある。

　眼前に現れる巨きよ人じんの鉈を包むのは、青い色をした炎だった。

　それは、より高温――すなわちより強い炎の証！

　引ひき抜き、振り上げる。

　足を踏ん張って、全身に力を込めて――

「うぉらああああぁっ！」

「はあああぁぁっ！」

　腕が痺れるくらいの、強きよう烈れつな手応え。

　巨人の鉈と黒の刃は、お互たがい一歩も退かず、せめぎ合いを演じる。

　一瞬たりとも、力が抜けない。

　眼前のレイスが、にやりと笑う。
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　ペリュトンの黒い刃は、両手の鈎かぎ爪つめに背面の翼つばさの威力が融合して生まれるものである。

　全すべてを刃に載のせて来たかと思ったが、何本か余っていた。それがぐにゃりと伸のびて、こちらの背面に回る。突き刺そうと、先せん端たんを伸ばして来た。

「やらせねえ！」

　炎の尾おが、地面を叩たたく。それは、魔法の発動の合図。リオスの背後に、巨大な金属の丸盾たて――巨人の小こ楯だてが現れる。向こうの企みに気がついた瞬しゆん間かん、リオスはイブリースの尾に『盾』の印を描かせていたのだ。

　尾の先端で巨人の小楯の取手を掴み、持ち上げる。そしてペリュトンの翼の突進を妨害する位置に。盾と翼の先端がぶつかると、甲かん高だかい音。期待通りに盾は黒い翼を防ぐ。

　また、互角の姿勢。

「おい……デボールに何をやらせた!?」

「バーナードだよ……！」

「何……!?」

「ズメイを倒して、油断している所を――ね。あれは致ち命めい傷しようだよ、まず助からないさ」

「！　叔お父じさんが……!?」

　レイスは、心底嬉しそうな冷笑を浮かべる。

「フフ――この言葉を君に送るよ……ざまあ見ろっ！」

「てめえええぇぇっ！」

「因果応報だよ！　人の親を殺しておいて、のうのうと生きていられると思うなっ！」

「クソッ……！　くそおおぉぉっ！」

　自分のせいで。自分が愚かだったせいで。こんな復ふく讐しゆうの権化を生み出してしまった。

　ミレイユを泣かせ、そして最後に残った肉親も、失う事になってしまった。

「喚くのは、死んでからにしてもらおうかっ！」

　レイスの横に、影が盛り上がる。それは再び鰐人の、デボールの姿を取る。

　こちらとのせめぎ合いで、レイスの手は塞ふさがっているのに――だ。

　つまり、無印発動ダイレクト・アクトである。

「さぁデボール、今だ！　ヤツは動けな――……っ!?」

　動けない。そう言おうとしたのだろう。だが、言葉に詰まる。背後からの衝撃に、喉のどを詰まらせたのだ。それまで拮抗していた向こうの力が、ふっと緩む。

　その隙すきを――見逃すわけには行かない！

「おらあぁっ！」

　リオスは一気に押おし込む。仰け反りながら、後あと退ずさりするレイス。そこに、炎の尾に握られた巨人の小楯が突進し、レイスの肘を下から打つように体当たりする。

　両の腕を上に跳ね上げられ、決定的に、レイスの姿勢が崩れた。

　次の瞬間、リオスは既に斬撃を放つ姿勢を整えていた。

「返してもらうぜ！　ペリュトンそいつをっ！」

　斜め下から、斬り上げる軌き跡せき。青い炎ほのおの尾を引いて、巨人の鉈は通り過ぎる。

　その途上にあったのは、復讐の精霊操者の、黒い右腕。

　イブリースの炎に包まれた巨人の鉈は、それを見事に切断していた。

「があああぁぁっ！」

　痛みにうずくまるレイス。右の肘から先が、地面に落ちる。その落ちた腕に、精霊銀の腕うで輪わは装着されていた。斬り飛ばす事で、強制的に魔力の供給を断ったのだ。

　精せい霊れい装そう甲こうが鎧の形状を保っていられるのは、常に抗こう結けつ界かい紋もん章しようを通して精霊に魔力を送り込んでいるからである。その送り込む口は、あくまで精霊銀の腕輪を装着した位置だ。それが体から離はなれてしまえば、こういう結果になる。

　飛んだ腕とレイスとの間に、風の精霊操者が下りて来る。

「ミレイユ……どうして僕を撃った……!?」

　そう。レイスに隙が出来たのは、ミレイユの放った衝撃波が、背中を撃ったせいだ。

　リオスにも予想外の行動である。

「兄さん……知ってますか？　一人ぼっちになった私を支えてくれたのは、バーナード総そう督とくでした。総督のおかげで、今の私があります。私にとっては大事な人なんです。だから私、兄さんを許せません」

「父さんを殺した彼かれは許せるのに、僕は許せない……？　そりゃあないよ」

「そういう問題じゃありません！　今の兄さんは、私の知ってる兄さんじゃありませんよ……もう、戻れないんですか？　昔の兄さんに……」

「ああ戻る気はないよ。今の僕が間ま違ちがっているとは思っていないからね」

「兄さん……だったら！」

　ミレイユが、両手を弾はじく。

　そして指先が攻撃のための魔法を刻もうと動き出す。

　今のレイスは、精霊装甲を纏まとっていない。生身である。

　至近距きよ離りで魔法を浴びせれば――

　その先が分かったので、リオスはミレイユに近寄り、腕を掴んだ。

「やめとけよ」

「リオスさん……だって！　だって仕方ないでしょう!?　もう後戻りできないんなら、せめて私の手でって……！　リオスさんだってそうだったんでしょう!?」

　涙なみだをいっぱいに溜めた瞳ひとみが、こちらを睨みつける。

　ミレイユにしては珍めずらしく感情剥き出しで、見ている方が辛くなる程に、悲しい瞳だ。

「親父の時……か。確かにそうだけどよ、お前には似合わねえよ。やめとけ」

「どうして……!?　私が女だからとか、そんなふざけた理由なら……！」

「違う。お前がお前だから――せっかく汚れてねえ手なんだ。そのまんまで、フィリアに見せてやっててくれ。いいお手本だ、俺おれじゃなれねえ」

　自分は、間違ってしまった人間だ。

　憎にくしみに負けて、それを無む闇やみに拡散してしまった。

　それはもう、戻す事の出来ない過ちである。

　だがそれに巻き込まれたミレイユは、自分と同じにならなかった。

　何が正しいか間違っているか、見極める事。そして憎しみに負けず、赦ゆるす事。

　どちらも、自分には出来なかった事だ。

　願わくばフィリアも、ミレイユのような心の強さを身に付けて欲ほしい。そう思える。

「……」

　押し黙りながらも、ミレイユはまだ睨んで来る。

「腕ずくでも止めるぞ。必要ならお前でも殴なぐる」

「……女の子には、優やさしくしなきゃ駄だ目めだと思うんですけど」

　ほんの少し、口調と目つきが緩む。

　瞬間――

　暴風。そして土煙けむりに視界が覆おおわれる。

「な、何ですか……!?」

　吹き飛ばされそうになるミレイユを庇かばいつつ、何とか踏ふみ止まる。

　視界が晴れた時、すぐ近くにいたレイスの姿は無かった。

　ぽたり。と上から降ふって来る雫。それは地面に、赤い染みを作る。

「！　上です！」

　見上げるとそこには、風の属性であろう精霊操者に抱かかえられ、宙に浮くレイスの姿。

　彼を抱えているのは、見た事のある女性。確か――

「ルーシエさん！　あなたも……！」

「ええまあ……ね」

　と濁し、レイスに顔を向ける。

「レイス。引きましょう、私達はペリュトンを持って帰りさえすればいいのよ」

　ルーシエの手には、切断されたレイスの腕と、ペリュトンの腕輪があった。

「いいや！　僕はまだやれる！」

「妹まで完全に敵に回して？　できないでしょう？　強がるのは止めて」

　冷静な口調。決して強い物言いではないが、不思議な説得力がある。

「……分かった」

　レイスが言うが早いか、再び砂嵐あらし。

「くっ……！　逃にげられる……!?」

　逃がしては、後々厄介なのに。

　せめてペリュトンだけは、取とり戻しておかねば――！

　しかし、砂嵐が晴れた後に、残る物は何もなかった。

　僕は必ず、また君を殺しに来る――

　そんなレイスの声が、遠くから聞こえたような気がした。




◆◇◆




「まっずいね、これ。とんでもない事になっちゃったよ……」

「言ってる場合か！」

　フィリアは『癒』の印を切りながら、バーナードに駆かけ寄よった。

　生まれた光をバーナードの傷口に当てて、治ち癒ゆを試みる。

　が――殆ほとんど致命傷だった。治るのかどうか、分からない。

「ラーン王子！　フィリアの魔法の回復力を、上げられませんか？」

　アリエッタの問いに、ラーンは無念そうに首を振る。

「ごめん……回復の力は、上げてあげられないんだ」

「そんな……」

　血はどんどん流れる。傷口は塞がらない。

　バーナードの息が段々、小さくなって行く。

「くそっ……これじゃあ間に合わねえぞ！　なあ、アリエッタ！　もっと凄すごい魔法とかないのか!?」

「そんな事言われても――あっ！　もしかしたら！」

　何か閃いたらしく、アリエッタは勢いよく立ち上がる。

「王子！　あの速く動く魔法で、わたしを武器庫まで連れて行って下さい！」

「何か考えがあるんだね？　合点よ！」

　ラーンは再び『笛』の印を切り、相棒を呼び出す。

　そして演奏が始まると、アリエッタと共に姿が歪ゆがんで消える。

　それから暫しばらく、フィリアは全力で魔力を振り絞り、バーナードの治療を続けた。

　その命を、零れ落ちさせないように。

　バーナード自身の事も嫌きらいではないし、何よりリオスの家族だ。

　何とか助けてあげたい。そう念じるのみだった。

「フィリア！　お待たせ！」

「遅いっ！　って何だ……？」

　アリエッタが目の前に突き出してきたのは、精霊銀の腕輪である。

　白い色の模様が、表面に刻まれている。

「ユニコーン！　光の中級精霊なの、これならウンディーネより強い回復が出来るよ！」

「使えるんですの……!?」

　マリアンデールの疑問は、当然の事である。

「分からない！　だから試すの！　もうこれしか方法はないから！　さぁフィリア！」

「うん！　やってみる！」

　ウンディーネの精霊装甲を解除。

　そして素す早ばやく、ユニコーンの精霊銀の腕輪を逆の手に着ける。

「頼たのむっ！　ユニコーン！　『展開』！」

　その願いは、通じた。

　フィリアの体を、白い抗結界紋章の鎧よろいが包む。

　頭の額冠からは、表面に螺旋のような溝のある、真っ白な角が生えており、腰こしの後ろからは、同じく白い色の尻尾しつぽ。

　光の中級精霊、ユニコーン。立派な角を持つ、白馬の姿をした精霊である。

「まあ……！」

「よしっ！　いいよフィリアちゃん！」

　マリアンデールは驚おどろき、ラーンは指を鳴らして喜ぶ。

「魔ま法ほうの印は!?」

「ウンディーネと同じ！　でも、ユニコーンの方が強いはずだよ！」

「よしっ！」

　フィリアは再び『癒』の印を切る。

　今度は水色ではなく、白い色の光。

　それを傷口に翳す。

　だがそれでも、傷が治るより、バーナードの命の灯が消えるのが早そうだった。

　もう微かな生命力しか、その大きな体には残っていなかった。

「くそっ！　ダメなのかよ――！　これじゃ意味ねえよっ！」

　精霊操者になって、リオスの力になりたかった。

　まだ正式には認めて貰もらっていないが、今がその時なのに。

　ウンディーネでも、ユニコーンでも、バーナードを救えない。

「！　だったら――！」

　束ねて、合わせる！

　フィリアは、ユニコーンの精霊装甲を解除する。

　そして胸の前で、腕を交差。リオスがいつも、そうしているように。

「『二重展開』！」

　心地の良い感覚と共に、身を包む鎧。

　ウンディーネの頭とう髪はつ状の光と、ユニコーンの角と尾。その両方を併せ持つ姿。

　見ていたアリエッタ達たちは、心底驚いたように声を上げていた。

　だがフィリアには、それに答えている余よ裕ゆうは無い。とにかく必死だった。

　今度の『癒』の印で生まれた光は、白と水色が混じり合った、不思議な色合いだった。
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　それを、胸の傷に翳す。

「う……ぐっ……」

　バーナードが、小さく呻く。

　顔に先さき程ほどよりも生気があった。傷口も段々と、塞がって来る。

「た、助かるかも――！」

　アリエッタの顔が、明るくなる。フィリアも頷うなずいて、魔ま力りよくを振り絞り続ける。

　やがて――バーナードの傷は完全に塞がった。

　まだ意識は無いが、呼吸も規則正しくなった。もう、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　丁度その時、リオスとミレイユが戻もどって来た。

　バーナードが無事だと知ると、ミレイユは喜んで抱だき着ついて来た。そしてリオスは、ほっとしたような表情で、フィリアの頭を撫なでた。

　ありがとうな、という言葉も添えて。







◆　エピローグ　◆







　レイスとズメイによる襲撃から、二日後の朝。

　リオスは街の見回りに出て行く前のフィリアを、詰つめ所しよ奥おくの仕事部屋に呼んでいた。

「何の用だよ？　見回りと、ズメイが壊こわした所の修理も手伝わなきゃなんだから、あたしだって結構忙いそがしいんだぞ」

「……」

　こっちの作業机の前に立つフィリアを見て、リオスは言葉を失っていた。

　女の子だ。完全に。女性用の制服を身に纏い、胸のところも本人曰いわく『布でぎゅーっとやってる』のを止めたらしく、控ひかえ目だが丸みを帯びた膨らみになっている。

「な、何だよ？」

「……いや、何でもねえ」

「！　何でもなくは無いだろ、何か言えよ！　か、可愛かわいいとか何とか色々あるだろ!?」

　言えるか！　と心の中で叫ぶ。斜め向かいの机には、ミレイユが座すわっているのだ。

　にこにこしてこっちを見守っているが、それがリオスには、猛獣が舌なめずりしているようにも思える。そんな事を言おうものなら、後で絶対からかわれたり冷やかされたりする。間違いない。

「あーそうだな。そう言えなくもないと思わなくもなかったりするぞ」

「何だよ、それ！」

　不満そうに、頬ほおを膨らませるフィリア。

　機き嫌げんを取るためにも、さっさと用件を進めるべきだ。そうしよう。

「まあそれはさておき……あれだ、これに名前書け」

　リオスは一枚の紙とペンを、フィリアの前に差し出す。既すでに上官として必要な事は書いて、サインもしてある。あとはフィリアが、名前を書くだけだ。

「ん？　何の紙？　これ」

「お前を正式な精霊操者エヴオルターにするための書類だ」

「！　い、いいのか!?」

「認めねえわけには行かねえっつーかよ。まあ、今回はよくやったな」

　総そう督とく府ふを襲おそったズメイに止めを刺さし、瀕死のバーナードの命を救った。簡単に言ってしまえば、これは手柄がらだ。それは報われるべきである。

　バーナードにも、フィリアを正式な精霊操者にするように言われた。曰く、才能を無理に抑おさえるものではない、お前が正しく伸ばしてやれとの事である。

　それに、リオス個人としても、思う所があった。

　もしフィリアと出会う前の自分がレイスと対面していたら、どうしただろうか？

　多分、簡単に命を差し出だしていただろう。

　そうしない、という決断が出来たのは、この少女の存在が大きい。

　レイスを前に、一歩も退かずにリオスを守ろうとしてくれた姿。

　その姿は、背中を押してくれた。自分は、間違っていないのだと。

　いや間違っていたとしても、それでも構わない。そう思わせてくれた。

　だから、認める。リオスが思うよりも、フィリアは子供でもないのかも知れない。

「ほら、早く書けよ」

　促うながすと、フィリアは勢いよく書類にペンを走らせる。

「よかったですねえ、フィリアちゃん」

「うん！」

　物もの凄すごく嬉うれしそうに、ほころぶ表情。

　リオスは机の引き出しを開け、中から精せい霊れい銀の腕輪を二つ取り出した。片方は水色、ウンディーネ。もう一つは白、ユニコーンだ。

「……ほらよ、持ってけ。くれぐれも扱あつかいには注意しろよ、無闇やたらに使うな」

「わかった」

　いそいそと精霊銀の腕輪を身に着ける。それを見ながら、リオスは感想を漏もらした。

「しっかしユニコーンねえ……」

　精霊としては治癒も出来るし、攻こう撃げきのための力もある。それは素す晴ばらしいのだが――

　問題は、その趣向というか、性癖というか……適正な魔力を持っている事は大前提として、『清らかな乙女』にしか力を貸さない。つまり女性の、それも処女の精霊操者でないと扱えない。逆に言うと、ユニコーンを使っているという事は、そうであると公言しているようなもので。露骨にそういう事が分かるのは、如何なものだろう。

「ん？　何かあるのか？」

　何も知らないフィリアは、無む邪じや気きに聞いてくる。

「いや……」

　言い辛づらい。黙だまっておこう。今自分が教えなくても、いつかは分かる事だ。

　しかし、余計な茶々を入れてくる者がいた。

「つまり――リオスさんには気をつけろ。って事ですよお」

「はぁ!?　んなわけねえだろ！」

　怒鳴るも、ミレイユはどこ吹ふく風で微笑んでいるのみ。

「どういう事なんだよ？」

「気にすんな。大した事じゃねえ」

「いやいや。女の子にとっては、すっごい重要な事ですよお」

　真面目ぶった顔で、また余計な事を言い出す。

「うるせえな！　お前は黙ってろ！」

「はーい。ごめんなさい」

　全然、反省していなさそうな顔である。

「さっきから何なんだよ？」

　首を捻ひねるフィリアに、リオスは一つ咳せき払ばらいをしてから言う。

「しょうもねえ事だよ。いいから気にせず見回り行って来い。気をつけてな」

「？　うん。じゃあ行って来る」

　フィリアは踵きびすを返すと、足取り軽く部屋を出て行く。

　高い位置で括った金きん髪ぱつと、赤いリボンがゆらゆらと揺ゆれて、目に鮮あざやかだ。

「いってらっしゃーい」

　ミレイユはにこやかに手を振ふって、フィリアを見送る。

　そして、フィリアの姿が無くなると、ちょっとだけ表情を引ひき締しめる。

「さあ、こっちも頑がん張ばらなきゃいけませんねえ。仕事が山積みですし」

　破壊された北部の市街地の復旧作業に関かかわる書類も、こっちに回って来ている。

　ざっと見た所、書類の量は、普ふ段だんの五割増し程度はあった。

「やれやれ……うるせえのがいなくなったと思ったら、これだ」

　ラーンやマリアンデールは、昨日の定期船に乗って本土に帰って行った。

　いつも通りの軽い調子のラーンに比べ、デボールを失ったマリアンデールは、目を泣き腫らしたように赤くしていた。

　その様子は痛々しくて、いがみ合っていたフィリアが心配して慰めていた程だ。

　あの鰐人アリゲイトと彼かの女じよは、長い付き合いだと言っていた。

　きっとリオスには分からない、絆があったのだろう。

「マリーちゃん、凄く辛そうでしたね」

　いつの間にかミレイユの表情は、深刻なものになっていた。

「ああ、そうだったな」

「私……彼女に合わせる顔が無いですよお。兄さんがあんな事……」

「お前が気にする事はねえよ。元はと言えば――みんな俺のせいなんだ。お前にもお前の兄貴にも、本当に悪かったと思ってる。謝って許されるような事じゃねえけど……な」

「リオスさん……」

　形のいい黒い瞳が、こちらを覗のぞき込んで来る。

「私のお父さんは――あなたのお母さんと妹さんが亡なくなった事件に、関係していたかも知れないんです。もしかしたら私、あなたの御家族の仇かたきの娘かも知れません」

「……マジかよ」

「今となっては分かりませんけど……ねえリオスさん、私の事憎いですか？」

「いや、今いま更さらだ。もう昔の事だしな」

「私もです。だから、あんまり気にしないで下さい」

　ミレイユはそう言うと、そっと自分の胸に手を添える。

「私ね、この島が平和であるように祈ってます。私達みたいな思いをする人が、増えて欲しくないですから。そして本当に平和を求めるなら、まずは自分が怨みを捨てなきゃいけないって思うんです。あなたを見ていると、私の考えは間違ってないって思えますよ」

「……強いな、お前は」

　自分には辿り着けなかった、優しくて、強い答えだ。

「そうでもないと思いますけどねえ」

　相変わらず何を考えているかは分からないが、にこやかな表情。

「なあ今度お前の親父さんの墓、行かせてもらってもいいか？　今更何が出来るってわけじゃねえけど……一言、詫び入れさせてくれ」

「ええ。あ、でもフィリアちゃんにやきもちやかれちゃいますかねえ？」

　ちらり、とフィリアが出て行った扉とびらに視線を向ける。

「何でそうなる……」

「だって、そのあとご飯くらいは食べさせてくれるんでしょう？　見られたら、怒おこられるんじゃないですかあ？　まあ、私は別にいいですけど」

　楽しそうに言う。完全に面白おもしろがっている。

「アホか、関係ねえよ」

「そうですか？　じゃあ約束ですよ。おいしいもの、食べさせて下さいね」

「そもそも俺は墓参りに行きたいんだけどな……」

　言っても無む駄だな気はしたが、そう言うと、やはり無視された。

「さ、じゃあ今日もお仕事頑張りましょう！」

「……ああ」

　リオスは諦めて頷くと、書類を取り上げて目を落とした。







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　前巻のあとがきでは、作品について何も書いていなかった気がしますので、この機会にちょっと書かせて頂こうかと思います。

　アスリートの方が何処かへ慰問に行って、『逆にパワーを貰った』とコメントされているのってよく見ますよね？　それってどういう心境なんかいな？　と疑問に思ったのがそもそものストーリーの大元になりました。それを自分にとって一番書き易かったファンタジーというジャンルに落とし込んだのが、投稿作、つまり１巻部分になります。

　ざっくり言うと、やさぐれたアスリート（リオス）が可哀相な子（フィリア）を助け、逆にパワーを貰って、壁を乗り越える事が出来ました、というお話かと思っています。

　精霊装甲やらの設定については……昔レジェンドオブドラグーンっていうゲームがありましてね……ええ、好きだったんですあのゲーム……ドラグーンかっこ良くて……インスパイアされたと言い張っておきます。

　あとお互いの心境の変化が見えやすいように、リオスはツンデレ、フィリアはお馬鹿で男の子みたい、という性格付けをして――という感じで出来上がりました。

　２巻からは、助けた可哀相な子（フィリア）は、実は自分を超えるかもしれない程の才能を秘めていて――やさぐれアスリート（リオス）は果たしてこの子を一人前に育て上げる事が出来るか？　という所が、テーマになるかと思います。

　１巻はストーリーの都合上仕方なかったとはいえ、あまりにもシリアス一辺倒で血生臭かったので、２巻ではちょっと力を抜いて、ほんわかできる所も入れつつ……キャラの可愛い所も見せつつ……ってほっこりしてんじゃねえぞコラァ！　って事で辛い事実を突きつけられて、そしてやっぱり最後には、ガチガチ戦って貰いました。主人公にはある程度辛い目に遭って貰わねば、と思っちゃうんですね、どうしても。

　ともあれ、お楽しみ頂けるクオリティになっていれば幸いです。結構、お昼の仕事が忙しい時期に書いていたので、筆が荒れていると思われないかちょっと心配しています。

　さて今回もお世話になりました担当編集のＫ様、相変わらず格好いいイラストを描いて下さった凱がい様、どうもありがとうございました。

　続きは、本土に行ってアリエッタのご実家訪問ですかね～。なんて思ってます。

　それでは、この辺でお別れさせて頂きます。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




ハヤケン先生／凱先生
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